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は じ め に 
 

 

 

本市は、シンボルである生駒山を中心に、豊かな緑と自然環境に恵まれ、鉄道や道路網が発達したことにより、

関西を代表する良好な住宅都市として発展してまいりました。また近年では、近鉄けいはんな線の開業をはじめ、

阪神なんば線の開通によりまして、交通の利便性が一層増したことから、住宅都市としての魅力がさらに高まってお

ります。 

一方、本市を取り巻く環境は、急速な少子高齢社会の進行により、社会構造が大きく転換するとともに、個人の

価値観は年々多様化し、環境や景観、安全・安心といった分野への関心も高まるなど、市民ニーズも高度化・複雑

化している状況にあります。こうしたことから、行政が主体となって進める従来のまちづくりから、「行政施策の推進」、

「市民・行政が共に取組む協働」、「市民の取組みへの支援」の３つに分け、市民・事業者・行政が取組内容を明確

にし、それぞれが活動主体となって良好なまちを形成するために、生駒市都市計画マスタープランを策定いたしま

した。 

このマスタープランは、平成３２年（２０２０年）までのまちづくりの基本指針となるものであり、１「豊かな自然が輝く

環境まちづくり」、２「みんなが住み続けたくなるブランドまちづくり」、３「誰もが移動しやすいコンパクトなまちづくり」、

４「みんなが住み続けられる安全・安心なまちづくり」の4つの目標を定め、調和のとれたまちを形成し、本市を「関西

一魅力的な住宅都市」にすることとしております。 

最後に、本計画の策定にあたりまして、ご審議いただきました生駒市都市計画マスタープラン及び景観計画策

定委員会の委員の皆様をはじめ、貴重なご意見をお寄せいただきました市民及び関係者の皆様方に対しまして、

心から感謝申し上げますとともに、「市民が創る ぬくもりと活力あふれるまち・生駒」の実現に向けて、今後とも皆様

方のより一層のご支援とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                生駒市長 山 下  真 
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序序章章．．都都市市計計画画ママススタターーププラランンのの位位置置づづけけ  
 

１．都市計画マスタープランの位置づけと目的 

 
１） 計画の位置づけと目的 

○生駒市が進める「都市づくり」の指針となる計画です。 
 都市計画法※によって、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として、各市町村における策定が

義務づけられています。 

 市の総合計画が市政全般にわたる総合的な指針であるのに対して、「都市計画マスタープラン」は、土

地利用や市街地整備、都市施設整備（道路、公園、河川、下水道など）、自然環境保全、景観形成、

防災まちづくりなど、まちの整備・開発・誘導や保全に関する、より具体的な指針としての役割を果たす

ものです。 

○計画策定（見直し）の背景と目的 
 今回の計画見直しについては、人口減少社会の到来や、厳しい行財政状況、市民参加型まちづくり

の希求など、本市を取り巻く環境が大きく変化していることから、将来における適切な対応を図っていく

ため、見直しを行うものです。 

 上位計画である「生駒市総合計画（基本構想）」及び「奈良県都市計画区域マスタープラン」の改定・

見直しとの整合性を図り、見直しを行っています。 

 

 
【都市計画マスタープランと上位・関連計画との関係】 

生駒市総合計画 

生駒市都市計画マスタープラン 

土地利用の規制・誘導 

奈良県都市計画区域 

マスタープラン 

（市政全般の総合的な指針） 

（都市計画・まちづくりの指針） 
（県全体の都市計画の指針） 

（即する） （即する） 生駒市の各種の部門別の関連計画 （連携・整合） 

生駒市景観計画※ 

（景観法に基づく景観規制等の指針） 

緑の基本計画 

環境基本計画 

ほか 

（即する） 

都市計画の具体的な施策・事業 

都市施設の計画・整備 

市街地開発事業の計画・整備 

（市街化区域※、用途地域※、地区計画※など） 

（都市計画道路※、公園緑地、下水道など） 

（土地区画整理事業※、市街地再開発事業など） ほか 

地域防災計画 
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２） 計画の役割 

○生駒市が実施する「都市計画」の根拠となる計画です。 
 都市づくりを計画的に行うためには、土地利用の規制・誘導や、主要な都市施設の整備、市街地開発

事業等の都市計画を適切に推進していくことが必要であり、そのために必要な事項を指針として定め

るのが「都市計画マスタープラン」です。 

 市町村が実施する都市計画は、「都市計画マスタープラン」に即して実施する必要があり、都市計画を

中心とする今後の都市づくりの根拠となる、重要な指針です。 

 
○市民とともに、良好なまちづくりを進めるための、共通のバイブルとなる計画です。 
 良好なまちづくりを実現していくためには、市民と行政との協働※によるまちづくり活動の実践と、その

ための将来ビジョン・目標の共有化が重要であり、そのための指針としての計画でもあります。 

 
（都市計画マスタープランの役割） 

 
■ まちづくりの将来像や目標を示します。 

■ 都市計画や個別のまちづくりを進める際の指針を示します。 

■ 市民との協働のまちづくり推進の指針を示します。 

 

 

 

２．計画対象区域及び目標年次 

 
 計画区域は、市域全域（全域が都市計画区域※）を対象とします。 

 計画の目標年次は、20 年後のまちの姿を展望しつつ、概ね 10 年後の平成 32 年とします。 

 
【まちづくりとは】 

まちづくりとは 

暮らしを良くするための活動の総体のことをいいます。 

福祉、防犯・防災、健康、環境、青少年育成、文化振興など 

「都市計画マスタープラン」に関係する主なまちづくりとは 

主に「まちの環境」を良くするための活動のことをいいます。 

土地の利用 

 

まちの 

環境 
建物の利用 

住宅 商業 工業 公共 

施設 
道路 

下水 

 

農地 

 

山林 公園 

河川 

まちづ

くりの

活動 

＊ 良好な環境や景観を守る活動 

＊ 適切な土地・建物の利用を規制・誘導したり、整備する活動 

＊ まちの環境を活かした、コミュニティ・交流等の活動、など 
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３．計画の構成 

 
本計画の構成は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 都市の将来像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 生駒市を取り巻く社会環境の変化 

２. 市民意向  

３. 生駒市の特性と主要課題  

４. 将来像  

５. 将来人口  

６. 都市づくりの目標  

７. 将来の都市構造  

第２章 全体構想 

 （都市全体のまちづくりの方針） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 土地利用の方針  

２. 目標実現に向けてのまちづくり方針 

2-1「豊かな自然が輝く環境まちづく

り」の方針 

2-2「みんなが住み続けたくなるブラ

ンドまちづくり」の方針 

2-3「誰もが移動しやすいコンパクト

なまちづくり」の方針 

2-4「みんなが住み続けられる安全・

安心なまちづくり」の方針 

第３章 地域別構想 

 （地域別のまちづくりの方針） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 地域別構想の位置づけ  

２. 地域別構想 

＊ 北部エリアのまちづくりの方針 

＊ 中部エリアのまちづくりの方針 

＊ 南部エリアのまちづくりの方針 

第４章 実現に向けて 
 

 

 

 

１. まちづくりの実現に向けての基本的

な考え方 

２. 協働のまちづくりの推進方策 

 

どのようなまちをめざ

すのか、まちの将来像

や目標の柱を示してい

ます。 

 

 

将来像や目標を実現す

るために、まち全体で

どのようなまちづくり

を進めるのか、まち全

体のまちづくりの方針

を示しています。 

 

 

地域の特性を踏まえた

まちづくりを進めるた

めに、大まかな地域別

に、各地域のまちづく

りの将来方向を示して

います。 

 

本計画に基づき、まち

づくりを有効に進めて

いくため、実現に向け

ての方針を示していま

す。 
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第第１１章章．．都都市市のの将将来来像像  
 

１．生駒市を取り巻く社会環境の変化 

 
以下の「本市を取り巻く社会環境の変化」は、本計画見直しの背景にある大きな要因でもあり、将来のまち

づくりに向けて十分留意していくことが必要です。 

 

① 人口減少・少子高齢社会の到来 
 全国的な人口減少傾向の中、本市においても長期的な人口減少が想定されるとともに、既に人口が

減少している地区もみられ、空地・空家の増大など、地域環境の悪化が懸念されます。また、少子高齢

化も一層進み、高度成長期に開発された住宅地等においては高齢者割合が 30%を超えるなど、地域

を支える人口活力の停滞が懸念されます。 

 今後は、人口維持のための都市間競争の激化が予想され、本市の住宅都市としての魅力をいかに維

持し、増進を図っていくかが重要であるとともに、高齢者の居住継続や若者の定着など現居住者の定

住促進や、生産年齢人口の増大に向けた取組みが必要です。 

 人口減少社会において、まちを支える人口活力をアップするためには、定住人口だけでなく、交流人

口や雇用など、昼間人口の拡大が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料）平成 21 年 10 月 1 日現在人口に基づく 

（外国人登録人口は含まない） 

町別高齢化状況（高齢人口比率）図 

※人口集中地区 

人口密度が 1ｋ㎡当たり 4,000 人以上の地区が隣接

して、それらの隣接した地区の人口が 5,000 人以上

を有する地区。ＤＩＤ地区。 

市街地形成および宅地開発の進展状況図 
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② 環境配慮や持続可能なまちづくりの重要性 
 資源循環型社会※や低炭素まちづくり※の実現など、地球環境に配慮したまちづくりへの要請が一層

強くなっています。特に、本市は豊かな自然環境に囲まれた特性を有しており、本市の大きな魅力とな

っていることから、近年都市化に伴い減少している山林・農地等の良好な自然的環境の保全を図るこ

とが重要であるとともに、環境学習や環境共生の取組みの充実が求められます。 

 南北に長い市域において、比較的恵まれた鉄道網等の公共交通機関の整備充実により、宅地開発等

が進展してきたことから、これらの環境を維持増進するためにも、公共交通のより一層の利便性の向上

に向けた取組みが求められます。 

③ 安全・安心ニーズの高まり 
 近年の集中豪雨による被害を始めとして、将来的に発生が予想されている東南海・南海地震などの大

規模地震や、生駒断層帯※の影響を背景に、防災に対する関心が高まっているとともに、防災・避難体

制の強化など被害を最小化する減災※の取組みの重要性が高まっています。 

 少子高齢社会を背景に、健康・医療・福祉や公共交通、バリアフリー※など、誰もが安心して住み続け

られる環境の充実や、子育て支援の充実など、安全・安心なまちづくりへのニーズが高まっています。 

④ 景観や質を重視したまちづくりニーズの高まり 
 近年、画一的なまちづくりから、地域固有の資源（個性）を活かしたまちづくりが強く求められています。

本市は市街地を取り巻く山林・農地等の豊かな緑環境や、自然に育まれた歴史文化等の多彩な地域

資源を有しており、近年の景観法等の支援制度等の充実も踏まえ、地域の特性に合わせた景観づくり

をまちの活性化に積極的に活かしていく取組みが重要です。 

 社会資本整備の進展に伴い、量から質を重視したまちづくりが強く求められてきています。本市は良

好な住宅都市として発展してきましたが、高度成長期に開発された住宅地等において、人口減少や高

齢化を背景に、活力の停滞や空家・空地の増大など環境の悪化が懸念されており、本市の良好な住

宅地としてのイメージを支えてきた住環境の維持・増進に向けた取組みが求められています。 

⑤ 効率的効果的な都市運営の必要性 
 人口減少社会の到来、経済活動の成熟化などの厳しい社会経済情勢を背景に、本市においても厳し

い行財政運営が求められ、既存ストックの有効活用や、産業基盤の強化等の重要性が高まっていま

す。 

 効率的な都市運営の観点から、都市機能※が非効率に拡散しないコンパクトなまちづくりが強く求めら

れており、主要駅周辺等の拠点機能の強化や市街地内の生活基盤の充実など、既存の都市機能集

積を活かしたまちづくりを進めることが必要です。 

⑥ 市民参加・市民自治の必要性 
 地域主権改革や市民自治等の取組みが全国で広がる中、本市においても自治基本条例が制定され、

協働促進の取組みが進められており、自助・共助の取組みの活性化や、地域への愛着やコミュニティ
※の増進、まちづくりや地域の活性化への市民パワーの活用促進の重要性が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市における主な活断層 
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２．市民意向 

 
将来のまちづくりに向けて留意すべき「市民意向」は、以下のとおりです。 

（計画策定に伴い実施した市民アンケート調査結果より） 

 
① 自然や緑の保全の重要性 

 市の魅力や将来像について、自然や緑の豊かさをあげる声が高いものの、“開発などにより身近な自

然環境が減少しつつある”や“自然や農地などの緑が減少し、環境や景観が悪くなった”とする声が高

く、生駒市の最大の魅力及び住宅都市の付加価値として、自然や緑の保全の重要度は極めて高い状

況です。 

 自然の保全のみならず、“農地の保全”や“まちなかの緑化”に関する重要度が増加しており、身近な

生活環境の中で、うるおいや安らぎを求める声が伺えます。 

② 自然等の地域資源の活用促進の要望 

 “身近な公園や広場の整備”、“既存の公園・広場の周辺緑化・美化”、“河川・ため池などの水辺景

観”など、既存資源を活かした取組みへの要望が高くなっています。 

 “ジョギングや散歩が楽しめる緑道等の整備”や“自然と親しめる公園の整備”の要望が高いなど、自然

とのふれあいや健康志向に対するニーズも伺え、留意が必要です。 

 自然・歴史的資源の保全だけでなく、その活用を望む声が高く、また、“まちなみの美しさなど景観のよ

さ”に対する要望が高く、交流・体験空間としての活用や、景観への取組みの強化が必要です。 

 地域資源の保全に関して、“屋外広告物の景観”や“ごみの不法投棄” への懸念が伺え、適切な対応

が必要です。 

③ 駅前の質の高い環境・景観形成や、身近な買い物利便性の向上の要望 

 生駒駅前や近鉄けいはんな線の各駅周辺の開発等に伴う商業機能の整備もあり、“日常の買物の便

利さ”への不満度は若干減少しているが、今後の重要度は高くなっています。 

 “駅前の景観”への評価は低く、“駅前や商店街の魅力ある景観形成”が望まれており、玄関口等にお

ける質の高い景観・環境形成への要望が高い状況です。 

 一方で、中心駅だけでなく、“駅周辺で日常的に必要な店舗・サービス施設などの集積が少ない” や

“住宅地内で日常生活に必要な店舗・サービス施設等が乏しく不便だ”など、身近な駅周辺における

商業サービス機能充実への声も高く、留意すべきです。 

④ 歩道等の身近な交通環境の充実の要望 

 近鉄けいはんな線の各駅や、関連する道路基盤等の整備もあり、 “道路・交通機関の発達した便利な

まち”という本市のイメージが上昇しており、道路・交通環境整備の一定の効果が伺えるものの、歩道

の整備や、駐車・駐輪対策に関する要望が相対的に高い状況です。 

 全体の中での重要度は上位でないものの、高齢化を受けて、バスサービスへの要望が増大しており、

留意が必要です。 

⑤ 身近な暮らしの安全・安心の向上の要望 

 “バリアフリー化”に関する項目で満足度が上昇しており、一定の施策実施効果が伺えるが、高齢社会

の影響もあり、依然として要望が高い状況です。 

 “災害や犯罪”対策や“福祉のまち”への要望が全般的に高く、防災・防犯や医療・福祉等に関する問

題意識が高くなっており、適切な対応が必要です。 
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３．生駒市の特性と主要課題 

 
１） 生駒市の特性 

本市の特性（魅力）としては、大きく、以下のような点があげられ、まちづくりに積極的に活かしていくことが

必要です。 

 
① 自然（緑）が豊かなまち、緑に囲まれたまち 

 生駒山・矢田丘陵の豊かな緑に市街地が囲まれた都市構造であり、眺望景観、緑に囲まれたやすらぎ

ある環境を提供するとともに、自然体験・学習等の拠点ともなっています。 

 山林のみならず、「竹林、棚田、市街地周辺に広がる田園風景」や「竜田川・富雄川等の市街地を縦

貫する水辺」など、多彩なみどり資源を有しており、身近な緑環境にあふれた住宅地を形成していま

す。 

 住宅地での生垣緑化や花を活かした取組みなど、市民主体のまちなか緑化の活動が盛んです。 

 生駒の自然に育まれた、歴史文化等の多彩な地域資源（宝山寺等の歴史文化資源、暗がり峠など）を

有し、周辺の緑と一体となった拠点を形成しており、奈良市・大和郡山市・斑鳩等との観光ネットワーク

も期待される立地条件を有しています。 

 上記のような生駒の豊かで多彩な緑環境は、まちの大きな魅力であるとともに、財産ともなっており、住

宅都市の大きな付加価値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竹林 

棚田の風景 

生駒山の眺望 

（資料）平成 20 年度緑地現況調査 

緑地現況図 
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 ② 良好な住宅地としてのブランド 

 公共施設の整った、敷地規模の大きな大規模住宅開

発の進展や、近鉄けいはんな線の開通に伴う駅周辺

等での都市型住宅の立地など、自然や緑の豊かな良

好な住宅地の広がるまちとしてのブランドイメージを

有しています。 

 地区計画や緑化等のまちづくり活動とともに、各種コ

ミュニティ活動も活発です。 

 

③ 大都市に近接する優れた立地性や交通条件 

 大都市への近接性や、優れた交通条件（広域幹線、

鉄道など）を活かして、比較的人口成長性の高さを維

持しています。 

 南北に長い市域の中にあって、鉄道網の整備進展に

より、鉄道を中心に公共交通の利便性が比較的高く

なっています。 

 優れた立地性・交通条件を活かし、学研都市や大規

模工場地、主要駅周辺の商業等の拠点開発の進展

など、広域的な機能や定住環境の充実が進展してい

ます。 

大規模な住宅団地 

学研都市 
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２） 都市づくりの主要課題 

以上の社会環境変化、市民意向、本市の特性等を踏まえた主要課題は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 生駒の資産を守り、伸ばし活かすまちづくりの必要性 

● 生駒らしい環境・景観を守り育てるまち 

● 生駒の自然や歴史文化に親しみ愛着を育てるまち 

■生駒の自然（みどり）を守り、活かすまち 
・山林・水辺・田園等の環境の保全と活用 
・生駒らしい山並み・眺望景観の保全 
・地域資源を活かした景観整備 

■身近なみどりあふれる、うるおいあるまち 
・まちなかの緑化推進 
・身近な緑を増やし、良好なまちなみ景観の形成 
・公園・緑地のネットワーク化 

■みどりに囲まれた質の高い生駒ブランドの住宅地 
・自然や緑豊かな住宅地としてのブランド強化 

■生駒の歴史文化を育み、活かすまち 
・多彩な歴史文化資源の保全 
・歴史文化資源を各地域の活性化に活かす取組み強化 
・地域の観光交流資源のネットワーク化と観光・交流人口の増大 

② 既存ストックを活かした持続可能なまちづくりの必要性 

● 活力ある拠点が連携するまち 

 

 

 

 

 

 

● 移動しやすいまち 

 

 

 

 

 

 

● 住み続けたくなるまち 

■拠点が連携する賑わいあるまち（コンパクトなまち） 
・中心拠点の商業等広域魅力強化、高質景観形成 
・各地域の特色ある身近な商業サービス等機能の充実 
・コンパクトシティ※（機能集約的な都市） 

■活力ある産業のあるまち 
・学研都市の活性化、企業誘致の推進 

 

■拠点を連携する交通ネットワークの形成 
（移動しやすいまち、交通利便性を活かしたまち） 

・公共交通利用環境の維持・充実 
・駅周辺のバリアフリー 
・主要道路網の整備 
・駅周辺の駐車・駐輪対策の充実 

 

■安全・安心なまち 
・災害に強いまち 
・高齢者の居住継続の支援充実 
・若年層の定住促進や子育て支援機能の充実 

■快適な生活環境のあるまち 
・良好な住環境の維持・増進 
・身近な道路、下水道、公園・広場等の整備 

 

③ 協働のまちづくりの必要性 

 

 

 

 

■行政施策の推進、市民・行政の協働、市民への支援 
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４．将来像 

 
１） まちづくりの基本理念と将来像 

まちづくりの基本理念及び将来像については、市の総合計画に即し、以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２） まちづくりの基本姿勢 

まちづくりの実現に向けては、まちづくりの基本理念を踏まえつつ、市民と行政が連携・協力しながら、着

実に取組んでいく必要があり、以下の「推進」「協働」「支援」の取組みを適切に進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）本都市計画マスタープランにおいて『市民』とは、生駒で暮らす「住民」だけでなく、 

生駒で事業活動を行う「事業者」等を含みます。 

 

まちづくりの基本理念 
 

 

 

 

 

  

1 市民主体のまちづくり 
まちづくりの主体は市民です。市民主体のまちづくりの基本ルールを定めた条例

等に基づき、あらゆる分野における、市民の参画、市民・事業者・行政の協働を推進

します。 

3 持続可能な都市経営 
少子・高齢化の進行、増え続ける社会保障経費、厳しい財政状況、地球環境問

題の深刻化など、これまでの様々なシステムの持続可能性を大きく揺るがす変化が

本市を取り巻いています。こうした変化に対応するため、既存の方法を不断に見直

し、次世代へ引き継ぐための持続可能な都市経営を行います。 

 

2 自助・共助・公助 
身近な暮らしに関わるまちづくりにおいては、まず「自助」（自分自身が行う）、次

に「共助」（周囲や地域が協力する）、そして「公助」（行政が支援する）という考え方

を基本とします。 

まちづくりの将来像 
 

 

 

“ 市民が創る ぬくもりと活力あふれるまち・ 生駒 ” 

 

 

 
公共施設の整備（ハード施

策）や、まちづくりに係る計

画づくりや規制及び条例の

制定等（ソフト施策）につい

て、行政が主に取組んでいき

ます。 

行政施策の推進  

 

 
まちづくりに関する様々な

取組みについて、市民と行政

が連携・協力しながら、とも

に取組んでいきます。 

市民・行政の協働  

 

 
市民が主体的に取組む様々

なまちづくりに関する活動

に対して、支援を図っていき

ます。 

市民への支援 
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５．将来人口 

 
将来人口については、市の総合計画に即し、以下のように設定します。 

 
１） 総人口の見通し 

本市の将来の総人口は、今後社会動態がゼロ（転入と転出が均衡）で推移すると、少子化の影響で計画

期間の当初から自然動態（出生・死亡の差）がマイナスに転じるため、次第に減少していくことが見込まれま

す。 

本市の平成 32 年（2020 年）における総人口については、過去の人口動態を踏まえつつ、今後の少子・高

齢化の進展を想定し、さらに、本市における計画期間中の住宅開発計画や子育て・勤労世代の定住を促す

ための政策的な取組みを総合的に考慮して、新たな住宅開発や政策的な取組みによって社会動態（転入・

転出の差）がプラスで推移することを想定し、現状の人口規模から微増した水準のおおむね 121,000 人とし

ます。（本計画で想定する総人口及び世帯数の中に、学研高山地区第２工区への転入等は含まれませ

ん。） 

  

115,000

116,000

117,000

118,000

119,000

120,000

121,000

122,000

年

人口総数の推移

 
生駒市の将来人口推計 

 

２） 年齢別人口構成の見通し 

本市においては今後急速に高齢化が進展する状況にあり、平成 20 年（2008 年）において 19.0％の老年

人口比率（65 歳以上）は、平成 32 年（2020 年）において 26.6％となる見込みです。 

また、年少人口比率（14 歳以下）は、上記の期間において、14.5％から 11.8％へ減少、生産年齢人口比

率（15～64 歳）は、66.6％から 61.7％へ減少する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別人口構成の推移のグラフ 

 

14.5 11.8

66.6
61.7

19.0
26.6
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%
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平成20年 平成32年

年少人口比率（14歳以下） 生産年齢人口比率（15～64歳）

老年人口比率（65歳以上）

（人） 
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６．都市づくりの目標 

 
以上の主要課題や将来像等を踏まえ、以下のように都市づくりの目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標の柱 留意すべき事項 

豊かな自然が輝く 

環境まちづくり 

・市民・事業者の啓発・動機づけによる市街地の緑化推進 

・地球温暖化・ヒートアイランド※対策としての水辺や緑の保全 

・緑の保全創出とネットワーク化による生態系の保全 

・水辺や緑地のアメニティ※向上 

・環境保全などの市民への啓発・参加の促進 

・協働のまちづくりのための人材育成 

みんなが 

住み続けたくなる 

ブランドまちづくり 

・優良住宅地としての生駒ブランドの継承・発展 

・交流を生み出す生駒らしい歴史文化遺産や産業などの地域資源の保全と活用 

・生駒山系の眺望確保や田園風景の継承と、市街地の良好な景観の保全・創出 

・駅前などの都市拠点における個性ある景観の創出 

・景観美化などの市民への啓発・参加の促進 

・協働のまちづくりのための人材育成 

・学研都市の機能集積による産業機能と雇用環境の強化による職住近接の実現 

誰もが 

移動しやすい 

コンパクトな 

まちづくり 

・駅前などの都市拠点整備による公共交通の利用促進 

・生駒駅周辺などの中心拠点への都市機能の集積による利便性向上と活性化の促進 

・主要公共施設や都市拠点を結ぶ幹線ネットワークの充実 

・公共交通サービスの充実とユニバーサルデザイン※の推進 

みんなが 

住み続けられる 

安全・安心な 

まちづくり 

・地域との協働による減災・防犯、福祉・子育て環境の充実の仕組みづくり 

・協働のまちづくりのための人材育成 

・高齢化・少子化を考慮した持続可能なコミュニティの再生 

・安全・安心な地域づくりための公共施設や空閑地の活用 

・生活道路、下水道など、地域課題に対応した生活環境の充実 

 

生駒の最大の魅力である豊かで多彩な自然的環境を、みんなで守り、誇りある輝く
資産として、未来に継承していきます。 

また、まちなかの緑化推進、自然・田園等の地域資源を活かした交流環境の充実
など、地域の活性化に積極的に活かしていきます。 

生駒の特色である優良な住宅地としての住環境の維持・増進や、良好な景観を守
り高め更なるブランドイメージの強化に役立てる取組みの強化など、若者も含めて住
み続けたくなる、住みたくなるようなブランド力を高めるまちづくりを進めます。 

また、学研都市の機能集積や優れた交通条件を活かした産業機能の強化をめざ
します。 

中心拠点への都市機能の集積強化や、地域拠点への日常的な生活支援機能の
充実など、拠点駅の優れた条件を活かした商業・交流等の機能の集約化とコンパク
トなまちづくりを進めます。 

また、拠点等を連携する幹線道路ネットワークの充実や、拠点駅の周辺整備と連
携した公共交通を利用しやすい環境づくりなど、誰もが移動しやすい、交流等の各
種活動がさかんなまちづくりを進めます。 
 

災害等の将来懸念される事態を想定しつつ、被害を最小化する減災の取組みを
進めます。 

また、快適な生活環境の向上、安全・安心の確保、コミュニティ形成や交流促進な
ど、各地域で抱える課題に対応して、既存の公共施設や地域資源等を積極的に活
用しつつ、みんなで協働して考え、取組むようなまちづくりを進めます。 

＜目標の柱＞ ＜めざす方向＞ 

 

豊かな自然が輝く 

環境まちづくり 

みんなが 

住み続けたくなる 

ブランドまちづくり 

誰もが 

移動しやすい 

コンパクトな 

まちづくり 

みんなが 

住み続けられる 

安全・安心な 

まちづくり 
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７．将来の都市構造 

 
１） 都市構造の基本的な考え方 

都市づくりの目標を踏まえ、将来の都市構造の基本的な考え方を、以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２） 将来の都市構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【方針①】自然環境に囲まれた、緑あふ

れる都市環境づくり 

 

都市構造の基本的な考え方 都市づくりの目標 

【目標①】 

豊かな自然が輝く環境まちづくり 

【目標②】 

みんなが住み続けたくなるブランドまちづくり 

【目標③】 

誰もが移動しやすいコンパクトなまちづくり 

【目標④】 

みんなが住み続けられる安全・安心なまちづ

くり 

【方針②】生駒の自然・歴史文化に親し

む交流環境づくり 

 

【方針③】拠点が連携するコンパクトな

都市づくり 

 

【方針④】すべての人が移動しやすい交

通環境づくり 

 

【方針①】自然環境に囲まれた、緑あふれる都市環境づくり 

 

【市街地ゾーン】 
ゆとりある市街地環境を保全し、環境負荷に配慮した、緑あふれるコンパクトな都市形成を図ります。 

 

【緑地ゾーン】 
生駒市のシンボルである生駒山地や矢田丘陵などの緑地については、自然環境の保全を基本としつ

つ、市民のやすらぎ・うるおいの空間としての活用を図ります。 

 

【田園ゾーン】 
農地や既存集落などの田園地帯については、人の食を支える場所として、都市近郊型農業の振興を

図るとともに、ゆとりとうるおいを醸し出す貴重な緑地空間として保全・創出を図ります。 

 

【方針②】生駒の自然・歴史文化に親しむ交流環境づくり 

 

【緑水軸】 
地形的には、周囲を緑豊かな山地・丘陵に囲まれ、その間を流れる富雄川と竜田川の二つの水系が

南北方向の軸となる都市構造になっているため、自然環境を活用した、うるおいのある緑水軸を形成す

るとともに、緑水軸と公園緑地拠点・歴史文化拠点等を連携する、快適な歩行者ネットワークの充実を図

ります。 

 

【公園緑地拠点・歴史文化拠点】 
市内に点在する主な公園緑地や歴史文化資源は、市内外の観光・交流人口の増大を図る拠点とし

て、魅力ある環境形成を図ります。 
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【方針③】拠点が連携するコンパクトな都市づくり 

 

【都市拠点・中心拠点】 

本市の玄関口である近鉄生駒駅周辺地域を中心拠点としつつ、隣接する東生駒駅周辺地域と連携し

た都市拠点を形成し、生駒駅前北口再開発事業等によって様々な都市機能の集積を図ります。 

都市拠点は、人口や都市機能の集積もあり、公共交通の利便性に優れているなど、多くの人びとが集

まる地区でもあることから、本市の魅力ある顔づくりや、当該地域におけるコミュニティ強化、公共交通の

利用促進等につながる環境づくりをめざします。 

 

【地域拠点】 

生駒市は南北に長い都市であることを考慮し、主要駅周辺地区（学研北生駒駅、学研奈良登美ヶ丘

駅、白庭台駅、南生駒駅）は、鉄道利用利便性を活かしつつ、住民の利便性を高めるため、各駅周辺に

おける地域・地区の生活サービス・交流・居住等機能の充実と、駅周辺の歩きたくなるまちづくりを図りま

す。 

特に、学研奈良登美ヶ丘、学研北生駒の各駅は、都市拠点を補完する商業・交流等の機能強化を図

ります。 

 

地域拠点は、人口や都市機能の集積もあり、公共交通の利便性に優れているなど、地域住民等の集

まる地区でもあることから、地域の魅力ある顔づくりや、地域住民のコミュニティ強化、公共交通の利用促

進等につながる環境づくりをめざします。 

 

【産業・学術研究拠点】 

既存の学研都市及び北田原工業団地を中心に、学術・研究・業務機能等の集積を図るとともに、学研

高山地区第２工区については、これまでの検討内容を踏まえ、関係機関との連携のもと、地域の状況や

社会経済環境を考慮し、方向性を検討、調整します。 

 

【方針④】すべての人が移動しやすい交通環境づくり 

 

【鉄道軸・幹線道路軸】 

道路整備等により南北方向のネットワークの強化を図るとともに、鉄道利用の利便性を活かした拠点

（中心拠点・地域拠点）を中心とする公共交通を利用しやすい環境づくりを進め、都市活動の促進を図り

ます。 

リニア中央新幹線については、関係機関との連携のもと、まちの更なる発展に資する方向性について

検討、調整を進めます。 

 

【交通結節点（鉄道駅）】 

鉄道駅を中心に公共交通を利用しやすい環境づくりを進めるとともに、各駅の機能に応じ、身近な交

流活動が行われるような環境づくりを進めます。 
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将来の都市構造図 
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 第２章 全体構想 
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１） めざすべき土地利用の基本的な考え方 

第第２２章章．．全全体体構構想想  
 

１．土地利用の方針 

 

 

 
 
【土地利用に関する課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まちの魅力を支える環境資産を守ることの必要性 
・減少する市街地内及び周辺の自然・田園環境の保全強化 

●人口減少社会の到来を踏まえた効率的効果的な都市運営の必要性 
・コンパクトなまちづくりに向けた、都市機能や市街地の拡散の抑制 

・良質な住宅地ブランドを支える大規模住宅地等の維持 

（空地・空家の増大や、敷地細分化等に伴う環境悪化の懸念） 

・新規開発重視から既存市街地の環境の質の維持・向上重視へ 

●交通利便性・拠点性や都市機能集積を活かした、拠点的賑わい機能の強化 
・拠点駅周辺における賑わい機能の強化 

・拠点駅周辺における、まちなか居住や歩いて暮らせる生活圏の形成 

●交通利便性や都市機能集積を活かした、産業機能の強化 
・既存産業拠点周辺における産業機能の強化 

●安全・安心な土地利用確保の必要性 
・自然的環境の保全強化による災害抑制（保水力強化、避難空間確保、延焼防止等） 

 

【方針①】豊かな自然・田園環境に囲まれた生駒らし

い土地利用の推進 

 

めざすべき土地利用の 

基本的な考え方 

都市づくりの目標 

【目標①】 

豊かな自然が輝く環境まちづ

くり 

 

【目標②】 

みんなが住み続けたくなるブ

ランドまちづくり 

 

【目標③】 

誰もが移動しやすいコンパクト

なまちづくり 

 

【目標④】 

みんなが住み続けられる安

全・安心なまちづくり 

【方針②】既存市街地の良質な住環境の維持・向上

を図る土地利用の推進 

 

【方針③】まちの賑わいを高める拠点集約・連携型の

土地利用の推進 

 

【方針④】交通利便性や都市機能集積を活かし産業

振興を先導する土地利用の推進 

 

【方針⑤】減災に資する安全・安心な土地利用の推進 

 

【方針⑥】地域住民主体の土地利用の推進 
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■ めざすべき土地利用の基本的な考え方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地域の土地利用については、地域の特性や住民ニーズを踏まえ、適切かつきめ細かな土地利用

の規制・誘導を進めていくことが重要であることから、地区計画制度等の活用促進を図り、地域住民主

体のルールづくりと規制・誘導を積極的に図っていきます。 

 

 

市街地内及び周辺に広がる山林や田園は、防災機能も果たしていることから、その保全を図るととも

に、防災上問題があり都市的利用に適さない地区については、その利用の規制・誘導を検討していき

ます。 

 

 

まちの産業振興と雇用増進を図るため、学研都市や北田原工業団地等の産業機能集積を活かし、

周辺の自然環境等との良好な共存に留意しつつ、本市の産業振興を先導する産業機能の誘致促進

を図っていきます。 

 

 

公共交通の利便性や都市機能集積を活かした、まちの賑わい強化を図るため、主要駅周辺に位置

付けられる都市拠点や地域拠点において、各地域の特性や役割に応じた、商業・サービス・交流等の

都市機能の集約化や、魅力あるまちなか居住の充実等を図り、連携しながら、南北に広い市域の活力

の維持・強化を図っていきます。 

 

 

人口減少社会の到来を踏まえつつ住宅都市としてのブランドの持続・発展をめざし、市街地の外延化

を抑制するとともに、既存市街地における良好な住環境の維持・向上や、良好な街並みの形成に向け

た土地利用規制を行っていきます。 

 

 

市街地を取り巻く豊かな自然・田園環境は、生駒市の暮らし環境の最大の魅力であるとともに、低炭

素な地球環境にやさしいまちづくりに資するなど、重要かつ多面的な役割を果たしており、市街地内及

び周辺で減少する自然・田園環境を、市民とともに積極的に保全するとともに、交流・レクリエーションの

場としての利用促進を図るなど、本市の魅力を一層高めていきます。 

 

   豊かな自然・田園環境に囲まれた生駒らしい土地利用の推進 方針１ 

   既存市街地の良質な住環境の維持・向上を図る土地利用の推進 方針２ 

   まちの賑わいを高める拠点集約・連携型の土地利用の推進 方針３ 

   交通利便性や都市機能集積を活かし産業振興を先導する土地利用の推進 方針４ 

   減災に資する安全・安心な土地利用の推進 方針５ 

   地域住民主体の土地利用の推進 方針６ 
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２） 土地利用の方針  

■ 自然的土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

■ 都市的土地利用 

●住宅地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やすらぎ山林・緑地 
市街地を取り巻く山林等緑地は、本市のみどり豊かなま

ちのイメージを支える、良好な都市環境・景観の骨格を形成
するとともに、保水機能を有し災害抑制の観点からも重要な
資源であり、積極的に保全していきます。 

また、矢田丘陵遊歩道など既存のハイキングルートを活
用し、身近に自然に親しめるレクリエーションの場としての活
用促進を図ります。 

 

のどかな田園集落地 
市街地周辺に広がる農地は、のどかな田園風景を提供

する本市の貴重な風物詩であるとともに、防災の面からも空
地として重要な役割を担っていることから、地産地消※など
の営農活動等の支援を図り、農地の保全や遊休農地の活
用促進を図ります。 

土地利用については、良好な田園環境・景観との調和に
留意し、集落地における居住環境の維持・向上に資するよ
う、適切に誘導していきます。 

また、遊休農地の活用や市民農園※等を活かし、地域特
性に応じた交流環境の充実と、体験環境の交流の機会拡
充を図ります。 

 

ゆとり戸建て住宅地 
大規模住宅地を中心に広がる低密度な戸建て住宅地

は、里山・生産緑地※等の緑地保全とともに、地域の特性に
応じたきめ細かなルールを地区計画等を活用して定めるこ
とにより、緑あふれる魅力ある街並み、ゆとりある居住環境の
確保、身近な買物や生活利便施設等の充実など、良好な
環境を有した戸建て専用住宅地として一層の魅力の維持・
向上を図ります。 

また、高度成長期に開発された地区については、空地・
空家を活かした若者居住、高齢者の住み続けやすい環境
づくりのため建物の耐震化と、建替え等に伴い道路基盤な
どの充実を進め、地域活力の維持・向上を図り、快適で安
全な住環境の整備を図ります。 

 

生活利便型住宅地 
既存の住宅市街地や、幹線道路沿道など商業系施設等

が複合的に立地するような複合市街地は、良好な住宅地と
しての環境の維持・向上を基本とし、身近な商業・サービス
施設等が立地する利便性の高い複合的な市街地として、良
好な共存を図っていきます。 

各地域の特性・課題に応じて、細かなルールを地区計画
等を活用して定めることにより、地域の緑化推進、街並みの
向上・統一化、建物の耐震化、建替え等に伴う道路基盤等
の充実など、住環境の向上を図るとともに、里山・生産緑地
等の緑地保全を進めます。 

 

棚田 

緑あふれる戸建て住宅地 

生駒山 

幹線道路沿道の商業・サービス施設 
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●商業地 

 

 

 

 

 

 

 

 

●工業地 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学研高山地区（第 2 工区） 

 

 

 

 

賑わい商業地 
都市拠点や地域拠点など、公共交通を含めた交通利便

性が高く、商業・サービス・交流等の都市機能の集積がみら
れ、また期待される地区は、多様で魅力ある都市機能の集
積と、まちなか居住の推進、及び地区計画や景観法等を活
用し、魅力あるまちなみの形成や、歩きたくなる環境の充実
を図ります。 

都市拠点については、土地の高度利用と有効利用を進
め、広域的な都市機能の充実と、交流と賑わいあふれる質
の高い都市空間の形成を図ります。 

 

研究開発型産業地 
既に工業・研究業務地を形成している北田原地区周辺、

及び学研高山第 1 工区は、住宅都市という本市の特性の中
で、一層の活力を生みだすため、環境の悪化をもたらす恐
れのない産業の振興と学術・研究施設等の立地を図ります。 

学研高山第 1 工区では、学研地区の一層の拠点機能の
強化に向けて、周辺の自然環境や住宅地などとの調和に留
意しつつ、関係機関との連携のもと、研究開発型産業※機能
等の土地利用の誘導を図ります。 

北田原地区では、都市基盤施設の整備や周辺の住宅地
などと調和のとれた土地利用を図るとともに、学研都市を支
援する研究型産業などの立地に努めます。 

 

学研高山地区第２工区は、関係機関との連携のもと、将
来の方向性について検討・調整します。 

 

学研高山地区第１工区 

生駒駅前再開発地区 

学研高山地区第２工区 
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土地利用の方針図 
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２．目標実現に向けてのまちづくり方針 

 
４つの「都市づくりの目標」の実現に向けて、どのようなまちづくりを進めていくのか、方針の柱（体系）を、

以下のように設定します。 

目標の柱（大項目） 方針の柱（中項目） 

1.「豊かな自然が輝く環境まちづく

り」の方針 

1) みどりを守り育てる 

～生駒の魅力・財産である良好な山林・里山・田園をみんなで守り育てよう～ 

2） みどりを活かす 

～水辺・田園等の多彩なみどりを身近な暮らし環境の豊かさに活かそう～ 

3） まちなかのみどりを増やし楽しむ 

～花と緑あふれるまちづくりで、個性やコミュニティを育てよう～ 

2.「みんなが住み続けたくなるブラ

ンドまちづくり」の方針 

1) 景観を守り魅せる 

～豊かな緑に囲まれた生駒らしい景観をまちのブランドに高めよう～ 

2） 良質な住環境を守り強化する 

～ゆとり・うるおい・利便性に優れた、良質な住環境を守り育てよう～ 

3） 産業機能を強化する 

～活力あふれる産業・学術・研究機能を強化し、定住魅力を高めよう～ 

3.「誰もが移動しやすいコンパクトな

まちづくり」の方針 

1) 都市拠点を強化する 

～広域的な賑わいと風格のある、魅力あふれる中心部に発展させよう～ 

2） 地域拠点を強化する 

～地域の顔となり身近な生活や交流を支援する拠点機能を育もう～ 

3） 交通環境を充実する 

～誰もが移動しやすい交通環境を、みんなで支え、高めよう～ 

4.「みんなが住み続けられる安全・

安心なまちづくり」の方針 

1) 住環境を充実する 

～地域の実情に応じて、住環境をみんなで充実していこう～ 

2） 生活基盤を充実する 

～生活基盤をみんなで充実し、持続可能な地域づくりを進めよう～ 

3） 安全・安心を育くむ 

～身近な環境における安全・安心を、みんなで育くもう～ 

 
それぞれの「まちづくり方針」については、将来像（まちづくりの基本姿勢）に基づき、以下の「推進」

「協働」「支援」の枠組みに即して、整理を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
公共施設の整備（ハード施
策）や、まちづくりに係る計
画づくりや規制及び条例の
制定等（ソフト施策）につい
て、行政が主に取組むもの。 

 
まちづくりに関する様々な取
組みについて、市民と行政
が連携・協力しながら、共に
取組むもの。 

 
市 民 が 主 体 的 に 取 組 む
様々なまちづくりに関する活
動に対して、支援を図るも
の。 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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１） 目標実現に向けてのまちづくり方針の柱 

 

 

 

 

 
【目標に係る課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１. 「豊かな自然が輝く環境まちづくり」の方針 

 

●市街地内及び周辺部の面的な緑の減少、里山・農地の減少 
・里山の保全と利活用の推進 

・農地の保全と利活用の推進 

・地域の貴重な生態系の保全への貢献 

●市街地の身近な緑の拡充による、ブランドイメージの強化 
・市街地内の公共施設・民有地における緑化の推進 

・集客拠点ゾーンにおける、魅せる個性的な緑環境の創造 

・市街地の河川のうるおいある環境の再生・強化 

●自然・田園・歴史を活かした体験・学習・交流環境の強化 
・山林などの「豊かな自然」の保全・活用 

・歴史文化資源の保全・活用 

・田園資源の保全・活用 

●各種の課題・ニーズを踏まえた、適切な協働の仕組みづくり 
・協働のまちづくりの活性化 

（人材の育成、市民へのまちづくりに関する情報提供、地域におけるまちづくり活動に対

する支援） 

 

【方針①】みどりを守り育てる 

 

目標実現に向けての 

まちづくり方針の柱 

都市づくりの目標における 

留意すべき事項 

・市民・事業者の啓発・動機づけによる市街地の緑

化推進 

・地球温暖化・ヒートアイランド対策としての水辺や緑

の保全 

・緑の保全創出とネットワーク化による生態系の保全 

・水辺や緑地のアメニティ向上 

・環境保全などの市民への啓発・参加の促進 

・協働のまちづくりのための人材育成 

【方針③】まちなかのみどりを増や

し楽しむ 
 

【方針②】みどりを活かす 
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２） 目標実現に向けてのまちづくり方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   みどりを守り育てる 

  ～ 生駒の魅力・財産である良好な山林・里山・田園をみんなで守り育てよう ～ 

方針
１ 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 

◆良好な自然的環境の保全 

・ 絶滅危惧種・希少種の保護を進め
ます。 

・ 本市の景観に関する特性を踏ま
え、景観形成の基本目標である
「自然と都市が調和した景観ま
ちづくり」をめざした景観計画・
景観条例を策定し、良好な自然的
環境・景観の保全に向けて適切な
運用を推進します。 

 
◆良好な田園環境の保全 

・ のどかな田園環境を形成してい
る、農地の保全を図るため、遊休
農地活用事業※等の活用を促進し
ます。 

・ 市街地内の良好な農地について、
生産緑地の新たな指定拡大を検
討し、身近な農地の保全を進めま
す。 

・ 新たな農地保全の仕組みの充実
をめざします。 

 

◆防災に資する自然的環境の保
全 

・ 災害の抑制を図るため、災害の危
険性のある自然地等の保全を図
ります。 

 

◆良好な自然的環境の情報発信 

・ 自然・田園環境に対する保全意識
の高揚と、市民参加を促進するた
め、自然環境等の調査を実施しま
す。 

 
◆鳥獣被害の対策 

・ 農地の保全と産業振興を図るた
め、鳥獣被害を抑制する取組みを
推進していきます。 

◆山林・里山を守る取組み 

・ 市街化区域内の樹林の保全・活
用など、緑を保全するための「樹
林地バンク制度※」の促進を図
ります。 

・ 里山の優れた自然環境を維持・
保全するため、市民等が行う草
刈りや間伐等の取組みについて
支援します。 

 
◆田園環境を守る取組み 

・ 高齢化と担い手不足により、遊
休農地化しないような市民の取
組みを支援します。 

・ 農地の保全につながる営農意欲
高揚のための地産地消等の市民
の取組みを支援します。 

 
◆環境の保全・美化を図る取

組み 

・ 地域で行う環境の保全・美化を
図る新たな取組みを支援します 

 
◆情報発信の取組み 

・ 環境の保全・美化の重要性につ
いて、広く市民の意識啓発、学
習に資する交流イベントや各種
情報発信の取組みについて支援
します。 

 
◆意識啓発の取組み 

・ 環境の保全や美化に資するリー
ダーや人材育成について、「花
とみどりの楽校」や「いこま塾
※」等の学習機会の拡充や、交
流・連携を支援します。 

 

市民・行政が共に取組む協働 

◆山林・里山を守る取組み 

・ 地域制緑地※による山林の保全
に加えて、市街化区域内の樹林
の保全・活用など、緑を保全す
るための仕組みづくりに取組み
ます。 

・ 市内の自然環境を把握し、その
保全を図るための取組みを推進
します。 

 
◆田園環境を守る取組み 

・ 農地の保全・活用につながる遊
休農地活用事業や市民農園事業
を促進します。 

・ 市街化調整区域※内の幹線道路
等の沿道における土地利用につ
いては、周辺の自然景観と調和
するよう指導、誘導、協議を行
います。 

・ 市街化調整区域では、無秩序な
土地利用を防ぐとともに、自然
環境・農地等の保全を図り、既
存集落の環境整備を進め、秩序
ある土地利用を誘導します。 

 
◆環境の保全・美化を図る取

組み 

・ 地域で行う清掃活動や美化活
動、ゴミの不法投棄のパトロー
ル等の取組みを促進します。 

山間部における不法投棄の問題 森林伐採の体験（みどりの楽校） 
環境学習（自然環境調査） 
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   みどりを活かす 

  ～ 水辺・田園等の多彩なみどりを身近な暮らし環境の豊かさに活かそう ～ 

方針
２ 

◆自然等を楽しむ取組み 

・ 市民が自主的に自然（山林・里
山、水辺）・田園等の地域資源
を楽しむ場、モデルルート、楽
しみ方等を企画・提案・情報発
信する取組みについて、支援を
行います。 

・ 市民が自主的に企画・開催する、
自然体験等の交流イベントの取
組みについて、支援を行います。 

 
◆田園環境に親しむ制度等の

活用促進 

・ 身近な農地に親しむ環境・機会
の充実と、遊休農地等の活用促
進を図るため、遊休農地活用事
業の推進を図ります。 

 
◆良好な水辺環境の保全・活

用 

・ 市民等の、自然環境に配慮した
身近な水辺環境の推進活動を支
援します。また、関連団体等の
交流と連絡調整を支援していき
ます。 

 
◆市民等による管理運営・維

持 

・ 市民が責任を持って水辺に親し
む河川環境の形成や、維持管理
等を行う仕組み（アダプト制度
※等）の導入を図ります。 

 

◆意識啓発の取組み 

・ 自然的環境を活かすリーダーや
人材育成について、「花とみど
りの楽校」や「いこま塾」等の
学習機会の拡充や、交流・連携
を支援します。 

 

◆多彩な自然等に親しむ交流・レ
クリエーション環境・機会の充
実 

・ 里山の環境保全の意義や効用を学
び、自然と共生する心が育まれるよ
うな環境学習や、保全の取組みに係
るカリキュラムの充実を図ります。 

 
◆うるおいある水辺環境の保

全・形成 

・ 富雄川・竜田川では、多様な生物が
生息できる多自然型川づくり※の整
備を行うとともに、生物の生息域と
して環境保全に努めます。 

・ 竜田川の河川整備に併せて、河川堤
防等を利用した遊歩道や親水公園
の整備に努めます。 

・ 生活排水対策や水量確保、浄化対策
など、適切な取組みを検討し、良好
な水辺環境の育成を進めます。 

・ 河川景観の保全と市民の憩いの場
としての魅力の向上を図るため、竜
田川の桜並木や、富雄川のコスモス
に代表されるような取組みを今後
も継続して行っていきます。 

 
 
 

 

◆里山環境に親しむ制度等の
活用促進 

・ 身近な里山に親しむ環境・機会
の充実を図るため、市民の森制
度※、樹林地バンク制度等を推
進し、協働による整備を行いま
す。 

 
◆自然等を楽しむ取組み 

・ 矢田丘陵遊歩道や生駒山ハイキ
ングコース、くろんど池などの
自然に親しむ地域資源につい
て、適切な維持管理に努めます。 

・ 生駒市全体を野外博物館に見立
てた「生駒フィールドミュージ
アム」の推進により、市内の自
然・田園・歴史文化等の地域資
源を散策できるモデルルートの
策定を図ります。また、生駒ケ
ーブルなどの公共交通機関の利
便性を活かした体験・学習等の
イベント企画等の拡充を図りま
す。 

・ 「生駒山系広域利用促進協議会
※」など、広域的な連携による
地域資源の活用に向けた取組み
を促進します。 

 
◆良好な水辺環境の保全・活

用 

・ 自然環境に配慮しつつ、四季が
感じられる水辺の環境美化活動
を推進します。 

・ 流域の地域住民や団体等で、河
川堤防等の除草等清掃活動を促
進します。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

遊休農地の活用 

富雄川沿いのコスモスの種まき 竜田川の桜 
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   まちなかのみどりを増やし楽しむ 

  ～ 花と緑あふれるまちづくりで、個性やコミュニティを育てよう ～ 

方針
３ 

◆花と緑あふれるまちづくり 

・ 開発等における緑化基準を適切
に運用するとともに、地区計画
制度や景観法等を活用し、緑地
の確保や緑化の推進に努めま
す。 

 
◆公共施設等の緑化推進 

・ 公共施設等の公共用地や幹線道
路の緑化推進を図るなど、緑の
環境に配慮した公共事業を推進
します。 

・ 都市拠点や地域拠点では、民間
開発と連携し、地域の「顔」に
ふさわしい緑化の推進に努めま
す。 

 
◆既存公園の適正な管理 

・ 既存の公園については、だれも
が安心して利用できるよう、園
内のバリアフリー化や設備の更
新を行うなど、適正な管理に努
めます。 

 
◆身近な公園環境の充実 

・ 借地公園制度※などを活用し、
地域のニーズを踏まえた公園・
緑地空間の整備に努めます。 

・ 自然・田園、歴史文化等、既存
の地域資源を活かすための、景
観、レクリエーション機能の充
実を図ります。 

・ まとまった規模の既存の公園の
災害時や復旧時の利用のあり方
について、個々の公園の特性を
考慮しながら検討し、緊急避難
や物資収容等に資する空間の確
保に努めます。 

 

◆花と緑あふれるまちづくり 

・ 「生垣助成制度※」や「花と緑
のわがまちづくり助成制度※」
などの活用促進を図ります。ま
た、花と緑の景観まちづくりコ
ンテスト※等による優良緑化事
例の顕彰など、花と緑あふれる
暮らし環境が身近に増えていく
ような取組みを支援します。 

・ 地域住民の創意工夫による個性
的な緑化の取組みを拡充するた
め、支援方策の充実について検
討します。 

 
◆歩行空間の確保 

・ 歩いて楽しい歩行空間の確保に
向け、“花と緑の景観まちづく
り”など、地域においてそれぞ
れ特色ある取組みを進めます。 

 
◆市民による管理運営・維持 

・ 市民が責任を持って、地域の特
性やニーズに対応した公園等の
緑化推進や保全、及び街路樹や
緑地帯の管理を行う制度（アダ
プト制度）の導入を図ります。 

 
◆既存公園等の利活用促進 

・ 公園・緑地等において、地域で
スポーツ・レクリエーション活
動が活発に行われるような組織
づくり、環境づくり等の取組み
を支援していきます。 

 
◆意識啓発の取組み 

・ まちなかの緑化に資するリーダ
ーや人材育成について、「花と
みどりの楽校」や「いこま塾」
等の学習機会の拡充や、交流・
連携を支援します。 

 
 

◆拠点地区における緑化推進 

・ 都市拠点や地域拠点では、関係
住民との合意形成を図り、市街
地開発事業や地区計画制度等を
活用し、ゆとりある公共空間の
確保や、地域の「顔」となる緑
地・緑化環境の形成を図ります。 

・ 各拠点における緑地・緑化環境
の整備については、それぞれの
地域特性や周辺の既存資源の特
性を十分に踏まえた個性的なも
のとし、各拠点がその個性を競
うような魅力ある整備を誘導し
ていきます。 

 
◆幹線道路における緑化推進 

・ 幹線道路では、周辺住民の合意
形成を図りながら、“花と緑の
シンボル”となるよう、積極的
な緑化に取り組むとともに、適
切な維持管理や周辺美化に取り
組みます。 

 
◆公園緑地等を活かした市民

の自主的な取組み 

・ 地域の方々が身近な公園に愛着
を持って利用し、将来にわたり
育めるよう公園づくりを支援す
る「コミュニティパーク事業※」
の促進を図ります。 

・ 「緑の市民委員会※」や「花好
き・自然好き市民交流サロン※」
など、地域住民と行政がともに
公園・緑地の管理・利用や花と
緑を通したまちづくりについて
話し合える場や機会をつくりま
す。 

 
◆緑の基金を活用した緑化推

進の拡充 

・ 「生駒市みどりの基金※」を PR
して寄附金を募り、基金を活用
した緑化推進事業を拡充しま
す。 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

花好き・自然好き市民交流サロンの活動 

花と緑のわがまちづくり助成制度 
コミュニティパーク事業の取組み 
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水と緑のまちづくりの方針図 
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１） 目標実現に向けてのまちづくり方針の柱 

 

 

 

 

 

 
【目標に係る課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２－２. 「みんなが住み続けたくなるブランドまちづくり」の方針 

 

●優良住宅地としての一層のブランド強化 
（高級住宅地としての維持・保全） 

（空地・空家の増大や、敷地細分化等に伴う環境悪化の抑制） 

（住み替え促進による活力維持や多様な住宅地の提供） 

（緑化や景観を活かした生駒らしい良好な住宅地の保全・創出） 

（まちの魅力を支える自然・田園景観の保全強化） 

●まちの賑わい強化とブランドイメージ強化につながる観光交流の振興等 
（生駒らしい景観を活かしたＰＲ強化と観光交流人口の拡大） 

（拠点駅、主要幹線道路等の主要景観軸の景観保全と魅力向上） 

●学術研究・産業機能の強化 
（既存産業拠点の集積を活かした産業機能の強化） 

●各種の課題・ニーズを踏まえた、適切な協働の仕組みづくり 
・協働のまちづくりの活性化 

（人材の育成、市民へのまちづくりに関する情報提供、地域におけるまちづくり活動に対

する支援） 

 

【方針①】景観を守り魅せる 

 

目標実現に向けての 

まちづくり方針の柱 

都市づくりの目標における 

留意すべき事項 

・優良住宅地としての生駒ブランドの継承・発展 

・交流を生み出す生駒らしい歴史文化遺産や産業な

どの地域資源の保全と活用 

・生駒山系の眺望確保や田園風景の継承と、市街地

の良好な景観の保全・創出 

・駅前などの都市拠点における個性ある景観の創出 

・景観美化などの市民への啓発・参加の促進 

・協働のまちづくりのための人材育成 

・学研都市の機能集積による産業機能と雇用環境の

強化による職住近接の実現 

【方針③】産業機能を強化する 

 

【方針②】良質な住環境を守り強

化する 
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２） 目標実現に向けてのまちづくり方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   景観を守り魅せる 

  ～ 豊かな緑に囲まれた生駒らしい景観をまちのブランドに高めよう ～ 

方針
１ 

◆景観法に基づく景観計画や
景観条例の策定と適切な運
用 

・ 本市の景観に関する特性を踏ま
え、景観形成の基本目標である
「自然と都市が調和した景観ま
ちづくり」をめざした景観計
画・景観条例を策定し、その適
切な運用を推進します。 

 
◆景観に配慮した公共事業の

実施 

・ 良好な景観の形成に重要な要素
となる道路、河川、公園など公
共施設については、庁内関係部
署の連携を強化するとともに、
国や県等と連携することによ
り、周辺景観と調和した整備に
努めます。 

 
◆景観配慮地区の指定 

・ 良好な住宅地や河川敷きなどの
景観上特徴ある地区を景観計画
で景観配慮地区※と指定し、良
好な景観の形成方針を定めま
す。 

 
◆景観形成地区の指定 

・ 景観計画において、生駒駅前北
口再開発地区や幹線道路の沿道
など、景観の形成の具体的な方
策を定める地区を景観形成地区
※として指定します。 

 
◆屋外広告物の規制 

・ 良好な景観の形成に向けて重要
な要素となる屋外広告物につい
て、適切な屋外広告物の掲出を
促進するため、奈良県や関係市
町村と連携した取組みを行いま
す。 

◆生駒の良好な景観を学ぶ取
組み 

・ 生駒らしい景観スポットや良好
な景観資源を発掘することによ
り、景観への関心を高め、市民
一人ひとりが自主的、自律的な
景観形成に取組むことができる
よう様々な学習の場を設けると
ともに、広報紙等による情報発
信を行います。 

 
◆既存制度等を生かした良好

な景観形成 

・ 「生垣助成制度」、「花と緑の
わがまちづくり助成制度」など
の助成や、花と緑の景観まちづ
くりコンテスト等による優良事
例の顕彰などを行い、良好な景
観形成の取組みを支援します。 

 
◆景観を積極的に楽しむ取組

み 

・ 市民が自主的に景観を楽しむ
場、モデルルート、楽しみ方等
を企画・提案・情報発信したり、
自然等の景観体験等の交流イベ
ントを企画・開催する取組みに
ついて、支援を図ります。 

 
◆意識啓発の取組み 

・ 良好な景観の維持・創造に向け
て市民同士の情報交換やグルー
プ形成を進めるため、景観形成
に関する諸活動におけるリーダ
ーや関係団体の育成について、
「花とみどりの楽校」や「いこ
ま塾」等の学習機会の拡充や交
流・連携を支援します。 

 
 

◆良好な景観形成に向けての
継続的な取組み 

・ 多くの市民、事業者が協働して
良好な景観づくりに取組んでい
ける方策を、市と市民、事業者
で検討し、生駒市の景観マスタ
ープランとなる景観形成基本計
画を策定します。 

・ 計画策定後も計画の進捗状況を
逐次確認し、必要に応じた計画
の改定が行えるよう継続的に市
と市民、事業者の対話の機会を
設けます。 

 
◆地区景観の向上 

・ 地区単位の良好な景観形成を推
進するため、市と市民、事業者
が協働で景観計画における景観
配慮地区、景観形成地区として
定め、きめ細かなルール作りや、
景観形成に取組みます。 

・ 新たな開発の際には、地区計画
と景観保全型広告整備地区※等
の指定により良好な景観形成に
努めます。 

 
◆良好な沿道景観の向上 

・ 幹線道路の沿道を景観計画の広
域幹線沿道地区に指定し、周辺
と調和した沿道景観づくりに努
めます。 

 
◆屋外広告物の適正化 

・ 地域における良好な景観の形成
に向けて、道路などの公共スペ
ースに掲出された違反広告物の
除却などを市と市民が協働で行
い、広告主に対し適正な広告物
の掲出を促します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

生駒駅前北口再開発・第２地区 

の整備イメージ 
東生駒川のアジサイ 
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都市景観形成の方針図 

（注） 
・景観区域は、区域毎に良好な景観形成の方針及び制限を受ける行為と景観形成基準を定め、良好な景観形成を誘導する

区域のことで、３つの区域（自然景観区域、田園景観区域、市街地景観区域）があります。 

・景観形成地区は、特に重点的に良好な景観の形成の推進に取り組む必要がある地区のことで、関係住民等との合意形成
が図られた地区で指定します。地区の範囲を決定し、それぞれの地区に応じた届出対象行為、景観形成基準を設けます。 
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   良質な住環境を守り強化する 

～ ゆとり・うるおい・利便性に優れた、良質な住環境を守り育てよう ～ 

方針
２ 

◆生駒の良好な住宅地ブラン
ドの発信の取組み 

・ 生駒の良好な住宅地としての魅
力やブランドイメージについ
て、情報の共有化や発信、人材
交流、考える場づくり等の取組
みを支援します。 

 
◆良好な地域づくりへの取組

み 

・ 環境に配慮した良好な住環境の
維持・向上に向けて、地域住民
が学んだり話し合ったりする自
治会等の活動について、情報発
信や相談など支援を図ります。 

 
◆地区計画等のまちづくりの

取組み 

・ 環境に配慮した良好な住環境の
維持や一層の魅力向上に向け
て、地区計画制度や景観法等の
活用促進をめざし、各種情報の
提供や相談、専門家派遣、人材
交流など、地域住民の一体とな
った取組みや人材育成を支援し
ます。 

 
◆地域の緑化促進 

・ 住宅地の公共の場や、宅地内に
ついて、住民による緑化活動を
支援します。 

 
 

◆都市基盤の整備 

・ 交通の利便性を活かし、都市型
住宅を誘導するため、拠点駅周
辺地区などでは民間開発と連携
し、地域特性に応じた都市基盤
の整備を進めます。 

 
◆良質な低層住宅地としての

ブランドイメージの維持・
増進 

・ 大規模な住宅開発などにより既
に良好な居住環境が整備された
地区や、高度成長期に開発され
た大規模住宅団地では、地区計
画制度や景観法等の活用促進を
図り、良質な居住環境の維持・
向上を図ります。 

 
 

◆利便性の高い中高層住宅の
誘導 

・ 拠点駅周辺地区等において、地
域特性を踏まえつつ、市街地整
備事業や地区計画制度等を活用
し、商業・文化・交流等の賑わ
い機能やゆとりある空間、質の
高い景観を有した、良好で利便
性の高い中高層住宅を誘導しま
す。 
 

◆高齢社会に備えたまちなか
居住の誘導 

・ 生活支援サービス機能の集積が
あり、公共交通の利便性が高い
駅周辺の市街地において、空
地・空家等を活かした魅力ある
高齢者向け住宅や、医療・介護
機能付帯型の住宅、高齢者専用
住宅等の立地誘導と、郊外との
住み替え支援等を検討し、高齢
者等のまちなか居住の促進に努
めます。 
 

◆良質な低層住宅地としての
ブランドイメージの維持・
増進 

・ 大規模な住宅開発などにより既
に良好な居住環境が整備された
地区では、地区計画制度や景観
法等を活用して、住宅地として
の用途純化、敷地の細分化の防
止、地域の魅力を高める緑化推
進、良質な景観誘導など、地域
の特性に応じた市民主体のルー
ルづくりと、豊かで持続性のあ
る居住環境の育成を図ります。 
 

◆成熟した大規模住宅団地のエ
リアマネジメントの取組み 

・ 成熟した大規模住宅地や既成市
街地において、住民が主体に地
域の活性化や防犯対策、既存ス
トックの有効活用、維持管理な
ど、快適な地域づくりに継続的
に取組むエリアマネジメント※

の活動について支援と誘導を図
ります。 
 

◆環境に配慮した住まいづく
りの誘導 

・ 住宅の省エネルギー化や太陽光
発電システムの導入促進など、
環境にやさしい住宅施策を一層
推進・誘導します。 
 

 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

緑豊かな戸建て住宅地 駅周辺の都市型住宅 
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◆災害危険地の土地利用の仕
組み 

・ 急傾斜地や活断層線上の土地利
用については、土砂災害や地震
の被害を防ぐための仕組みを検
討します。 

 

◆住民主体のまちづくり活動 

・ 住民主体の、まちづくりの活性
化につながるよう活動の支援を
行います。 

 
◆情報発信の取組み 

・ 民間等との連携により、市街地
内の空地・空家の利用や住み替
え支援等に係る情報発信を行い
ます。 

 

◆既成市街地の居住環境の改善 

・ 都市基盤が十分に整備されてい
ない既成市街地では、地区計画
制度や市街地整備等により、公
園などの公共施設の整備を誘導
します。 

・ 良好なまちなみ形成をめざし、
協調・共同建替え※等の新たな
制度の創設を図ります。 

・ 建替えに伴い、狭い道路の拡幅、
セットバック※や、オープンス
ペース※の確保など、居住環境
の向上を促進します。 
 

◆未利用地を活かした、ゆと
りある住宅地の整備・誘導 

・ 市街化区域内の宅地化農地※や
未利用地は、地区計画制度等を
活用し、地域の合意形成を進め
ながら、都市基盤の伴った宅地
整備の誘導とともに、自然や田
園環境との共生をめざした、ゆ
とりある良好な居住環境の形成
を誘導していきます。 
 

◆公共交通サービスの検討 

・ 公共交通サービスの空白地域に
おいては、高齢者を含め、車の
利用が難しい方々が移動しやす
い環境づくりをめざします。 

・ 費用対効果も充分に配慮しなが
ら、地域住民やバス・タクシー
事業者などとともに、コミュニ
ティバス※や乗合タクシー※な
どの具体的な方策について検討
を進めます。 
 

◆協議･調整のまちづくり 

・ 開発事業に際しては、より良い
まちづくりに向けて、計画の初
期段階から市民が参加できるよ
う、仕組みづくりを行います。 
 

◆学研高山第 2 工区のまちづ
くり 

・ 学研高山第 2 工区は、関係機関
との連携のもと将来の方向性に
ついて検討・調整します。 
 

◆情報発信の取組み 

・ 民間等との連携により、市街地
内の空地・空家の利用や住み替
え支援等に係る情報発信を行い
ます。 
 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

宅地化農地と混在する市街地 
密集市街地 
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   産業機能を強化する 

～ 活力あふれる産業・学術・研究機能を強化し、定住魅力を高めよう ～ 

方針
３ 

◆地域と企業等との連携促進 

・ 学研高山第1工区の交流施設の
利用促進や、学研都市関係者と
市民等の様々な交流の充実や情
報発信等の支援を図ります。 

・ 企業見学等、地域に開かれた企
業活動の促進をめざし支援を図
ります。 

・ 企業の地域貢献活動の拡充をめ
ざし、取組みのＰＲ等の企業活
動を支援します。 

 
◆大学院大学や企業との連携

強化 

・ 奈良先端科学技術大学院大学や
企業と地域との連携強化につな
がる取組みを支援します。 

 
◆地場産業振興の取組み 

・ 生駒の伝統的な産業である「茶
筌」を始めとした竹製品の普
及・振興を図るための活動を支
援します。 

 

◆周辺環境と調和した産業・
学術拠点機能の立地誘導 

・ 学研高山第１工区では、学研地
区の一層の拠点機能の強化に向
けて、周辺の自然環境や住宅地
などとの調和に留意し、関係機
関との連携のもと、研究開発型
産業等の立地誘導を図ります。 

・ 北田原地区では、周辺の住宅地
や自然環境と調和のとれた土地
利用を図るとともに、適切な関
連都市基盤（道路・下水道等）
の整備などを環境に配慮しつつ
行います。 

・ 企業立地促進に向け、公共交通
（バス）の利便性を高めます。 

・ 企業の移転情報を把握し、立地
要望が出た際に紹介できる仕組
みづくりを推進します。 

 
◆産業拠点を支えるアクセス

道路の強化 

・ 企業誘致を促進するため、国道
163 号バイパス、北田原南北線
の幹線道路の整備を進めます。 

 

◆周辺環境と調和した産業機
能の立地誘導 

・ 研究開発型産業地への企業立地
促進に向けて、優れた立地性や
支援制度等の各種情報を積極的
に発信するとともに、周辺地域
と調和した環境整備に努めま
す。 

 
◆生産環境を保全する土地利

用の誘導 

・ 研究開発型産業地において住宅
地開発を進める際には、近接す
る工場等の活動と市民生活が共
存できるよう、区域内に空地を
設けるなど、周辺環境に配慮し
た指導に努めます。 

 
◆「産・学」連携の取組み 

・ 新規事業の創出や企業立地の促
進、既存企業の活性化を図るた
め、企業・大学院大学・行政と
の連携を促進します。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

学研高山第１工区 工業集積地 
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１） 目標実現に向けてのまちづくり方針の柱 

 

 

 

 

 

 
【目標に係る課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３. 「誰もが移動しやすいコンパクトなまちづくり」の方針 

 

●都市拠点の広域的な賑わい機能の強化と連携強化 
・生駒駅周辺の賑わい機能の強化 

・東生駒駅周辺と生駒駅の機能連携をめざした拠点機能の形成 

●地域拠点におけるサービス支援機能の強化 
・学研北生駒駅周辺の魅力ある玄関口・拠点としての機能の強化 

・白庭台駅・学研奈良登美ケ丘駅周辺の拠点環境の維持・向上 

・南生駒駅周辺の拠点環境の向上 

●その他公共交通の利活用促進に向けた環境の充実 
・駅の利活用促進に向けた環境整備 

・公共交通サービス空白地域における公共交通サービスの支援 

 

【方針①】都市拠点を強化する 

 

目標実現に向けての 

まちづくり方針の柱 

都市づくりの目標における 

留意すべき事項 

・駅前などの都市拠点整備による公共交通の利用促

進 

・生駒駅周辺などの中心拠点への都市機能の集積

による利便性向上と活性化の促進 

・主要公共施設や都市拠点を結ぶ幹線ネットワーク

の充実 

・公共交通サービスの充実とバリアフリーの推進 【方針③】交通環境を充実する 

 

【方針②】地域拠点を強化する 

 



38 

２） 目標実現に向けてのまちづくり方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   都市拠点を強化する 

  ～ 広域的な賑わいと風格のある、魅力あふれる中心部に発展させよう ～ 

方針
１ 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 

◆都市基盤の整備・充実によ
る交通結節点の強化 

・ 拠点へのアクセスを向上させる
ため、周辺地域の道路網や駅前
広場、駐車・駐輪施設などの公
共施設を、環境に配慮しつつ整
備し、交通ターミナルとしての
機能の充実を図ります。 

 
◆地区計画等の活用 

・ 良好な都市拠点を維持又は推進
するため、地区計画制度等の活
用を進めます。 

 
◆生駒駅前北口再開発地区の

景観形成 

・ 生駒駅前北口再開発地区では、
より一層の良好な景観形成をめ
ざし景観形成地区への編入を行
います。 

 
◆土地の有効・高度利用の推

進 

・ 交通の利便性を活かした都市型
住宅地を誘導するため、地域の
特性に応じ、土地の有効・高度
利用を図るための規制の緩和に
ついて検討します。 

 

◆ユニバーサルデザインのま
ちづくりの推進 

・ 全ての人が安全で快適に公共施
設等を利用できるようユニバー
サルデザインに配慮した整備を
進めます。 

・ 快適な歩行空間を確保するた
め、自転車等放置禁止区域に指
定し、放置自転車の撤去を行い
ます。 

 

◆交流促進の取組み 

・ 拠点地区内の利用促進に向けた
交流イベントや場所の提供等の
各種情報発信の取組みを支援し
ます。 

・ 市民が拠点地区内の施設や空間
等を利用した楽しみ方等を企
画・提案・情報発信する取組み
を支援します。 

 
◆地区計画等のまちづくりの

取組み 

・ 良好な環境の維持や一層の魅力
向上に向けて、地区計画制度や
景観法等の活用促進をめざし、
各種情報の提供や相談、専門家
派遣、人材交流など、地域住民
の一体となった取組みや人材育
成を支援します。 

 
◆商店街の活性化 

・ 拠点周辺の商店街の販売促進イ
ベントなどの様々な取組みを支
援し、市民参加による活性化を
図ります。 

 
◆まちなか住み替え支援 

・ まちなか居住を推進するため、
空家・空地の情報発信や住み替
えのための支援等を図ります。 

 

市民・行政が共に取組む協働 

◆賑わいと風格のある拠点づ
くりの推進・誘導 

・ あらゆる人々がいきいきと集
い、楽しみ、交流することがで
きる拠点とするため、市街地整
備事業など計画的な土地利用を
環境に配慮しつつ推進し、活気
と賑わいある拠点形成を進めま
す。 

・ 生駒駅前北口第２地区再開発事
業の推進を図り、本市の玄関口
としての顔にふさわしい賑わい
ある機能の集積強化を図りま
す。 

・ 近鉄東生駒駅周辺においては、
医療機関を中心とした、各種関
連サービス機能等の集積を行う
ことにより、特色ある拠点形成
を図り、生駒駅周辺と連携した
賑わいのある広域拠点の形成を
図ります。 

 
◆楽しく過ごせる拠点形成の

取組み 

・ ゆとりある都市空間の確保と、
良好な景観形成を誘導・促進し、
誰もが楽しめるまちとしての魅
力を積極的に発信していきま
す。 

・ ユニバーサルデザインのまちづ
くりを進め、公共空間との連携
により、誰もが安心して楽しく
過ごせる拠点形成を誘導しま
す。 

 
◆良好な市街地の形成 

・ 住宅、店舗等が密集している既
成市街地については、地区計画
制度や市街地整備等を誘導し、
良好なまちなみの形成を進めま
す。 

・ 良好なまちなみ形成をめざし、
協調・共同建替え等の新たな制
度の創設を図ります。 

・ 建替えに伴い、狭い道路の拡幅、
セットバックや、オープンスペ
ースの確保など、居住環境の向
上を促進します。 

 

ぴっくり通り商店街の賑わい 生駒駅前北口再開発・第２地区 

の整備イメージ 
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   地域拠点を強化する 

  ～ 地域の顔となり身近な生活や交流を支援する拠点機能を育くもう ～ 

方針
２ 

◆交流促進の取組み 

・ 拠点地区内の利用促進に資する
交流イベントや場所の提供等の
各種情報発信の取組みについ
て、支援します。 

・ 各地域の特性や各種交流活動の
拠点地区として、地域住民に愛
され利用される拠点をめざし、
地域住民が学習・交流イベント
等の活動が行えるような場づく
りについて支援します。 

 
 

◆学研北生駒駅周辺の魅力あ
る拠点整備の推進 

・ 学研北生駒駅周辺は、大学院大
学や企業の研究者や来訪者等に
対応した各種利便施設やサービ
スの提供、交流空間の確保など、
民間開発との連携のもと、更な
る活性化に向けて質の高い拠点
整備を推進していきます。 

・ 隣接する低層住宅地や水辺・田
園環境との調和に十分留意した
整備と、新しい北部の拠点とし
ての拠点形成を推進・誘導する
ため地区計画制度の導入を行い
ます。 

・ 学研高山第２工区の将来の方向
性について検討・調整を図りつ
つ、学研都市の玄関口としての
役割や整備方向を検討していき
ます。 

 
◆学研奈良登美ヶ丘駅周辺の

魅力ある拠点整備の推進 

・ 近鉄けいはんな線の始発駅であ
る学研奈良登美ヶ丘駅の周辺
は、快適で利便性の高い交通網
を充実させ、中高層住宅と日常
生活の利便施設を誘導すること
により更なる活性化に向けて質
の高い拠点整備を、隣接する奈
良市と協議しながら進めていき
ます。 

 
◆白庭台駅周辺の魅力ある拠

点整備の推進 

・ 大規模住宅開発地内の白庭台駅
周辺は、良好な住環境の維持増
進を図ります。 

 
◆南生駒駅周辺の魅力ある拠

点整備の推進 

・ 南地区での唯一の地域拠点であ
る南生駒駅周辺については、地
域拠点にふさわしい賑わいと魅
力ある市街地の形成を進めま
す。 

 
 
 
 
 
 
 

◆身近な生活支援・交流拠点
の形成 

・ 主要な鉄道駅周辺で、各種生活
利便施設や公共施設等が立地し
ている地区について、日常生活
支援機能の維持と充実を図りま
す。 

 
◆個性と魅力ある拠点の形成 

・ ゆとりある歩行空間や公共空間
と良好な景観形成を図り、特色
ある地域資源のネットワーク化
により、歩き回れる、地域に愛
される拠点の形成を図ります。 

 
◆まちなか居住と住み替え支

援 

・ 民間等の連携により拠点地区内
の空地・空家の利用や住み替え
への支援等を行います。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

学研北生駒駅 学研奈良登美ヶ丘駅 

白庭台駅 南生駒駅 
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◆地区計画等のまちづくりの
取組み 

・ 良好な環境の維持や一層の魅力
向上に向けて、地区計画制度や
景観法等の活用促進をめざし、
各種情報の提供や相談、専門家
派遣、人材交流など、地域住民
の一体となった取組みや人材育
成を支援します。 

 

◆地域拠点を支える都市基盤
の整備・充実 

・ 地域拠点へのアクセスを向上さ
せるため、周辺からのアクセス
道路網や歩道の整備・充実、バ
リアフリー化、駐車・駐輪施設
など、地域の課題に応じた公共
施設等の整備を、環境に配慮し
つつ図ります。 

 

◆ユニバーサルデザインのま
ちづくりの推進 

・ 全ての人が安全で快適に公共施
設等を利用できるようユニバー
サルデザインに配慮した整備を
進めます。 

・ 快適な歩行空間を確保するた
め、自転車等放置禁止区域に指
定し、放置自転車の撤去を行い
ます。 

 

◆土地の有効・高度利用の推
進 

・ 交通の利便性を活かした都市型
住宅地を誘導するため、地域の
特性に応じ、土地の有効・高度
利用を図るための規制の緩和に
ついて検討します。 

 

◆良好な市街地の形成 

・ 住宅、店舗等が密集している既
成市街地については、地区計画
制度や市街地整備等を誘導し、
環境に配慮した良好なまちなみ
の形成を進めます。 

・ 良好なまちなみ形成を目指し、
協調・共同建替え等の新たな制
度の創設を図ります。 

・ 建替えに伴い、狭い道路の拡幅、
セットバック※や、オープンス
ペースの確保など、居住環境の
向上を促進します。 

 

◆乗り換え利便性の向上 

・ 公共交通の利用促進と地域拠点
における交流等の賑わい強化に
向けて、乗り換え利便性の向上
等の電車とバスを利用しやすい
交通環境づくりを進めます。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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   交通環境を充実する 

  ～ 誰もが移動しやすい交通環境を、みんなで支え、高めよう ～ 

方針
３ 

◆幹線道路網の整備 

・ 道路ネットワークを効果的なも
のにするため、隣接市町と調整
のうえ、都市計画道路の整備を
計画的に進めます。 

（高山富雄小泉線・奈良西幹線、
国道 163 号バイパス線など） 

・ 交通事故多発地域における道路
改良や、交通安全施設の整備な
ど、円滑な交通処理の対策を図
ります。 

・ 円滑な道路交通を確保するため
渋滞交差点の解消を図ります。 

 
◆公共交通拠点へのアクセス

強化 

・ 生駒駅周辺の都市計画道路な
ど、都市拠点を支え、公共交通
の利用促進を促すアクセス幹線
道路について、整備を図ります。 

・ 学研北生駒駅など、主要拠点駅
へのアクセスを向上させるた
め、地域の課題に応じて、周辺
からのアクセス道路網や歩道の
整備・充実等を図ります。 

 
◆交通需要マネジメントの推

進 

・ 自家用車を利用する市民が、交
通手段やその利用方法を工夫し
て、交通混雑を緩和するための
モビリティマネジメントシステ
ム※の構築に向け、その制度の
構築をめざします。 

 
◆拠点駅での交通結節点の機

能強化 

・ 都市拠点や地域拠点では、地域
の特性に合わせ、利用者の立場
を考慮した整備を進めます。 

 
◆環境に配慮した道路整備の

実施 

・ 幹線道路等の整備にあたって
は、透水性舗装※や低騒音舗装
を行うなど、環境に配慮した整
備を推進します。 

 

◆意識啓発への取組み 

・ 道路・交通対策等に関し、地球
環境問題への配慮や道路交通の
円滑化の観点から、公共交通利
用への転換を示すなど、市民の
意識啓発のための情報発信を図
ります。 

・ 市民の公共交通サービスに関す
る施策のあり方や利用促進への
意識を啓発するために、公共交
通サービスの状況や利用情報な
ど、情報の発信を図ります。 

 
◆公共交通の利用促進の取組

み 

・ 鉄道・バス等の公共交通や、駅・
バス停周辺の施設などについ
て、利用情報を収集し発信する
ことで、誰もが公共交通を利用
しやすい環境づくりにつなが
る、市民の自主的な取組みを支
援します。 

・ 公共交通利用への意識付けや利
用促進につながる、市民が自主
的に進めるイベント開催等への
取組みに対し、支援を図ります。 

 

◆都市計画道路網のあり方検
討 

・ 長期にわたって事業未実施区間
がある都市計画道路について、
交通機能や本市まちづくり計画
を基に現在決定している都市計
画道路の必要性を検証し、存
続・変更・廃止などの見直しを
進めます。 

 
◆公共交通サービスの検討 

・ バス・鉄道をはじめとする公共
交通サービスの維持・充実につ
いて、関係機関との連携のもと、
取組みを検討し、利便性の向上
をめざします。 

・ 公共交通サービスの空白地域に
おいては、高齢者を含め、車の
利用が難しい方々が移動しやす
い環境づくりをめざします。 

・ 費用対効果も充分に配慮しなが
ら、地域住民やバス・タクシー
事業者などとともに、コミュニ
ティバスや乗合タクシーなどの
具体的な方策について検討を進
めます。 

・ 地球環境問題への配慮や道路交
通の円滑化を図るために、関係
機関とも連携しながら、バスの
運行状況などの情報提供の方策
について、関係機関と協議を行
います。 

・ 公共交通の利用を促進するとと
もに、地球環境への影響を配慮
し、ノーマイカーデー※や駅周
辺へのマイカー乗り入れ規制の
導入について、関係機関とも連
携し、導入の効果や影響なども
考慮しながら、導入地区の検討
を進めます。 

 
◆地域の生活交通の維持や活

性化 

・ 地域の生活交通のあり方を検討
するため、市民・交通事業者・
行政などで構成する生駒市地域
公共交通活性化協議会を設置
し、具体的な取組みなどを協議
します。 

 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

コミュニティバス「たけまる号」 
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◆駅周辺の駐車・駐輪対策の
推進 

・ 生駒駅・東生駒駅周辺を違法駐
車等防止重点地域に指定し、交
通指導員による巡回・啓発活動
を推進します。 

・ 生駒駅前北口第２地区再開発事
業と併せて、駐車場の拡充を図
ります。また、各鉄道駅周辺に
ついて、空地等を活用しつつ、
関係機関と連携しつつ、地域の
実情・課題に応じた駐車・駐輪
施設の充実を図ります。 

・ 生駒駅・東生駒駅・白庭台駅・
学研北生駒駅周辺において、自
転車等放置禁止区域に指定し、
放置自転車等の撤去を行いま
す。 

・ 学研奈良登美ヶ丘駅周辺につい
ても奈良市と調整の上、禁止区
域指定について検討します。 

 

◆迷惑駐車等の抑制に関する
取組み 

・ ボランティアによる迷惑駐車・
駐輪等の取締まりを支援・推進
します。 

 
 

◆快適でゆとりある歩行者空
間の確保 

・ 歩道に建物等のセットバックを
加え、宅地内緑の充実により、
快適で楽しめる歩道の整備に努
めます。 

 
◆駅及び駅周辺のユニバーサ

ルデザインの推進 

・ 公共交通機関の利便性と安全性
の向上のため、鉄道事業者や関
係機関と連携しながら駅とその
周辺をユニバーサルデザインに
配慮した整備を進めます。 

 
◆自転車の利用促進 

・ マイカー利用のみに頼らない生
活スタイルの普及をめざし、乗
車マナーの向上と併せて、自転
車通行空間の充実や、電動アシ
スト自転車の普及支援、レンタ
サイクルの活用促進、自転車シ
ェアリング※の支援など、環境
にやさしい自転車利用を促進す
る取組みを行います。 

・ CO2 削減の手段の一つとして、

公共交通の利用を促進するた

め、駅だけでなくバス停におけ

る駐輪施設の整備についても調

査します。 

 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

放置自転車 
バリアフリー化された歩道 
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交通体系の方針図 
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１） 目標実現に向けてのまちづくり方針の柱 

 

 

 

 

 

 
【目標に係る課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２－４. 「みんなが住み続けられる安全・安心なまちづくり」の方針 

 

●既存住宅団地等の活力の維持・増進 
（高齢者の移動支援） 

（買物不便地区の対策） 

●減災のまちづくりの推進 
（地域のコミュニティづくりなど） 

●生活道路・排水対策 
（成熟した市街地などの狭隘な道路の解消） 

（下水道の整備促進） 

（合併処理浄化槽※の設置促進） 

●協働のまちづくりの活性化 
・協働のまちづくりの活性化 

（人材の育成、市民へのまちづくりに関する情報提供、地域におけるまちづくり活動に対

する支援） 

 

【方針①】住環境を充実する 

 

目標実現に向けての 

まちづくり方針の柱 

都市づくりの目標における 

留意すべき事項 

・地域との協働による減災・防犯、福祉・子育て環境

の充実の仕組みづくり 

・協働のまちづくりのための人材育成 

・高齢化・少子化を考慮した持続可能なコミュニティ

の再生 

・安全・安心な地域づくりための公共施設や空閑地

の活用 

・生活道路、下水道など、地域課題に対応した生活

環境の充実 

 

【方針③】安全・安心を育くむ 

 

【方針②】生活基盤を充実する 
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２） 目標実現に向けてのまちづくり方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

   住環境を充実する 

  ～ 地域の実情に応じて、住環境をみんなで充実していこう ～ 

方針
１ 

◆協議･調整のまちづくり 

・ 開発事業に際しては、より良い
まちづくりに向けて、計画の初
期段階から市民が参加できるよ
う、仕組みづくりを行います。 

 
◆地区計画等の活用 

・ 良好な住宅・住宅地を維持・保
全するため地区計画制度の活用
を進めます。 

 
◆災害危険地の土地利用の仕

組み 

・ 急傾斜地や活断層線上の土地利
用については、土砂災害や地震
の被害を防ぐための仕組みを検
討します。 

 

◆良好な地域づくりへの取組
み 

・ 良好な住環境の維持・向上に向
けて、地域住民が行う活動につ
いて、情報発信や相談など支援
します。 

・ 市民がお互いに快適に住むため
の生活上のルールについて、み
んなで確認し話し合い、守って
いくための情報発信や学習機会
の提供について支援します。 

・ 高齢者が、住み慣れた地域・住
宅で、安心・安全な生活が送れ
るよう、耐震改修やユニバーサ
ルデザインに配慮した、住宅の
改良等を支援します。 

 

◆地区計画等のまちづくりの
取組み 

・ 良好な住環境の維持や一層の魅
力向上に向けて、地区計画制度
や景観法等の活用促進をめざ
し、各種情報の提供や相談、専
門家派遣、人材交流など、地域
住民の一体となった取組みや人
材育成を支援します。 

◆既成市街地の居住環境の改
善 

・ 都市基盤が十分に整備されてい
ない既成市街地では、地区計画
制度や市街地整備等により、公
園などの公共施設の整備を誘導
します。 

・ 良好なまちなみ形成をめざし、
協調・共同建替え等の新たな制
度の創設を図ります。 

・ 建替えに伴い、狭い道路の拡幅、
セットバックや、オープンスペ
ースの確保など、居住環境の向
上を促進します。 

 
◆未利用地を活かした、ゆと

りある住宅地の整備・誘導 

・ 市街化区域内の宅地化農地や未
利用地は、地区計画制度等を活
用し、地域の合意形成を進めな
がら、都市基盤の伴った宅地整
備の誘導とともに、自然や田園
環境との共生をめざした、ゆと
りある良好な居住環境の形成を
誘導していきます。 

 
◆成熟した大規模住宅団地の

エリアマネジメントの取組
み 

・ 成熟した大規模住宅地や既成市
街地において、住民が主体に地
域の活性化や防犯対策、既存ス
トックの有効活用、維持管理な
ど、快適な地域づくりに継続的
に取組むエリアマネジメントの
活動について支援と誘導を図り
ます。 

 

◆安全・安心な住宅地づくり
の誘導 

・ 新たな住宅地開発等では、減災
や防犯に配慮した安全・安心な
住宅地開発を指導・誘導します。 

・ 新たな住宅地開発等では、日常
のコミュニティと災害時の機能
も考慮した親しめる緑地や集ま
れる公園とするよう指導・誘導
します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

地区計画（西白庭台） 

地区計画（北大和） 

地区計画（生駒台） 
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   生活基盤を充実する 

～ 生活基盤をみんなで充実し、持続可能な地域づくりを進めよう ～ 

方針
２ 

◆生活排水対策の取組み 

・ 下水道への接続、合併処理浄化
槽への転換、浄化槽や宅地内配
水設備の適正な維持管理につい
て、市民への啓発と理解の推進
を図ります。 

 
◆水の有効利用の推進 

・ 水の大切さや、日頃からの節水
と給水装置の適正な維持管理に
ついて、市民が自主的に行う学
習活動等について支援を図りま
す。 

 
◆資源循環型社会の構築にむ

けた支援 

・ ごみの減量化・発生抑制・リサ
イクルの促進に向けて、市民へ
の啓発活動や情報提供を行いま
す。 

・ ごみの不法投棄を防止するた
め、市民への啓発等の情報発信
や学習の機会の充実を支援しま
す。 

・ 市民が自主的に行う、環境美化
の取組みを支援します。 

 

 

◆下水道の整備推進 

・ 公共下水道の整備とともに、合
併処理浄化槽などの生活排水処
理施設の設置を促進し、快適な
生活環境づくりと河川水質の向
上を図ります。 

・ 竜田川浄化センター、山田川浄
化センターや下水道管渠などの
下水道施設の適正な維持・管理
を図ります。 

 
◆水道ビジョンに基づく安

全・快適な水の供給の推進 

・ 安定した水道水の供給を図るた
め、将来の企業立地動向と需要
を踏まえつつ、水道水源の確保
を図ります。 

・ 水質の維持・浄水技術の向上の
ため、浄水場の統合・改良を進
めます。 

・ 災害時でも安定した水道水供給
が行えるよう、施設の耐震化及
び設備の改良を図ります。 

 
◆雨水の有効利用の推進 

・ 地球環境にやさしい施策の一つ
として、雨水などの有効利用に
向けての調査を実施します。 

 
◆資源循環型社会の推進 

・ 資源ごみの適正な分別・回収を
行うシステムの整備を行うとと
もに、リサイクル拠点の整備を
推進します。 

 
◆処理施設の管理運営 

・ 清掃リレーセンター及び清掃セ
ンターの処理能力の維持・向上
を図りながら、施設の適正な管
理・運営に努めます。 

 

◆生活排水対策の取組み 

・ 下水道への接続、合併処理浄化
槽への転換、浄化槽や宅地内配
水設備の適正な維持管理につい
て、指導・誘導を図ります。 

 
◆水の有効利用の推進 

・ 水の大切さを理解し、日頃から
の節水と給水装置の適正な維持
管理について、啓発・指導を図
ります。 

 
◆資源循環型社会の推進 

・ 環境にやさしいバイオディーゼ
ル燃料（BDF）※の利活用の促
進に向けて取組みます。 

・ 新たなエネルギー（バイオマス
※、太陽光・熱、雨水など）を
利活用する取組みを進めます。 

・ ３R（ごみの減量・発生抑制、
再使用、リサイクル）の推進に
向けて、取組みます。 

・ 現在実施している「もったいな
い食器市」をはじめとして、様々
な資源のリユース・リサイクル
の取組みを推進します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

「もったいない食器市」の取組み 
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   安全・安心を育む 

～ 身近な環境における安全・安心を、みんなで育くもう ～ 

方針
３ 

◆市街地の耐震化の取組み 

・ 一般建築物の耐震診断・改修の
支援を継続し、耐震化を推進し
ていきます。 

 
◆地域の安全・安心を知る取

組み 

・ 自分たちが住んでいる地域につ
いて、地域住民が、防災の面で
危険な場所がないか、災害時の
避難活動等の問題はないか等、
安全・安心に係る問題・課題を
調べたり知るような取組みの支
援を図ります。 

 
 

◆防災まちづくりの推進 

・ 河川・水路については、地域の
現状と環境に配慮した治水対策
を講じるとともに、竜田川、富
雄川等の一級河川の改修を行っ
ていきます。 

・ 市有建築物の早急な耐震診断と
適切な改修を実施します。 

・ 新たな市街地等の形成を図る際
には、土砂災害や洪水等の発生
危険性を十分に考慮し、規制・
誘導を行います。 

・ 緊急輸送活動の確保、道路交通
の管制体制の整備を、関係機関
との連携を図りながら推進しま
す。 

 
◆減災まちづくりの推進 

・ 災害危険個所の継続調査を進め
るとともに、その結果を踏まえ
つつ、避難場所等の総点検と指
定の見直しを図っていきます。 

・ 大和川流域の総合治水対策とし
て、ため池治水利用施設※や雨
水貯留浸透施設※の整備を行い
ます。 

・ 市有建築物や避難施設の早急な
耐震診断と適切な改修を実施し
ます。 

・ 災害の抑制を図るため、減災に
資する自然地等の保全を図ると
ともに、防災上問題があり宅地
利用に適さない土地について
は、宅地利用の規制・誘導を検
討していきます。 

・ 防災に関する様々なハザードマ
ップ、危険度マップの作成、配
布等による防災情報の発信を行
います。 

・ 避難所となる公共施設について
は、太陽光発電システムの導入
や、避難所生活を円滑にするた
めのツールを収納した防災コン
テナの増設・配置、スムーズな
避難行動のための避難所への誘
導看板の設置推進など、発災時
の避難所利用に際してのサポー
トを推進します。 

 
 

◆都市基盤の防災対策の取組
み 

・ 上・下水道、電気、ガス、通信
などのライフライン※につい
て、災害時における被害の軽減
を図るため、耐震化を推進しま
す。 

・ ため池崩壊を未然に防ぐため、
マニュアルシートの作成を指導
し、適切な維持管理を支援して
いきます。 

・ 危険物施設の保安の強化、施設
の保全、耐震化、保安指導の強
化を図ります。 

 
◆市街地の耐震化・不燃化の

取組み 

・ 木造老朽建築物の耐震化の促
進、建物の更新と併せた公園や
オープンスペースの確保、セッ
トバック等による生活道路の拡
幅など、市街地の防災性の向上
を図っていきます。 

 
◆都市の防災構造の強化 

・ 地域内の防火、防災対策の推進、
防災空間、防災拠点の体系的整
備を進めます。 

 
◆避難路沿道の建物の耐震

化・不燃化 

・ 広域避難地や一時避難地への避
難が安全に行われるよう、避難
路沿道建物の耐震化や不燃化を
促進していくための制度につい
て検討します。 

 
◆開発基準による安全な住宅

地の誘導 

・ 減災や防犯に配慮した住宅地開
発を指導・誘導します。 

 
◆貯留・浸透施設の設置 

・ 地域全体で雨水利用について調
査・検証し、雨水流出と抑制の
方策を検討し、下流の浸水被害
軽減に努めます。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

公共施設の耐震改修 
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◆自主防災組織の結成支援 

・ 自主防災組織※の結成の推進を
図るとともに、組織化が遅れて
いる地区への情報発信や組織化
の支援を図ります。また、結成
された組織に対して資機材整備
の支援を行います。 

 
◆防災意識の啓発、向上と自

主防災体制の整備強化 

・ 市民・企業の防災意識の向上を
図るため、様々な方法、機会を
通じて、ハザードマップ、災害
危険個所、避難場所、地域防災
計画、防災対策マニュアルなど、
防災に関する情報提供を行いま
す。 

・ 自主防災組織や住民等の防災訓
練への参加促進を図ります。 

・ 安全・安心を守る地域活動のた
めには、必要な情報の提供と収
集が不可欠であり、個人情報保
護との関係に十分留意しつつ、
情報の提供促進につながる意識
啓発等の情報発信や学習機会づ
くりを支援していきます。 

 
◆あいさつ、見守り活動の啓

発 

・ 安全・安心なまちづくりと、市
民の自主的な防災・防犯活動に
つながるあいさつ運動や見守り
活動が進められるよう啓発と支
援に努めます。 

 

◆治水・水防対策 

・ 小規模な河川・水路の改修・整
備を計画的・効率的に行い、通
水機能を確保し、治水・水防対
策に努めます。 

 

◆保水能力の向上 

・ 道路等の透水性舗装等により、
雨水の保水能力を高めます。 

 
◆防災に資する自然的環境の

保全 

・ 災害の抑制を図るため、災害の
危険性のある自然地等の保全を
図ります。 

 
◆既存公園の適正な管理 

・ 既存の公園については、だれも
が安心して利用できるよう、園
内のバリアフリー化や設備の更
新を行うなど、適正な管理に努
めます。 

・ まとまった規模の既存の公園の
災害時や復旧時の利用のあり方
について、個々の公園の特性を
考慮しながら検討し、緊急避難
や物資収容等に資する空間の確
保に努めます。 

 
◆防災ボランティア団体、量

販店等との連携促進 

・ 災害時における人材や物資等の
確保や、災害復旧活動を進める
ため、防災ボランティア団体や
量販店等との協定を行い、連携
した防災対策を進めていきま
す。 

 
◆情報提供や伝達体制の整備 

・ 様々な危機事象に対応する計画
マニュアルを作成するととも
に、関係者が想定被害と対策を
シミュレーションし、理解の深
度化と周知徹底を図ります。 

・ 要援護者安否確認支援体制を確
立します。 

・ 行政と地域の諸団体、医療など
の機関と連携した健康ネットワ
ークづくりを推進します。 

 
 

 

◆被害の実態調査 

・ 降雨時における溢水・浸水被害
の実態調査を行い、河川・水路
の改修整備計画の基礎資料とし
ます。 

 
◆災害時応急体制の強化 

・ 地震等災害発生時に、的確な判
断に基づき行動ができるよう、
災害時の情報処理方法や対応を
マニュアル化し、情報システム
として整備します。 

・ 災害時要援護者や観光客も含
め、的確な避難が図れるよう、
要援護者情報の把握に努めると
ともに、関係機関等との連携の
もと、避難・誘導体制の強化を
図ります。 

・ 発災時の活動に必要な様々な技
術、スキルの習得、向上のため、
市民と協働で市民参加型の防災
訓練を実施します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

防災訓練（土砂災害） 防災訓練（避難所施設設置） 

自主防災会による訓練 市民との協働により作成した 

防災・安全・生活マップ 
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◆安全・安心な地域づくりへ
の取組み 

・ 安全・安心な地域づくりに向け
て、地域住民が学んだり話し合
ったりする自治会等の活動につ
いて、支援を図ります。 

・ 各種情報の提供や相談、専門家
派遣、人材交流など、地域住民
の一体となった取組みや人材育
成を支援します。 
 

◆地域主体の健康づくり 

・ 地域の周辺にある身近な緑地の
管理などの活動や、地域が主体
に開催する「歩こう会」などの
催しを通した住民の自主的な健
康づくり活動が進められるよう
支援します。 
 

 

◆交通安全対策の推進 

・ 交通事故が多発する交差点や危
険個所において、交通安全に寄
与する施設整備を推進します。 

・ 住宅地内の生活道路は、住民が
コミュニティを行う公共空間の
場でもあるため、安全面で問題
がみられる地区については、通
過交通の侵入やスピードの抑
制、ドライバーへの注意喚起等
の交通安全対策を進めます。 
 

◆中核的な医療施設の設置推
進 

・ 二次救急医療などを担う地域の
中核的な病院の設置を図りま
す。 
 

◆ユニバーサルデザイン・バ
リアフリー化の推進 

・ 全ての人が安全で快適に公共施
設等を利用できるように、ユニ
バーサルデザインに配慮した整
備を進めます。 

・ 庁舎や学校施設、保育施設など、
各種の公共施設において、高齢
者や障がい者はもちろん、子ど
もや妊婦、ベビーカーが安心し
て移動できるよう、段差の解消
やスロープ・手すりの設置など、
バリアフリー化を図ります。 

・ 生活道路では、全ての人が安
全・安心に歩けるための歩行空
間の整備を進めます。 

・ ユニバーサルデザインに配慮し
た誰でも歩ける安全・安心な歩
道の整備に努め歩行者ネットワ
ークの形成を進めます。 

 
 

◆道路の交通安全対策の取組
み 

・ 交通事故が多発する住宅地等に
おいて、地域住民との協働のも
と、車両への交通規制や注意喚
起の取組み等を検討していきま
す。 

・ 既成市街地等における、安全面
や防災面で問題がみられる狭あ
いな主要生活道路については、
日常生活における快適で便利な
交通を確保するため、地権者の
協力を得ながら、車両通行規制
による安全な通行の確保、道路
拡幅や歩行空間の整備に努めま
す。 
 

◆子育て支援環境の充実 

・ 宅地開発が進む地域で増加する
保育需要に対応するため、私立
保育所の開設を支援し、待機児
童の解消を図ります。 

・ 子育て支援に関する研修会や育
児教室などの各種教室など、誰
もが子育てに興味を持ち参加で
きるような機会を拡大します。 
 

◆高齢者福祉等の支援環境の
充実 

・ 自治会等と連携し、「高齢者サ
ロン※」の活動推進を図ります。 

・ 地域福祉活動のための拠点整備
を支援し、住民の福祉活動への
参加や地域の交流を促進しま
す。 
 

◆各種交流環境の充実 

・ 身近で日常的な交流環境（高齢
者福祉、子育て支援、コミュニ
ティ活性化）等の充実に向けて
は、地域の空地・空家の活用な
ど、地域住民ニーズを踏まえつ
つ、有効な取組みを誘導・促進
していきます。 
 

◆民間施設のユニバーサルデ
ザイン・バリアフリー化の
促進 

・ 住宅や店舗等民間の施設におい
ても、奈良県住みよい福祉のま
ちづくり条例に基づき、ユニバ
ーサルデザイン・バリアフリー
化の指導を進めます。 
 

◆安心して暮らせる住宅供給
の促進 

・ 介護サービス付きの住宅やグル
ープホーム等、高齢者や障がい
者も安心して暮らすことのでき
る住宅供給を福祉施策と連携し
促進します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

住宅地内の交通安全注意の看板 

中核的医療施設の整備イメージ 
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防災まちづくりの方針図 

番号 避難場所 番号 避難場所

1 生駒北小学校 19 生駒小学校

2 生駒北中学校 20 生駒市役所

3 サンヨースポーツセンター体育館 21 中央公民館

4 鹿ノ台小学校 22 セラビー生駒

5 鹿ノ台中学校 23 市民体育館

6 鹿ノ台地区公民館 24 コミュニティセンター

7 北大和体育館 25 生駒東小学校

8 真弓小学校 26 緑ヶ丘中学校

9 上中学校 27 壱分小学校

10 北コミュニティセンターISTAはばたき 28 福祉センター

11 あすか野小学校 29 大瀬中学校

12 生駒台小学校 30 生駒南小学校

13 光明中学校 31 生駒南中学校

14 総合公園体育館 32 むかいやま公園体育館

15 俵口小学校 33 南コミュニティセンターせせらぎ

16 生駒中学校 34 生駒南第2小学校

17 桜ヶ丘小学校 35 井出山体育館

18 図書会館 36 人権文化センター
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 第３章 地域別構想
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第第３３章章．．地地域域別別構構想想  
 

１．地域別構想の位置づけ 

 
１） 地域別構想の位置づけ 

 全体構想が全市的な観点から都市づくりの方針を位置づけるのに対して、地域別構想では、地域の

特性・課題が大きく異なる「地域」ごとに、将来のまちづくりの方向性を示します。 

 地域の将来のまちづくりの方向を共有することにより、地域の方が自ら地域性を踏まえた特色ある「地

区まちづくり」の推進を図るための方向性を示します。 

 各地域に関連する具体的なまちづくりの施策や取組みの方針については、全体構想で位置づけてい

ます。 

 
２） 地域区分の設定 

 地域別構想の地域区分については、南北に長い市域と地域特性を考慮し、北部、中部、南部エリアの

３地域を設定します。 

 
３） 地域別まちづくりの進め方 

 今後のまちづくりの具体的な取組みについては、よりきめ細かな地域単位で、協働でまちづくりを進め

ていきます。 

 具体的なまちづくり活動の地域単位としては、本市では、現在、生駒市自治基本条例に基づき、協働

のまちづくりの具体的な取組みを進めているところであり、一定のまとまりある地域単位（小学校区程度

以下の単位を基本に想定）で、地域毎に市民自治協議会を立ち上げ、地域の自治やまちづくりに関

する協議を進めていく方針です。 

 このため、今後の市民自治協議会の取組みや、より小さな地区等における地区計画や景観形成地区

等の取組みについては、本地域別構想における各地域の特性・課題を踏まえたまちづくりの方向や、

全体構想における個別方針を踏まえるとともに、各地域・地区の実情や地域住民等の意向を踏まえつ

つ、具体的なルールづくり等の取組みを促進していきます。 

 地域・地区毎のまちづくりについては、本計画（全体構想、地域別構想）に位置づけられた内容以外

にも、様々な方策や工夫・アイデアが考えられますが、各地域で議論を重ね、方向性を皆で共有しな

がら、有効な取組みを推進していきます。 

 

 

 



53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域区分図 
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２．地域別構想 

 

 
 

１） 北部エリアの特性と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部エリアの主な特性 
・学研奈良登美ヶ丘駅、白庭台駅周辺で、商業サービス施設等の集積が進展し、地域拠点を形成していま

す。また、学研北生駒駅周辺において、土地利用が進んでいます。 
・北部を中心に、高山町等に山林・水辺・田園等の豊かな自然的環境が広がっており、くろんど池自然公園、

高山竹林園、富雄川等の特色ある地域資源を有しています。また、高山城址、高山八幡宮、長弓寺等の歴
史文化資源も有しています。一方では、近年の都市化に伴い、自然的環境が減少しています。 

・大規模住宅開発が進展し、本市の良好な住宅地のイメージを牽引する、ゆとりある低層専用住宅地を提供し
てきたとともに、白庭台駅、学研奈良登美ヶ丘駅周辺における都市型住宅の立地が進展しています。 

・北部や西部には、集落が広がっています。 
・高度成長期に開発された大規模住宅地等において、少子高齢化の進展に伴う活力の停滞が懸念されていま

す。 
・全国の生産量の約９０％を生産する茶筌の里があります。 
・学研都市としての学術・研究機能の集積や、北田原地区を中心に産業機能が集積し、本市の代表的な産

業・学術・研究機能の拠点を形成しています。 
・関西文化学術研究都市の高山地区、北田原地区があります。 
 

２－1.  北部エリアのまちづくりの方針 

北部エリアの主な課題 
・本市を代表する産業拠点地区として、優れた交通条件や学術・研究機能集積を活かしつつ、良好な自然的

環境や居住環境との調和に十分留意した、産業・研究施設等の集積強化が望まれます。 
・学研都市の機能強化や、高山の良好な自然的環境の保全に十分留意しつつ、学研高山地区第２工区の方

向性について、関係機関連携のもと、検討・調整していくことが必要です。 
・駅周辺の優れた立地性を十分に活かしつつ、適切な拠点開発等の誘導を図るとともに、北部地域の生活利

便性や賑わいを高める生活支援機能の強化や、魅力ある都市型住宅等の強化を図っていくことが必要で
す。 

・良好な自然的環境の保全を図るとともに、地域の一層の景観魅力の向上や交流促進に向けて、多彩な地域
資源の利活用の促進が望まれます。 

・活力停滞する大規模住宅団地等において、良好な居住環境の維持・向上を図り、良好な住宅地としてのイメ
ージの持続的な発信を図っていくことが必要です。 

・既存の市街地等の居住環境の維持・向上や、主要駅周辺の賑わい強化等により、既存ストックを活かしたコン
パクトな地域づくりを進めていくことが望まれます。 

 

地区別高齢化状況図 

H21.10.1 現在 

富雄川 

学研都市 
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２） 北部エリアの将来のまちづくり方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部エリアの将来のまちづくり方向 
 

 

 

 

 

  

北部エリアのまちづくり方針図 

2 里山・田園・水辺等を活かした、やすらぎある環境保全とネットワーク化 
高山や富雄川等の豊かな里山・田園・水辺資源や歴史文化資源等の特色ある地域資源の保

全・活用とネットワーク化により、身近な空間にやすらぎある環境が広がる地域づくりをめざしま

す。 

3 大規模住宅地等の良好な居住環境の維持・向上 

少子高齢化の進行など、活力の停滞がみられる高度成長期に開発された大規模住宅団地等

における地区計画等を活かした良好なまちづくりの規制・誘導や、拠点駅周辺の良好な都市型

住宅の立地推進など、本市の良好な住宅地のブランドイメージを牽引する地域づくりをめざしま

す。 

 

1 北部地域拠点や学術・研究・産業拠点機能の強化 

近鉄けいはんな線３駅の拠点開発とともに、高山の学術・研究拠点、産業拠点など、北部地域

拠点の生活支援・交流機能等の強化とともに、本市の産業を支える機能強化を図り、活力あふ

れる地域づくりをめざします。 

区分 まちづくりの方針

ゆとり戸
建て住
宅地

【大規模住宅地を中心に広がる低密度
な戸建て住宅地】 
・緑あふれる魅力ある街並み形成、ゆとり 
ある居住環境の維持・向上 
・身近な買物や生活利便施設等の充実
・道路等の不十分な生活基盤の充実 
・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全

生活利
便型住
宅地

【住宅と商業系施設等が立地する複合

市街地】 
・住環境と生活利便施設の良好な共存
・まちなかの緑化推進やオープンスペー
スの確保 
・街並みの向上・統一化や、道路等の生
活基盤の充実 
・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全

都市的な土地利用の方針

区分 まちづくりの方針

賑わい
商業地

【地域拠点等の駅周辺の拠点地区】 
・商業サービス・生活利便施設等の賑わ
い機能の充実
・地域の玄関口としての、魅力ある街並
み形成
・周辺の地域資源と連携した、歩きたくな
る環境の充実
・まちなか居住の推進

研究開
発型産
業地

【工業・学術・研究機能の集積地】
・学研高山地区における学術・研究施設 
等の立地促進 
・北田原地区における研究開発型産業等 
の立地促進
・周辺の良好な自然的環境や住環境との
調和 
・学研高山第２工区における将来の土地 
利用の検討・調整 
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１） 中部エリアの特性と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２.  中部エリアのまちづくりの方針 

中部エリアの主な特性 
・生駒駅周辺は、商業サービス施設や公共施設等が集積し、まちの中心部・玄関口としての役割を果たしてい

ます。 
・生駒駅及び東生駒駅周辺において、新たな拠点整備の計画があり、近年、駅周辺における都市型住宅の立

地が進展しています。 
・生駒山麓等の豊かな山林・眺望資源を有しており、生駒山麓公園、矢田丘陵遊歩道等の地域資源を有して

います。また、宝山寺、往馬神社、長福寺、住吉神社、稲蔵神社等の歴史文化資源も有しています。一方で
は、近年の都市化に伴い、市街地内のみどりが減少しています。 

・駅周辺を中心に、成熟した市街地が高密度に広がっており、道路等の生活基盤が十分でない地区もみられ
ます。 

・成熟した市街地や戸建て住宅地等において、少子高齢化の進展に伴う活力の停滞が懸念されています。 
 

中部エリアの主な課題 
・駅周辺の優れた立地性を十分に活かしつつ、適切な拠点開発等の誘導を図るとともに、本市の中心部・玄関

口としてふさわしい、広域的な賑わいを高める商業サービス・交流等の機能強化や、魅力ある都市型住宅等
の立地促進を図っていくことが必要です。 

・市街地内及び近接する良好な自然的環境の保全を図るとともに、地域の一層の景観魅力の向上や交流促進
に向けて、多彩な地域資源の利活用の促進が望まれます。 

・公共交通利便性も活かしつつ、駅周辺の観光資源や商店街等とも連携した、賑わいある回遊環境の充実も
望まれます。 

・成熟した市街地や住宅地等において、道路等の生活基盤の充実や、まちなかの緑化推進やオープンスペー
スの確保、良好な居住環境の形成に向けてのルールづくりの推進、まちなか居住の支援等を図り、定住魅力
の強化を図っていくことが必要です。 

･中心市街地を形成している生駒駅周辺の商店街等の活性化や、密集市街地の防災対策を図っていくことが
必要です。 

・既存の市街地等の居住環境の維持・向上や、主要駅周辺の賑わい強化等により、既存ストックを活かしたコン
パクトな地域づくりを進めていくことが望まれます。 

 

地区別高齢化状況図 

H21.10.1 現在 

生駒駅前再開発地区 

ぴっくり通り商店街 
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２） 中部エリアの将来のまちづくり方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部エリアのまちづくり方針図 

中部エリアの将来のまちづくり方向 
 

 

 

 

 

  2 観光・交流拠点のネットワーク形成 
生駒山麓等の豊かな山林・眺望や歴史文化資源等の特色ある観光資源を活かし、鉄道駅等

の公共交通や既存商店街と連携しつつ、観光・交流拠点のネットワーク化を進め、多様な交流と

賑わいあふれる地域づくりをめざします。 

 

3 既成市街地等の居住環境の維持・向上と、まちなか居住の強化 
人口減少・少子高齢化の進行など、活力の停滞がみられる既成市街地等において、まちなか

緑化、生活基盤の充実、地区計画等を活かした良好なまちづくりの誘導や、拠点駅周辺の良好

な都市型住宅の立地やまちなか居住の推進など、住み続けたくなる地域づくりをめざします。 

 

1 都市拠点の広域的な賑わい機能と良質な景観形成 

生駒駅周辺と東生駒駅周辺との連携した広域的な賑わい機能の強化を図るとともに、中心

部・顔としてふさわしい質の高い景観形成を図り、風格と活気ある地域づくりをめざします。 

 

区分 まちづくりの方針

ゆとり戸
建て住
宅地

【既成市街地を中心に広がる低層な住宅地】
・緑あふれる魅力ある街並み形成、ゆとりある居住環境の維持・向上
・身近な買物や生活利便施設等の充実
・道路等の不十分な生活基盤の充実
・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全

生活利
便型住
宅地

【住宅と商業系施設等が立地する複合市街地】
・住環境と生活利便施設の良好な共存
・まちなかの緑化推進やオープンスペースの確保
・街並みの向上・統一化や、道路等の生活基盤の充実
・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全

賑わい
商業地

【都市拠点等の駅周辺の拠点地区】
・土地の高度・有効利用と、商業サービス・交流等の広域的な賑わい機能の集積強化
・都市や地域の玄関口としての、魅力ある街並み形成
・周辺の地域資源と連携した、歩きたくなる環境の充実
・まちなか居住の推進

都市的な土地利用の方針
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１） 南部エリアの特性と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３.  南部エリアのまちづくりの方針 

南部エリアの主な特性 
・南生駒駅周辺は、近接する国道沿道を中心に、商業サービス施設等が集積しています。 
・生駒山の眺望や矢田丘陵遊歩道、田園環境、市街地中央を縦貫する竜田川のうるおいなど、豊かな自然的

環境が広がっています。また、暗がり峠、円福寺、竹林寺、宝憧寺等の歴史文化資源も有しています。一方
では、近年の都市化に伴い、市街地内のみどりが減少しています。 

・駅周辺や国道 168 号沿いを中心に、成熟した市街地が広がっており、道路等の生活基盤が十分でない地区
もみられます。 

・成熟した市街地や戸建て住宅地等において、少子高齢化の進展に伴う活力の停滞が懸念されています。 
 

 

 

南部エリアの主な課題 
・南生駒駅周辺において、国道沿いの立地条件や竜田川等の地域資源を活かしつつ、南部地域の生活利便

性や賑わいを高める生活支援機能の強化を図っていくことが必要です。 
・市街地内及び近接する良好な自然的環境の保全を図るとともに、鉄道利用の利便性も活かしつつ、地域の

一層の景観魅力の向上や交流促進に向けて、多彩な地域資源の利活用の促進が望まれます。 
・成熟した市街地や戸建て住宅地等において、道路等の生活基盤の充実や、まちなかの緑化推進やオープン

スペースの確保、良好な居住環境の形成に向けてのルールづくりの推進等を図り、定住魅力の強化とコンパ
クトな地域づくりを図っていくことが必要です。 

 

 

地区別高齢化状況図 

H21.10.1 現在 

暗がり峠 竜田川 
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２） 南部エリアの将来のまちづくり方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部エリアのまちづくり方針図 

南部エリアの将来のまちづくり方向 
 

 

 

 

 

  
2 南部地域拠点の機能強化と地域資源のネットワーク化 

南生駒駅周辺の地域拠点における生活支援機能や交流機能の強化を図るとともに、公共交

通網と連携した地域資源を散策する回遊軸（ネットワーク）を強化し、地域の魅力に親しむ交流あ

ふれる活気ある地域づくりをめざします。 

 

3 既成市街地等の居住環境の維持・向上 
人口減少・少子高齢化の進行など、活力の停滞がみられる既成市街地等において、まちなか

緑化、生活基盤の充実、地区計画等を活かした良好なまちづくりの誘導など、住み続けたくなる

地域づくりをめざします。 

 

1 里山・田園・水辺等のうるおいある環境保全と良好な景観形成 
生駒山の眺望や暗がり峠等の豊かな山林資源や歴史文化資源、竜田川や田園資源等の特

色ある地域資源の保全と良好な景観形成を進め、身近な空間にうるおいある環境が広がり、良

好な景観が楽しめるような地域づくりをめざします。 

 

区分 まちづくりの方針

ゆとり戸
建て住
宅地

【既成市街地を中心に広がる低層な住宅地】
・緑あふれる魅力ある街並み形成、ゆとりある居住
環境の維持・向上
・身近な買物や生活利便施設等の充実
・道路等の不十分な生活基盤の充実
・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全

生活利
便型住
宅地

【住宅と商業系施設等が立地する複合市街地】
・住環境と生活利便施設の良好な共存
・まちなかの緑化推進やオープンスペースの確保
・街並みの向上・統一化や、道路等の生活基盤の
充実
・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全

賑わい
商業地

【地域拠点等の駅周辺の拠点地区】
・商業サービス・生活利便施設等の賑わい機能の
充実
・地域の玄関口としての、魅力ある街並み形成
・周辺の地域資源と連携した、歩きたくなる環境の
充実

都市的な土地利用の方針
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 第４章 実現に向けて
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第第４４章章．．実実現現にに向向けけてて  
 

１．まちづくりの実現に向けての基本的な考え方 

 
１） 本計画に基づくまちづくり推進の基本的な考え方 

本都市計画マスタープランは、将来のまちづくりのための基本的な指針であり、本計画に基づく、まちづ

くりの推進に際しては、以下の基本的な考え方に基づき、取組んでいきます。 

 都市計画の決定・変更、都市計画事業の実施、各種まちづくり施策の推進を図るとともに、民間開発

等の適切な規制誘導や、地域のまちづくりに関する各種のルールづくりなど、ハード・ソフト両面にわた

る総合的な施策の推進を図っていきます。 

 市内部における総合的な連携や、国・県・隣接市町との広域連携の推進を図るなど、効率的・効果的

なまちづくりの推進を図ります。 

 市民（住民・事業者等）との連携・協力を図りつつ、市民と行政の協働のもと、まちづくりを推進し、“ 市

民が創る ぬくもりと活力あふれるまち・ 生駒 ”の実現をめざします。 

 
２） 協働のまちづくりの基本的な考え方 

 協働のまちづくりの取組みに際しては、市民と行政がまちづくりの情報を共有するとともに、まちづくり

の各段階で、それぞれの役割と責任を担いながら、対等な立場で、相互に補完し協力してまちづくりを

進めます。 

 総合的な視点から調整の必要がある広域的なまちづくりの事項については、行政からの十分な情報

提供と、幅広い意見交換のもと、具体の取組みを進めます。 

 地域的な事項については、地域の自主性を尊重し、地域への活動支援や全市的な観点から取組み

の方向性を調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の市民委員会の活動 

「いこま塾」の取組み 
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３） 協働のまちづくりにおける各主体の役割 

①市民の役割 

 身近な暮らしの中には、自治会やボランティアの活動など、様々なまちづくりに関する参画の機会があ

ります。自らの興味のあるものに、できることから参画していくことが期待されます。 

 市民が自主的に取組む活動の中には、行政の取組みと重なり合う部分があり、市民と行政がそれぞれ

の知恵や発想を出し合い、できることを考え、それぞれの役割分担のもとに行動することが求められて

います。 

②行政の役割 

 協働して取組む施策について、必要に応じて役割分担を見直すとともに、行政が取組むべき基盤整

備や仕組みづくり等について施策の推進を図ります。また、市民が、自主的かつ主体的に行う公共的

なまちづくり活動について、必要に応じて支援を行います。 

 職員の協働に対する意識の向上やスキルアップ、率先して地域に出ていくなど、市民参画・協働のま

ちづくりをコーディネートする人材の育成に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 協働のまちづくり ～ 

市 民 
（市民活動団体・事業

者等を含む） 

 
 自治活動 

 ボランティア 

 まちづくり活動 

 知恵・発想 

 参加・協力 

行 政 
 
 基盤整備 

 公共サービス提供 

 仕組みづくり 

 市民参画 

 市民活動の支援 

 情報公開 

 
参画・市民活動 

支援・連携 

協働 

アドバイザー（学識経験者・専門家） 

“ 市民が創る ぬくもりと活力あふれるまち・ 生駒 ”の実現 

 
豊かな自然が輝く 
環境まちづくり 

みんなが 
住み続けたくなる 
ブランドまちづくり 

誰もが 
移動しやすい 
コンパクトな 
まちづくり 

みんなが 
住み続けられる 
安全・安心な 
まちづくり 

「コミュニティパーク事業」の取組み 竜田川クリーンキャンペーン 
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２．協働のまちづくりの推進方策 

 
１） 本計画に基づく住民主体の地域・地区レベルのまちづくりの推進 

今後の地域・地区レベルでの具体的なまちづくりの推進に際しては、本計画の方向（指針）を踏まえると

ともに、各地域・地区の実情やニーズを踏まえながら、適切に実施していくことが必要であり、生駒市自治

基本条例に基づく取組み状況や、既存制度等を踏まえつつ、以下の方向で、段階的に取組んでいきま

す。 

①市民主体のまちづくりアクションプランづくり 
まちづくりのあり方について学習・協議・検討を行う「いこま塾」を継続的に取組み、市民が自主的かつ

主体的に取組むまちづくりの方向や、できることから段階的に取組む具体的なアクションプランの策定をめ

ざします。 

②協働で取組む景観形成基本計画の策定 
生駒らしさを活かしたブランドまちづくりにとって、重要な要素である景観について、本市の良好な景観

形成のための協働で取組むマスタープランとして、いこま塾の活動と連携しつつ、景観形成基本計画の策

定をめざします。また、良好な景観誘導のデザイン指針として、景観デザインマニュアルの策定をめざしま

す。 

③市民主体のまちづくりを支援するための、仕組み（(仮称)まちづくり条例）づくり 
上記の検討・取組み結果を踏まえつつ、市民主体のまちづくりを円滑に推進するために必要な仕組み

（（仮称）生駒市まちづくり条例）づくりについて、地区別・目標別まちづくり実現の仕組み、都市計画等と

連携した市民参加や開発調整の仕組み、庁内の横断的な支援体制のあり方、新たな支援拡充等の点に

留意しつつ、策定をめざします。 

④地域レベルの市民自治協議会の活動の支援 
生駒市自治基本条例に基づく、今後の小学校区等の地域レベルの市民自治協議会の立ち上げと、ま

ちづくりの協議や計画づくり、各種まちづくり活動の実施について、積極的に支援していきます。 

⑤地区計画制度等の既存制度の活用促進 
地区計画制度や景観法に基づく景観規制・誘導手法など、既存制度の活用促進を図り、各地区の課

題や住民ニーズ等に対応した、きめ細かなまちづくりを誘導していきます。 

⑥市民まちづくり組織の設置 
いこま塾等の取組みの拡充・発展に伴い、まちづくりに関わる個別の人材育成やネットワーク形成のみ

ならず、全市的な観点から、重点的なまちづくりを検討・点検したり、主体的な調査・研究・施策提言や施

策の実施を図るような、市民まちづくり組織の設置について検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②協働で取組む景
観形成基本計画
の策定（景観デザ
インマニュアルの
策定も） 
 

③市民主体のまち
づくりを支援する
た め の 、 仕 組 み
（まちづくり条例）
づくり 

④地域レベルの市
民自治協議会の
活動の支援 

⑤地区計画制度等
の既存制度の活
用促進 

⑥いこま塾等の発展
に伴う市民まちづ
くり組織の育成 

①いこま塾の継続的
な活動に基づく、
市民主体のまち
づくりアクションプ
ランづくり 

★協働の取組み活性化の
ための、より具体的な計
画・アクションプランや仕
組みづくりの検討 

■景観基本計画の
策定 

■景観条例の制定 

■都市計画マスタープランの策定（改定） ★都市計画法・景観法に基
づく指針の策定 

★地域・地区レベルの協働
のまちづくりの具体化、及
び協働の取組みの発展・
拡充 

（注）いこま塾とは、まちづくりについて、市民が継続的に学び話し合う場をつくることにより、幅

広い市民の関心の醸成や、まちづくりを担う人材育成を図ろうとするものです。 
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２） 市民主体のまちづくりへの支援 

市民の自主的かつ主体的なまちづくりの推進を図るため、本計画に基づき、「市民と行政が共に取組む

協働」及び「市民の取組みへの支援」を推進していくとともに、特に、各地域・地区のまちづくり活動の進展

状況や、協働の取組みに係る課題等を踏まえつつ、以下の支援を適切に図っていきます。 

市民主体のまちづくりの取組みに際しては、「学び、考える」ことにより、地域の重要課題や将来方向を

共有しつつ、「小さくても、できることから、段階的」に「行動を実践」し、その活動の一体感・充足感や効果

を踏まえながら、次の取組みに活かしていくような方向をめざし、誘導と支援を図っていきます。 

また、既往の取組みに対する支援により、既存のノウハウや人材を活かした取組みを発展・拡充してい

きます。 

 

①まちづくリに関する広報活動の推進 
まちづくりに関する理解・関心の醸成や、優良なまちづくり活動の活性化につながるような、各種の市

政・計画情報や、まちづくり支援制度等の紹介、優良活動・事例の紹介など、積極的な情報発信に努めま

す。 

②まちづくりの多様な学習・交流機会の拡充 
いこま塾の開催や、専門家等による講演・講習会の開催及び事例の紹介、まちづくりシンポジウム等の

イベント開催、まち歩き・まち探検、ウォーキングラリー等の地域を知る交流イベント、まちづくりについて議

論する機会づくりなど、住民の関心を高め、まちづくりに関わることが楽しいと感じられるような、多様な学

習・交流機会の拡充を推進します。また、次世代のこどもたちに、自分のまちに関心をもってもらうような機

会の拡充を図ります。 

③まちづくり団体等のネットワーク化や人材育成の支援 

まちづくり活動に取組む住民や各種団体について、積極的な情報発信と交流機会の拡充を図り、様々

な情報やノウハウの共有化とともに、まちづくり団体等のネットワーク化及び、まちづくりリーダーや人材育

成等を支援していきます。 

④まちづくリ活動に対する指導・誘導等の充実 

住民が主体的に地区のルールづくりや計画検討、及び具体的なまちづくり活動や事業を行うに際して、

アドバイスや情報の提供、専門家の派遣、関係者等の調整、ＮＰＯ※や住民団体等への支援、都市計画

制度（地区計画、建築協定※、緑地協定※、景観協定※、都市計画提案制度※など）等の各種支援制度の

紹介と活用促進、実現化の調整、大学等の関連公共機関との連携調整など、総合的な観点から住民主

体のまちづくりを支援していきます。 

⑤まちづくり活動に対する支援の充実 
住民団体などが自主・自発的に企画・提案し実施する公益的な事業、とりわけ、「まちの環境の魅力化・

個性化」や「まちづくりを通じたコミュニティやにぎわいの強化」につながるような積極的かつ創意工夫あふ

れる取組みに対して、支援の充実を検討します。 

⑥公共施設の維持や利活用の促進 
公園・道路・河川・公共施設等について、適切な維持管理、良好な景観形成、住民に利用され親しまれ

る公共施設の環境づくりをめざし、公共施設の維持（清掃など）や緑地保全、さらには利活用の促進（景観

形成等への自主的な取組み、利活用イベント等に関する企画運営など）を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

学び・考える 
（重要課題や将来

方向の共有化） 

・広報活動の推進 
・多様な学習・交流

機会の拡充 
・ネットワーク化や人

材育成 

行動する 
（できることから
段階的に取組む） 

・既存まちづくり制度
の活用 

・公共施設や地域資
源の維持や利活
用促進の活動 

・住民の企画提案事
業への支援検討 

 

次の取組みへ 
（活動を持続・発展

させていく） 

・ 活 動 に よ る 一 体
感・充足感の共有 

・様々なプラス効果
の体感 

・次の活動への意欲
の喚起 

 

地 域 の 活
性化 
 
コミュニテ
ィ強化 
 
地 域 へ の
愛 着 の 醸
成 
 

など 
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３） 都市計画マスタープランの進行管理 

①庁内推進体制の充実及び効果的なまちづくりの推進 

 進行管理に際しては、本計画（Plan）に基づき、施策の段階的な実施（Do）を図るとともに、実施した施

策・事業の効果を点検・評価（Check）し、必要に応じて修正・見直し（Act）を図るなど、適切な計画の

実施と、計画への柔軟なフィードバックを図っていきます。 

 上記進行管理の実施については、生駒市総合計画推進市民委員会の施策評価システムと連動して

行います。 

 市民意向や市民・事業者等が主体的に実施する協働の取組みの熟度を踏まえつつ、効果の高い施

策、必要性の高い事業について、重点的かつ効果的に推進していきます。 

 進行管理については、概ね５年ごとに実施される都市計画基礎調査に合わせ、都市計画マスタープラ

ンの進行状況を管理・評価することにより、重点的・効果的な事業・施策の判断材料とします。 

 有効なまちづくり方策の検討や進行管理のための指標の導入等に資する各種基礎調査や市民意識

調査等の充実について、検討していきます。 

 都市計画マスタープランを管理・評価する横断的な体制として「（仮称）都市計画マスタープラン推進

委員会」を設置します。 

②都市計画マスタープランの点検と見直し 

 本都市計画マスタープランは、評価の結果や将来的に社会・経済情勢やまちづくりに関する施策等が

大きく変化した場合には、点検を行い、必要に応じて計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生駒市総合計画 

推進市民委員会 

 
 総合計画における各種施

策の進行管理等の実施 

都市計画 

基礎調査 

と併せた 

進行状況調査 

 

 

（仮称）都市計画マスタープラン 

推進市民委員会 

 
 総合計画の進行管理状況、都

市計画基礎調査に併せて行う
進行状況の調査結果をもとに
進行状況の確認 

 進行状況を踏まえた評価の実
施 

（仮称）都市計画マスタープラン 

推進庁内委員会 

 
 庁内の横断的な管理・評価を

実施 

 実施状況を基に、アクションプ
ラン等の検討 

 

 

 

都市計画マスタープラン 

に基づく施策の実施 

 

都市計画マスタープランの見直しの検討 

 環境変化を踏まえた、必要に応じた計画の見直し検討 

施策の見直しと実施 

 
 評価結果に基づく、

必要に応じた施策の
見直し検討と実施 
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 資料編；１ 分野別まちづくり方針 
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分野別まちづくり方針 

（「目標実現に向けてのまちづくり方針」を分野別に再整理した方針） 
 

本項の「分野別のまちづくりの方針」は、庁内関係部局が連携しつつ、本計画に基づく円滑なまちづくりの推進

を図るため、前項の「目標実現に向けてのまちづくり方針」を、下記の分野別に再整理したものです。 

 

分野の区分（大項目） 中項目 小項目 

1.市街地・住宅の整備・誘導

の方針 

1)市街地の整備・誘導の方針 ①都市拠点の整備・誘導 

②地域拠点の整備・誘導 

③産業拠点の整備・誘導 

2）住宅地の整備・誘導の方針 ①拠点駅周辺の都市型住宅等の

整備・誘導 

②既成市街地・進行市街地の住

宅地の整備・誘導 

2.都市施設の整備・誘導の方

針 

1)道路・交通体系の方針 ①幹線道路網の整備・誘導 

②公共交通の利用促進 

③駐車・駐輪対策との自転車利用

の促進 

2）公園緑地・河川の整備・誘導の方

針 

①公園緑地の整備・誘導 

②河川の整備 

3）上・下水道等の整備・誘導の方針 ①上水道の整備 

②下水道の整備 

③資源循環型社会の推進 

3.自然的環境の保全・形成の

方針 

 ①自然的環境の保全 

②自然的環境の活用 

4.都市景観形成の方針   

5.安全・安心のまちづくり方針 1)都市防災の方針  

2）その他公共施設等の整備・誘導の

方針 

①バリアフリー化と交通安全対策

の推進 

②福祉のまちづくりの推進 
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１） 市街地の整備・誘導の方針 
① 都市拠点の整備・誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 市街地・住宅の整備・誘導の方針 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 

◆都市基盤の整備・充実によ
る交通結節点の強化 

・ 拠点へのアクセスを向上させる
ため、周辺地域の道路網や駅前
広場、駐車・駐輪施設などの公
共施設を、環境に配慮しつつ整
備し、交通ターミナルとしての
機能の充実を図ります。 

 
◆地区計画等の活用 

・ 良好な都市拠点を維持又は推進
するため、地区計画制度等の活
用を進めます。 

 
◆生駒駅前北口再開発地区の

景観形成 

・ 生駒駅前北口再開発地区では、
より一層の良好な景観形成をめ
ざし景観形成地区への編入を行
います。 

 
◆土地の有効・高度利用の推

進 

・ 交通の利便性を活かした都市型
住宅地を誘導するため、地域の
特性に応じ、土地の有効・高度
利用を図るための規制の緩和に
ついて検討します。 

 

◆ユニバーサルデザインのま
ちづくりの推進 

・ 全ての人が安全で快適に公共施
設等を利用できるようユニバー
サルデザインに配慮した整備を
進めます。 

・ 快適な歩行空間を確保するた
め、自転車等放置禁止区域に指
定し、放置自転車の撤去を行い
ます。 

 
 

 

◆交流促進の取組み 

・ 拠点地区内の利用促進に向けた
交流イベントや場所の提供等の
各種情報発信の取組みを支援し
ます。 

・ 市民が拠点地区内の施設や空間
等を利用した楽しみ方等を企
画・提案・情報発信する取組み
を支援します。 

 
◆地区計画等のまちづくりの

取組み 

・ 良好な環境の維持や一層の魅力
向上に向けて、地区計画制度や
景観法等の活用促進をめざし、
各種情報の提供や相談、専門家
派遣、人材交流など、地域住民
の一体となった取組みや人材育
成を支援します。 

 
◆商店街の活性化 

・ 拠点周辺の商店街の販売促進イ
ベントなどの様々な取組みを支
援し、市民参加による活性化を
図ります。 

 
◆まちなか住み替え支援 

・ まちなか居住を推進するため、
空家・空地の情報発信や住み替
えのための支援等を図ります。 

 
 

市民・行政が共に取組む協働 

◆賑わいと風格のある拠点づ
くりの推進・誘導 

・ あらゆる人々がいきいきと集
い、楽しみ、交流することがで
きる拠点とするため、市街地整
備事業など計画的な土地利用を
環境に配慮しつつ推進し、活気
と賑わいある拠点形成を進めま
す。 

・ 生駒駅前北口第２地区再開発事
業の推進を図り、本市の玄関口
としての顔にふさわしい賑わい
ある機能の集積強化を図りま
す。 

・ 近鉄東生駒駅周辺においては、
医療機関を中心とした、各種関
連サービス機能等の集積を行う
ことにより、特色ある拠点形成
を図り、生駒駅周辺と連携した
賑わいのある広域拠点の形成を
図ります。 

 
◆楽しく過ごせる拠点形成の

取組み 

・ ゆとりある都市空間の確保と、
良好な景観形成を誘導・促進し、
誰もが楽しめるまちとしての魅
力を積極的に発信していきま
す。 

・ ユニバーサルデザインのまちづ
くりを進め、公共空間との連携
により、誰もが安心して楽しく
過ごせる拠点形成を誘導しま
す。 

 
◆良好な市街地の形成 

・ 住宅、店舗等が密集している既
成市街地については、地区計画
制度や市街地整備等を誘導し、
良好なまちなみの形成を進めま
す。 

・ 良好なまちなみ形成をめざし、
協調・共同建替え等の新たな制
度の創設を図ります。 

・ 建替えに伴い、狭い道路の拡幅、
セットバックや、オープンスペ
ースの確保など、居住環境の向
上を促進します。 
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② 地域拠点の整備・誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆交流促進の取組み 

・ 拠点地区内の利用促進に資する
交流イベントや場所の提供等の
各種情報発信の取組みについ
て、支援します。 

・ 各地域の特性や各種交流活動の
拠点地区として、地域住民に愛
され利用される拠点をめざし、
地域住民が学習・交流イベント
等の活動が行えるような場づく
りについて支援します。 

 
◆地区計画等のまちづくりの

取組み 

・ 良好な環境の維持や一層の魅力
向上に向けて、地区計画制度や
景観法等の活用促進をめざし、
各種情報の提供や相談、専門家
派遣、人材交流など、地域住民
の一体となった取組みや人材育
成を支援します。 

 

 

 

◆学研北生駒駅周辺の魅力あ
る拠点整備の推進 

・ 学研北生駒駅周辺は、大学院大
学や企業の研究者や来訪者等に
対応した各種利便施設やサービ
スの提供、交流空間の確保など、
民間開発との連携のもと、更な
る活性化に向けて質の高い拠点
整備を推進していきます。 

・ 隣接する低層住宅地や水辺・田
園環境との調和に十分留意した
整備と、新しい北部の拠点とし
ての拠点形成を推進・誘導する
ため地区計画制度の導入を行い
ます。 

・ 学研高山第２工区の将来の方向
性について検討・調整を図りつ
つ、学研都市の玄関口としての
役割や整備方向を検討していき
ます。 

 
◆学研奈良登美ヶ丘駅周辺の

魅力ある拠点整備の推進 

・ 近鉄けいはんな線の始発駅であ
る学研奈良登美ヶ丘駅の周辺
は、快適で利便性の高い交通網
を充実させ、中高層住宅と日常
生活の利便施設を誘導すること
により更なる活性化に向けて質
の高い拠点整備を、隣接する奈
良市と協議しながら進めていき
ます。 

 
◆白庭台駅周辺の魅力ある拠

点整備の推進 

・ 大規模住宅開発地内の白庭台駅
周辺は、良好な住環境の維持増
進を図ります。 

 
◆南生駒駅周辺の魅力ある拠

点整備の推進 

・ 南地区での唯一の地域拠点であ
る南生駒駅周辺については、地
域拠点にふさわしい賑わいと魅
力ある市街地の形成を進めま
す。 

 
◆地域拠点を支える都市基盤

の整備・充実 

・ 地域拠点へのアクセスを向上さ
せるため、周辺からのアクセス
道路網や歩道の整備・充実、バ
リアフリー化、駐車・駐輪施設
など、地域の課題に応じた公共
施設等の整備を、環境に配慮し
つつ図ります。 

 

 
 

◆身近な生活支援・交流拠点
の形成 

・ 主要な鉄道駅周辺で、各種生活
利便施設や公共施設等が立地し
ている地区について、日常生活
支援機能の維持と充実を図りま
す。 

 
◆個性と魅力ある拠点の形成 

・ ゆとりある歩行空間や公共空間
と良好な景観形成を図り、特色
ある地域資源のネットワーク化
により、歩き回れる、地域に愛
される拠点の形成を図ります。 

 
◆まちなか居住と住み替え支

援 

・ 民間等の連携により拠点地区内
の空地・空家の利用や住み替え
への支援等を行います。 

 
◆良好な市街地の形成 

・ 住宅、店舗等が密集している既
成市街地については、地区計画
制度や市街地整備等を誘導し、
環境に配慮した良好なまちなみ
の形成を進めます。 

・ 良好なまちなみ形成を目指し、
協調・共同建替え等の新たな制
度の創設を図ります。 

・ 建替えに伴い、狭い道路の拡幅、
セットバックや、オープンスペ
ースの確保など、居住環境の向
上を促進します。 

 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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③ 産業拠点の整備・誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

◆地域と企業等との連携促進 

・ 学研高山第1工区の交流施設の
利用促進や、学研都市関係者と
市民等の様々な交流の充実や情
報発信等の支援を図ります。 

・ 企業見学等、地域に開かれた企
業活動の促進をめざし支援を図
ります。 

・ 企業の地域貢献活動の拡充をめ
ざし、取組みのＰＲ等の企業活
動を支援します。 

 
◆大学院大学や企業との連携

強化 

・ 奈良先端科学技術大学院大学や
企業と地域との連携強化につな
がる取組みを支援します。 

 
◆地場産業振興の取組み 

・ 生駒の伝統的な産業である「茶
筌」を始めとした竹製品の普
及・振興を図るための活動を支
援します。 

 

 

◆周辺環境と調和した産業・
学術拠点機能の立地誘導 

・ 学研高山第１工区では、学研地
区の一層の拠点機能の強化に向
けて、周辺の自然環境や住宅地
などとの調和に留意し、関係機
関との連携のもと、研究開発型
産業等の立地誘導を図ります。 

・ 北田原地区では、周辺の住宅地
や自然環境と調和のとれた土地
利用を図るとともに、適切な関
連都市基盤（道路・下水道等）
の整備などを環境に配慮しつつ
行います。 

・ 企業立地促進に向け、公共交通
（バス）の利便性を高めます。 

・ 企業の移転情報を把握し、立地
要望が出た際に紹介できる仕組
みづくりを推進します。 

 
◆産業拠点を支えるアクセス

道路の強化 

・ 企業誘致を促進するため、国道
163 号バイパス、北田原南北線
の幹線道路の整備を進めます。 

 

 

◆周辺環境と調和した産業機
能の立地誘導 

・ 研究開発型産業地への企業立地
促進に向けて、優れた立地性や
支援制度等の各種情報を積極的
に発信するとともに、周辺地域
と調和した環境整備に努めま
す。 

 
◆生産環境を保全する土地利

用の誘導 

・ 研究開発型産業地において住宅
地開発を進める際には、近接す
る工場等の活動と市民生活が共
存できるよう、区域内に空地を
設けるなど、周辺環境に配慮し
た指導に努めます。 

 
◆「産・学」連携の取組み 

・ 新規事業の創出や企業立地の促
進、既存企業の活性化を図るた
め、企業・大学院大学・行政と
の連携を促進します。 

 
 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

 ◆ユニバーサルデザインのま
ちづくりの推進 

・ 全ての人が安全で快適に公共施
設等を利用できるようユニバー
サルデザインに配慮した整備を
進めます。 

・ 快適な歩行空間を確保するた
め、自転車等放置禁止区域に指
定し、放置自転車の撤去を行い
ます。 

 

◆土地の有効・高度利用の推
進 

・ 交通の利便性を活かした都市型
住宅地を誘導するため、地域の
特性に応じ、土地の有効・高度
利用を図るための規制の緩和に
ついて検討します。 

 

 

◆乗り換え利便性の向上 

・ 公共交通の利用促進と地域拠点
における交流等の賑わい強化に
向けて、乗り換え利便性の向上
等の電車とバスを利用しやすい
交通環境づくりを進めます。 

 
 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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２） 住宅地の整備・誘導の方針 
① 拠点駅周辺の都市型住宅等の整備・誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生駒の良好な住宅地ブラン
ドの発信の取組み 

・ 生駒の良好な住宅地としての魅
力やブランドイメージについ
て、情報の共有化や発信、人材
交流、考える場づくり等の取組
みを支援します。 

 
◆良好な地域づくりへの取組

み 

・ 環境に配慮した良好な住環境の
維持・向上に向けて、地域住民
が学んだり話し合ったりする自
治会等の活動について、情報発
信や相談など支援を図ります。 

 
◆地区計画等のまちづくりの

取組み 

・ 環境に配慮した良好な住環境の
維持や一層の魅力向上に向け
て、地区計画制度や景観法等の
活用促進をめざし、各種情報の
提供や相談、専門家派遣、人材
交流など、地域住民の一体とな
った取組みや人材育成を支援し
ます。 

 
◆地域の緑化促進 

・ 住宅地の公共の場や、宅地内に
ついて、住民による緑化活動を
支援します。 

 
◆住民主体のまちづくり活動 

・ 住民主体の、まちづくりの活性
化につながるよう活動の支援を
行います。 

 
◆情報発信の取組み 

・ 民間等との連携により、市街地
内の空地・空家の利用や住み替
え支援等に係る情報発信を行い
ます。 

 

◆都市基盤の整備 

・ 交通の利便性を活かし、都市型
住宅を誘導するため、拠点駅周
辺地区などでは民間開発と連携
し、地域特性に応じた都市基盤
の整備を進めます。 

 
 

◆利便性の高い中高層住宅の
誘導 

・ 拠点駅周辺地区等において、地
域特性を踏まえつつ、市街地整
備事業や地区計画制度等を活用
し、商業・文化・交流等の賑わ
い機能やゆとりある空間、質の
高い景観を有した、良好で利便
性の高い中高層住宅を誘導しま
す。 
 

◆高齢社会に備えたまちなか
居住の誘導 

・ 生活支援サービス機能の集積が
あり、公共交通の利便性が高い
駅周辺の市街地において、空
地・空家等を活かした魅力ある
高齢者向け住宅や、医療・介護
機能付帯型の住宅、高齢者専用
住宅等の立地誘導と、郊外との
住み替え支援等を検討し、高齢
者等のまちなか居住の促進に努
めます。 
 

◆情報発信の取組み 

・ 民間等との連携により、市街地
内の空地・空家の利用や住み替
え支援等に係る情報発信を行い
ます。 
 

◆環境に配慮した住まいづく
りの誘導 

・ 住宅の省エネルギー化や太陽光
発電システムの導入促進など、
環境にやさしい住宅施策を一層
推進・誘導します。 
 

◆協議･調整のまちづくり 

・ 開発事業に際しては、より良い
まちづくりに向けて、計画の初
期段階から市民が参加できるよ
う、仕組みづくりを行います。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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② 既成市街地・進行市街地の住宅地の整備・誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生駒の良好な住宅地ブラン
ドの発信の取組み 

・ 生駒の良好な住宅地としての魅
力やブランドイメージについ
て、情報の共有化や発信、人材
交流、考える場づくり等の取組
みを支援します。 

 
◆良好な地域づくりへの取組

み 

・ 良好な住環境の維持・向上に向
けて、地域住民が行う活動につ
いて、情報発信や相談など支援
します。 

・ 市民がお互いに快適に住むため
の生活上のルールについて、み
んなで確認し話し合い、守って
いくための情報発信や学習機会
の提供について支援します。 

・ 高齢者が、住み慣れた地域・住
宅で、安心・安全な生活が送れ
るよう、耐震改修やユニバーサ
ルデザインに配慮した、住宅の
改良等を支援します。 

 

◆地区計画等のまちづくりの
取組み 

・ 良好な住環境の維持や一層の魅
力向上に向けて、地区計画制度
や景観法等の活用促進をめざ
し、各種情報の提供や相談、専
門家派遣、人材交流など、地域
住民の一体となった取組みや人
材育成を支援します。 

 
◆地域の緑化促進 

・ 住宅地の公共の場や、宅地内に
ついて、住民による緑化活動を
支援します。 

 
◆住民主体のまちづくり活動 

・ 住民主体の、まちづくりの活性
化につながるよう活動の支援を
行います。 

 
 

◆良質な低層住宅地としての
ブランドイメージの維持・
増進 

・ 大規模な住宅開発などにより既
に良好な居住環境が整備された
地区や、高度成長期に開発され
た大規模住宅団地では、地区計
画制度や景観法等の活用促進を
図り、良質な居住環境の維持・
向上を図ります。 
 

◆地区計画等の活用 

・ 良好な住宅・住宅地を維持・保
全するため地区計画制度の活用
を進めます。 
 

◆良質な低層住宅地としての
ブランドイメージの維持・
増進 

・ 大規模な住宅開発などにより既
に良好な居住環境が整備された
地区では、地区計画制度や景観
法等を活用して、住宅地として
の用途純化、敷地の細分化の防
止、地域の魅力を高める緑化推
進、良質な景観誘導など、地域
の特性に応じた市民主体のルー
ルづくりと、豊かで持続性のあ
る居住環境の育成を図ります。 
 

◆成熟した大規模住宅団地のエ
リアマネジメントの取組み 

・ 成熟した大規模住宅地や既成市
街地において、住民が主体に地
域の活性化や防犯対策、既存ス
トックの有効活用、維持管理な
ど、快適な地域づくりに継続的
に取組むエリアマネジメントの
活動について支援と誘導を図り
ます。 
 

◆既成市街地の居住環境の改善 

・ 都市基盤が十分に整備されてい
ない既成市街地では、地区計画
制度や市街地整備等により、公
園などの公共施設の整備を誘導
します。 

・ 良好なまちなみ形成をめざし、
協調・共同建替え等の新たな制
度の創設を図ります。 

・ 建替えに伴い、狭い道路の拡幅、
セットバックや、オープンスペ
ースの確保など、居住環境の向
上を促進します。 
 

◆未利用地を活かした、ゆと
りある住宅地の整備・誘導 

・ 市街化区域内の宅地化農地や未
利用地は、地区計画制度等を活
用し、地域の合意形成を進めな
がら、都市基盤の伴った宅地整
備の誘導とともに、自然や田園
環境との共生をめざした、ゆと
りある良好な居住環境の形成を
誘導していきます。 
 

◆環境に配慮した住まいづく
りの誘導 

・ 住宅の省エネルギー化や太陽光
発電システムの導入促進など、
環境にやさしい住宅施策を一層
推進・誘導します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 
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◆災害危険地の土地利用の仕
組み 

・ 急傾斜地や活断層線上の土地利
用については、土砂災害や地震
の被害を防ぐための仕組みを検
討します。 

 

 

◆情報発信の取組み 

・ 民間等との連携により、市街地
内の空地・空家の利用や住み替
え支援等に係る情報発信を行い
ます。 

 

 
 

◆安全・安心な住宅地づくり
の誘導 

・ 新たな住宅地開発等では、減災
や防犯に配慮した安全・安心な
住宅地開発を指導・誘導します。 

・ 新たな住宅地開発等では、日常
のコミュニティと災害時の機能
も考慮した親しめる緑地や集ま
れる公園とするよう指導・誘導
します。 
 

◆公共交通サービスの検討 

・ 公共交通サービスの空白地域に
おいては、高齢者を含め、車の
利用が難しい方々が移動しやす
い環境づくりをめざします。 

・ 費用対効果も充分に配慮しなが
ら、地域住民やバス・タクシー
事業者などとともに、コミュニ
ティバスや乗合タクシーなどの
具体的な方策について検討を進
めます。 
 

◆協議･調整のまちづくり 

・ 開発事業に際しては、より良い
まちづくりに向けて、計画の初
期段階から市民が参加できるよ
う、仕組みづくりを行います。 
 

◆学研高山第 2 工区のまちづ
くり 

・ 学研高山第 2 工区は、関係機関
との連携のもと将来の方向性に
ついて検討・調整します。 
 

◆情報発信の取組み 

・ 民間等との連携により、市街地
内の空地・空家の利用や住み替
え支援等に係る情報発信を行い
ます。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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１） 道路・交通体系の方針 
① 幹線道路網の整備・誘導 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 都市施設の整備・誘導の方針 

◆幹線道路網の整備 

・ 道路ネットワークを効果的なも
のにするため、隣接市町と調整
のうえ、都市計画道路の整備を
計画的に進めます。 

（高山富雄小泉線・奈良西幹線、
国道 163 号バイパス線など） 

・ 交通事故多発地域における道路
改良や、交通安全施設の整備な
ど、円滑な交通処理の対策を図
ります。 

・ 円滑な道路交通を確保するため
渋滞交差点の解消を図ります。 

 
◆公共交通拠点へのアクセス

強化 

・ 生駒駅周辺の都市計画道路な
ど、都市拠点を支え、公共交通
の利用促進を促すアクセス幹線
道路について、整備を図ります。 

・ 学研北生駒駅など、主要拠点駅
へのアクセスを向上させるた
め、地域の課題に応じて、周辺
からのアクセス道路網や歩道の
整備・充実等を図ります。 

 
◆拠点駅での交通結節点の機

能強化 

・ 都市拠点や地域拠点では、地域
の特性に合わせ、利用者の立場
を考慮した整備を進めます。 

 
◆環境に配慮した道路整備の

実施 

・ 幹線道路等の整備にあたって
は、透水性舗装や低騒音舗装を
行うなど、環境に配慮した整備
を推進します。 

 

 

◆意識啓発への取組み 

・ 道路・交通対策等に関し、地球
環境問題への配慮や道路交通の
円滑化の観点から、公共交通利
用への転換を示すなど、市民の
意識啓発のための情報発信を図
ります。 

 
 

◆都市計画道路網のあり方検
討 

・ 長期にわたって事業未実施区間
がある都市計画道路について、
交通機能や本市まちづくり計画
を基に現在決定している都市計
画道路の必要性を検証し、存
続・変更・廃止などの見直しを
進めます。 

 
◆公共交通サービスの検討 

・ 公共交通の利用を促進するとと
もに、地球環境への影響を配慮
し、ノーマイカーデーや駅周辺
へのマイカー乗り入れ規制の導
入について、関係機関とも連携
し、導入の効果や影響なども考
慮しながら、導入地区の検討を
進めます。 

 
 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 
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② 公共交通の利用促進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆公共交通拠点へのアクセス
強化 

・ 生駒駅周辺の都市計画道路な
ど、都市拠点を支え、公共交通
の利用促進を促すアクセス幹線
道路について、整備を図ります。 

・ 学研北生駒駅など、主要拠点駅
へのアクセスを向上させるた
め、地域の課題に応じて、周辺
からのアクセス道路網や歩道の
整備・充実等を図ります。 

 
◆拠点駅での交通結節点の機

能強化 

・ 都市拠点や地域拠点では、地域
の特性に合わせ、利用者の立場
を考慮した整備を進めます。 

 

◆交通需要マネジメントの推
進 

・ 自家用車を利用する市民が、交
通手段やその利用方法を工夫し
て、交通混雑を緩和するための
モビリティマネジメントシステ
ムの構築に向け、その制度の構
築をめざします。 

 
 

◆意識啓発への取組み 

・ 道路・交通対策等に関し、地球
環境問題への配慮や道路交通の
円滑化の観点から、公共交通利
用への転換を示すなど、市民の
意識啓発のための情報発信を図
ります。 

・ 市民の公共交通サービスに関す
る施策のあり方や利用促進への
意識を啓発するために、公共交
通サービスの状況や利用情報な
ど、情報の発信を図ります。 

 
◆公共交通の利用促進の取組

み 

・ 鉄道・バス等の公共交通や、駅・
バス停周辺の施設などについ
て、利用情報を収集し発信する
ことで、誰もが公共交通を利用
しやすい環境づくりにつなが
る、市民の自主的な取組みを支
援します。 

・ 公共交通利用への意識付けや利
用促進につながる、市民が自主
的に進めるイベント開催等への
取組みに対し、支援を図ります。 

 
 

◆公共交通サービスの検討 

・ バス・鉄道をはじめとする公共
交通サービスの維持・充実につ
いて、関係機関との連携のもと、
取組みを検討し、利便性の向上
をめざします。 

・ 公共交通サービスの空白地域に
おいては、高齢者を含め、車の
利用が難しい方々が移動しやす
い環境づくりをめざします。 

・ 費用対効果も充分に配慮しなが
ら、地域住民やバス・タクシー
事業者などとともに、コミュニ
ティバスや乗合タクシーなどの
具体的な方策について検討を進
めます。 

・ 地球環境問題への配慮や道路交
通の円滑化を図るために、関係
機関とも連携しながら、バスの
運行状況などの情報提供の方策
について、関係機関と協議を行
います。 

・ 公共交通の利用を促進するとと
もに、地球環境への影響を配慮
し、ノーマイカーデーや駅周辺
へのマイカー乗り入れ規制の導
入について、関係機関とも連携
し、導入の効果や影響なども考
慮しながら、導入地区の検討を
進めます。 

 
◆地域の生活交通の維持や活

性化 

・ 地域の生活交通のあり方を検討
するため、市民・交通事業者・
行政などで構成する生駒市地域
公共交通活性化協議会を設置
し、具体的な取組みなどを協議
します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 
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③ 駐車・駐輪対策との自転車利用の促進 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆駅周辺の駐車・駐輪対策の
推進 

・ 生駒駅・東生駒駅周辺を違法駐
車等防止重点地域に指定し、交
通指導員による巡回・啓発活動
を推進します。 

・ 生駒駅前北口第２地区再開発事
業と併せて、駐車場の拡充を図
ります。また、各鉄道駅周辺に
ついて、空地等を活用しつつ、
関係機関と連携しつつ、地域の
実情・課題に応じた駐車・駐輪
施設の充実を図ります。 

・ 生駒駅・東生駒駅・白庭台駅・
学研北生駒駅周辺において、自
転車等放置禁止区域に指定し、
放置自転車等の撤去を行いま
す。 

・ 学研奈良登美ヶ丘駅周辺につい
ても奈良市と調整の上、禁止区
域指定について検討します。 

 
 

◆迷惑駐車等の抑制に関する
取組み 

・ ボランティアによる迷惑駐車・
駐輪等の取締まりを支援・推進
します。 

 
 

 

◆快適でゆとりある歩行者空
間の確保 

・ 歩道に建物等のセットバックを
加え、宅地内緑の充実により、
快適で楽しめる歩道の整備に努
めます。 

 
◆駅及び駅周辺のユニバーサ

ルデザインの推進 

・ 公共交通機関の利便性と安全性
の向上のため、鉄道事業者や関
係機関と連携しながら駅とその
周辺をユニバーサルデザインに
配慮した整備を進めます。 

 
◆自転車の利用促進 

・ マイカー利用のみに頼らない生
活スタイルの普及をめざし、乗
車マナーの向上と併せて、自転
車通行空間の充実や、電動アシ
スト自転車の普及支援、レンタ
サイクルの活用促進、自転車シ
ェアリングの支援など、環境に
やさしい自転車利用を促進する
取組みを行います。 

・ CO2 削減の手段の一つとして、

公共交通の利用を促進するた

め、駅だけでなくバス停におけ

る駐輪施設の整備についても調

査します。 

 

 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 
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２） 公園緑地・河川の整備・誘導の方針 
① 公園緑地の整備・誘導 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆花と緑あふれるまちづくり 

・ 開発等における緑化基準を適切
に運用するとともに、地区計画
制度や景観法等を活用し、緑地
の確保や緑化の推進に努めま
す。 

 
◆公共施設等の緑化推進 

・ 公共施設等の公共用地や幹線道
路の緑化推進を図るなど、緑の
環境に配慮した公共事業を推進
します。 

・ 都市拠点や地域拠点では、民間
開発と連携し、地域の「顔」に
ふさわしい緑化の推進に努めま
す。 

 
◆既存公園の適正な管理 

・ 既存の公園については、だれも
が安心して利用できるよう、園
内のバリアフリー化や設備の更
新を行うなど、適正な管理に努
めます。 

 
◆身近な公園環境の充実 

・ 借地公園制度などを活用し、地
域のニーズを踏まえた公園・緑
地空間の整備に努めます。 

・ 自然・田園、歴史文化等、既存
の地域資源を活かすための、景
観、レクリエーション機能の充
実を図ります。 

・ まとまった規模の既存の公園の
災害時や復旧時の利用のあり方
について、個々の公園の特性を
考慮しながら検討し、緊急避難
や物資収容等に資する空間の確
保に努めます。 

 
 

◆花と緑あふれるまちづくり 

・ 「生垣助成制度」や「花と緑の
わがまちづくり助成制度」など
の活用促進を図ります。また、
花と緑の景観まちづくりコンテ
スト等による優良緑化事例の顕
彰など、花と緑あふれる暮らし
環境が身近に増えていくような
取組みを支援します。 

・ 地域住民の創意工夫による個性
的な緑化の取組みを拡充するた
め、支援方策の充実について検
討します。 

 
◆歩行空間の確保 

・ 歩いて楽しい歩行空間の確保に
向け、“花と緑の景観まちづく
り”など、地域においてそれぞ
れ特色ある取組みを進めます。 

 
◆市民による管理運営・維持 

・ 市民が責任を持って、地域の特
性やニーズに対応した公園等の
緑化推進や保全、及び街路樹や
緑地帯の管理を行う制度（アダ
プト制度）の導入を図ります。 

 
◆既存公園等の利活用促進 

・ 公園・緑地等において、地域で
スポーツ・レクリエーション活
動が活発に行われるような組織
づくり、環境づくり等の取組み
を支援していきます。 

 
◆意識啓発の取組み 

・ まちなかの緑化に資するリーダ
ーや人材育成について、「花と
みどりの楽校」や「いこま塾」
等の学習機会の拡充や、交流・
連携を支援します。 

 
 
 

◆拠点地区における緑化推進 

・ 都市拠点や地域拠点では、関係
住民との合意形成を図り、市街
地開発事業や地区計画制度等を
活用し、ゆとりある公共空間の
確保や、地域の「顔」となる緑
地・緑化環境の形成を図ります。 

・ 各拠点における緑地・緑化環境
の整備については、それぞれの
地域特性や周辺の既存資源の特
性を十分に踏まえた個性的なも
のとし、各拠点がその個性を競
うような魅力ある整備を誘導し
ていきます。 

 
◆幹線道路における緑化推進 

・ 幹線道路では、周辺住民の合意
形成を図りながら、“花と緑の
シンボル”となるよう、積極的
な緑化に取り組むとともに、適
切な維持管理や周辺美化に取り
組みます。 

 
◆公園緑地等を活かした市民

の自主的な取組み 

・ 地域の方々が身近な公園に愛着
を持って利用し、将来にわたり
育めるよう公園づくりを支援す
る「コミュニティパーク事業」
の促進を図ります。 

・ 「緑の市民委員会」や「花好き・
自然好き市民交流サロン」など、
地域住民と行政がともに公園・
緑地の管理・利用や花と緑を通
したまちづくりについて話し合
える場や機会をつくります。 

 
◆緑の基金を活用した緑化推

進の拡充 

・ 「生駒市みどりの基金」を PR
して寄附金を募り、基金を活用
した緑化推進事業を拡充しま
す。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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② 河川の整備 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆うるおいある水辺環境の保
全・形成 

・ 富雄川・竜田川では、多様な生
物が生息できる多自然型川づく
りの整備を行うとともに、生物
の生息域として環境保全に努め
ます。 

・ 竜田川の河川整備に併せて、河
川堤防等を利用した遊歩道や親
水公園の整備に努めます。 

・ 生活排水対策や水量確保、浄化
対策など、適切な取組みを検討
し、良好な水辺環境の育成を進
めます。 

・ 河川景観の保全と市民の憩いの
場としての魅力の向上を図るた
め、竜田川の桜並木や、富雄川
のコスモスに代表されるような
取組みを今後も継続して行って
いきます。 

 

◆水辺を楽しむ取組み 

・ 市民が自主的に水辺を楽しむ
場、モデルルート、楽しみ方等
を企画・提案・情報発信する取
組みについて、支援を行います。 

・ 市民が自主的に企画・開催する、
自然体験等の交流イベントの取
組みについて、支援を行います。 

 
◆良好な水辺環境の保全・活

用 

・ 市民等の、自然環境に配慮した
身近な水辺環境の推進活動を支
援します。また、関連団体等の
交流と連絡調整を支援していき
ます。 

 
◆市民等による管理運営・維

持 

・ 市民が責任を持って水辺に親し
む河川環境の形成や、維持管理
等を行う仕組み（アダプト制度
等）の導入を図ります。 

 
◆意識啓発の取組み 

・ 自然的環境を活かすリーダーや
人材育成について、「花とみど
りの楽校」や「いこま塾」等の
学習機会の拡充や、交流・連携
を支援します。 

 
 

◆良好な水辺環境の保全・活
用 

・ 自然環境に配慮しつつ、四季が
感じられる水辺の環境美化活動
を推進します。 

・ 流域の地域住民や団体等で、河
川堤防等の除草等清掃活動を促
進します。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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３） 上・下水道等の整備・誘導の方針 
① 上水道の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 下水道の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③ 資源循環型社会の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆水の有効利用の推進 

・ 水の大切さや、日頃からの節水
と給水装置の適正な維持管理に
ついて、市民が自主的に行う学
習活動等について支援を図りま
す。 

 

◆水道ビジョンに基づく安
全・快適な水の供給の推進 

・ 安定した水道水の供給を図るた
め、将来の企業立地動向と需要
を踏まえつつ、水道水源の確保
を図ります。 

・ 水質の維持・浄水技術の向上の
ため、浄水場の統合・改良を進
めます。 

・ 災害時でも安定した水道水供給
が行えるよう、施設の耐震化及
び設備の改良を図ります。 

 
◆雨水の有効利用の推進 

・ 地球環境にやさしい施策の一つ
として、雨水などの有効利用に
向けての調査を実施します。 

◆水の有効利用の推進 

・ 水の大切さを理解し、日頃から
の節水と給水装置の適正な維持
管理について、啓発・指導を図
ります。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

◆資源循環型社会の構築にむ
けた支援 

・ ごみの減量化・発生抑制・リサ
イクルの促進に向けて、市民へ
の啓発活動や情報提供を行いま
す。 

・ ごみの不法投棄を防止するた
め、市民への啓発等の情報発信
や学習の機会の充実を支援しま
す。 

・ 市民が自主的に行う、環境美化
の取組みを支援します。 

 

◆資源循環型社会の推進 

・ 資源ごみの適正な分別・回収を
行うシステムの整備を行うとと
もに、リサイクル拠点の整備を
推進します。 

 
◆処理施設の管理運営 

・ 清掃リレーセンター及び清掃セ
ンターの処理能力の維持・向上
を図りながら、施設の適正な管
理・運営に努めます。 

 

◆資源循環型社会の推進 

・ 環境にやさしいバイオディーゼ
ル燃料（BDF）の利活用の促進
に向けて取組みます。 

・ 新たなエネルギー（バイオマス、
太陽光・熱、雨水など）を利活
用する取組みを進めます。 

・ ３R（ごみの減量・発生抑制、
再使用、リサイクル）の推進に
向けて、取組みます。 

・ 現在実施している「もったいな
い食器市」をはじめとして、様々
な資源のリユース・リサイクル
の取組みを推進します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 

◆生活排水対策の取組み 

・ 下水道への接続、合併処理浄化
槽への転換、浄化槽や宅地内配
水設備の適正な維持管理につい
て、市民への啓発と理解の推進
を図ります。 

 

◆下水道の整備推進 

・ 公共下水道の整備とともに、合
併処理浄化槽などの生活排水処
理施設の設置を促進し、快適な
生活環境づくりと河川水質の向
上を図ります。 

・ 竜田川浄化センター、山田川浄
化センターや下水道管渠などの
下水道施設の適正な維持・管理
を図ります。 

 

◆生活排水対策の取組み 

・ 下水道への接続、合併処理浄化
槽への転換、浄化槽や宅地内配
水設備の適正な維持管理につい
て、指導・誘導を図ります。 

 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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① 自然的環境の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 自然的環境の保全・形成の方針 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 

◆良好な自然的環境の保全 

・ 絶滅危惧種・希少種の保護を進め
ます。 

・ 本市の景観に関する特性を踏ま
え、景観形成の基本目標である
「自然と都市が調和した景観ま
ちづくり」をめざした景観計画・
景観条例を策定し、良好な自然的
環境・景観の保全に向けて適切な
運用を推進します。 

 
◆良好な田園環境の保全 

・ のどかな田園環境を形成してい
る、農地の保全を図るため、遊休
農地活用事業等の活用を促進し
ます。 

・ 市街地内の良好な農地について、
生産緑地の新たな指定拡大を検
討し、身近な農地の保全を進めま
す。 

・ 新たな農地保全の仕組みの充実
をめざします。 

 

◆防災に資する自然的環境の保
全 

・ 災害の抑制を図るため、災害の危
険性のある自然地等の保全を図
ります。 

 

◆良好な自然的環境の情報発信 

・ 自然・田園環境に対する保全意識
の高揚と、市民参加を促進するた
め、自然環境等の調査を実施しま
す。 

 
◆鳥獣被害の対策 

・ 農地の保全と産業振興を図るた
め、鳥獣被害を抑制する取組みを
推進していきます。 

 

◆山林・里山を守る取組み 

・ 市街化区域内の樹林の保全・活
用など、緑を保全するための「樹
林地バンク制度」の促進を図り
ます。 

・ 里山の優れた自然環境を維持・
保全するため、市民等が行う草
刈りや間伐等の取組みについて
支援します。 

 
◆田園環境を守る取組み 

・ 高齢化と担い手不足により、遊
休農地化しないような市民の取
組みを支援します。 

・ 農地の保全につながる営農意欲
高揚のための地産地消等の市民
の取組みを支援します。 

 
◆環境の保全・美化を図る取

組み 

・ 地域で行う環境の保全・美化を
図る新たな取組みを支援します 

 
◆情報発信の取組み 

・ 環境の保全・美化の重要性につ
いて、広く市民の意識啓発、学
習に資する交流イベントや各種
情報発信の取組みについて支援
します。 

 
◆意識啓発の取組み 

・ 環境の保全や美化に資するリー
ダーや人材育成について、「花
とみどりの楽校」や「いこま塾」
等の学習機会の拡充や、交流・
連携を支援します。 

 
 

市民・行政が共に取組む協働 

◆山林・里山を守る取組み 

・ 地域制緑地による山林の保全に
加えて、市街化区域内の樹林の
保全・活用など、緑を保全する
ための仕組みづくりに取組みま
す。 

・ 市内の自然環境を把握し、その
保全を図るための取組みを推進
します。 

 
◆田園環境を守る取組み 

・ 農地の保全・活用につながる遊
休農地活用事業や市民農園事業
を促進します。 

・ 市街化調整区域内の幹線道路等
の沿道における土地利用につい
ては、周辺の自然景観と調和す
るよう指導、誘導、協議を行い
ます。 

・ 市街化調整区域では、無秩序な
土地利用を防ぐとともに、自然
環境・農地等の保全を図り、既
存集落の環境整備を進め、秩序
ある土地利用を誘導します。 

 
◆環境の保全・美化を図る取

組み 

・ 地域で行う清掃活動や美化活
動、ゴミの不法投棄のパトロー
ル等の取組みを促進します。 
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② 自然的環境の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自然等を楽しむ取組み 

・ 市民が自主的に自然（山林・里
山、水辺）・田園等の地域資源
を楽しむ場、モデルルート、楽
しみ方等を企画・提案・情報発
信する取組みについて、支援を
行います。 

・ 市民が自主的に企画・開催する、
自然体験等の交流イベントの取
組みについて、支援を行います。 

 
◆田園環境に親しむ制度等の

活用促進 

・ 身近な農地に親しむ環境・機会
の充実と、遊休農地等の活用促
進を図るため、遊休農地活用事
業の推進を図ります。 

 
◆良好な水辺環境の保全・活

用 

・ 市民等の、自然環境に配慮した
身近な水辺環境の推進活動を支
援します。また、関連団体等の
交流と連絡調整を支援していき
ます。 

 
◆市民等による管理運営・維

持 

・ 市民が責任を持って水辺に親し
む河川環境の形成や、維持管理
等を行う仕組み（アダプト制度
等）の導入を図ります。 

 

◆意識啓発の取組み 

・ 自然的環境を活かすリーダーや
人材育成について、「花とみど
りの楽校」や「いこま塾」等の
学習機会の拡充や、交流・連携
を支援します。 

 
 

 

◆多彩な自然等に親しむ交流・レ
クリエーション環境・機会の充
実 

・ 里山の環境保全の意義や効用を学
び、自然と共生する心が育まれるよ
うな環境学習や、保全の取組みに係
るカリキュラムの充実を図ります。 

 
◆うるおいある水辺環境の保

全・形成 

・ 富雄川・竜田川では、多様な生物が
生息できる多自然型川づくりの整
備を行うとともに、生物の生息域と
して環境保全に努めます。 

・ 竜田川の河川整備に併せて、河川堤
防等を利用した遊歩道や親水公園
の整備に努めます。 

・ 生活排水対策や水量確保、浄化対策
など、適切な取組みを検討し、良好
な水辺環境の育成を進めます。 

・ 河川景観の保全と市民の憩いの場
としての魅力の向上を図るため、竜
田川の桜並木や、富雄川のコスモス
に代表されるような取組みを今後
も継続して行っていきます。 

 
 
 

 
 

◆里山環境に親しむ制度等の
活用促進 

・ 身近な里山に親しむ環境・機会
の充実を図るため、市民の森制
度、樹林地バンク制度等を推進
し、協働による整備を行います。 

 
◆自然等を楽しむ取組み 

・ 矢田丘陵遊歩道や生駒山ハイキ
ングコース、くろんど池などの
自然に親しむ地域資源につい
て、適切な維持管理に努めます。 

・ 生駒市全体を野外博物館に見立
てた「生駒フィールドミュージ
アム」の推進により、市内の自
然・田園・歴史文化等の地域資
源を散策できるモデルルートの
策定を図ります。また、生駒ケ
ーブルなどの公共交通機関の利
便性を活かした体験・学習等の
イベント企画等の拡充を図りま
す。 

・ 「生駒山系広域利用促進協議
会」など、広域的な連携による
地域資源の活用に向けた取組み
を促進します。 

 
◆良好な水辺環境の保全・活

用 

・ 自然環境に配慮しつつ、四季が
感じられる水辺の環境美化活動
を推進します。 

・ 流域の地域住民や団体等で、河
川堤防等の除草等清掃活動を促
進します。 

 
 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 

 

市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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４. 都市景観形成の方針 

◆景観法に基づく景観計画や
景観条例の策定と適切な運
用 

・ 本市の景観に関する特性を踏ま
え、景観形成の基本目標である
「自然と都市が調和した景観ま
ちづくり」をめざした景観計
画・景観条例を策定し、その適
切な運用を推進します。 

 
◆景観に配慮した公共事業の

実施 

・ 良好な景観の形成に重要な要素
となる道路、河川、公園など公
共施設については、庁内関係部
署の連携を強化するとともに、
国や県等と連携することによ
り、周辺景観と調和した整備に
努めます。 

 
◆景観配慮地区の指定 

・ 良好な住宅地や河川敷きなどの
景観上特徴ある地区を景観計画
で景観配慮地区と指定し、良好
な景観の形成方針を定めます。 

 
◆景観形成地区の指定 

・ 景観計画において、生駒駅前北
口再開発地区や幹線道路の沿道
など、景観の形成の具体的な方
策を定める地区を景観形成地区
として指定します。 

 
◆屋外広告物の規制 

・ 良好な景観の形成に向けて重要
な要素となる屋外広告物につい
て、適切な屋外広告物の掲出を
促進するため、奈良県や関係市
町村と連携した取組みを行いま
す。 

 

 

◆生駒の良好な景観を学ぶ取
組み 

・ 生駒らしい景観スポットや良好
な景観資源を発掘することによ
り、景観への関心を高め、市民
一人ひとりが自主的、自律的な
景観形成に取組むことができる
よう様々な学習の場を設けると
ともに、広報紙等による情報発
信を行います。 

 
◆既存制度等を生かした良好

な景観形成 

・ 「生垣助成制度」、「花と緑の
わがまちづくり助成制度」など
の助成や、花と緑の景観まちづ
くりコンテスト等による優良事
例の顕彰などを行い、良好な景
観形成の取組みを支援します。 

 
◆景観を積極的に楽しむ取組

み 

・ 市民が自主的に景観を楽しむ
場、モデルルート、楽しみ方等
を企画・提案・情報発信したり、
自然等の景観体験等の交流イベ
ントを企画・開催する取組みに
ついて、支援を図ります。 

 
◆意識啓発の取組み 

・ 良好な景観の維持・創造に向け
て市民同士の情報交換やグルー
プ形成を進めるため、景観形成
に関する諸活動におけるリーダ
ーや関係団体の育成について、
「花とみどりの楽校」や「いこ
ま塾」等の学習機会の拡充や交
流・連携を支援します。 

 
 
 

◆良好な景観形成に向けての
継続的な取組み 

・ 多くの市民、事業者が協働して
良好な景観づくりに取組んでい
ける方策を、市と市民、事業者
で検討し、生駒市の景観マスタ
ープランとなる景観形成基本計
画を策定します。 

・ 計画策定後も計画の進捗状況を
逐次確認し、必要に応じた計画
の改定が行えるよう継続的に市
と市民、事業者の対話の機会を
設けます。 

 
◆地区景観の向上 

・ 地区単位の良好な景観形成を推
進するため、市と市民、事業者
が協働で景観計画における景観
配慮地区、景観形成地区として
定め、きめ細かなルール作りや、
景観形成に取組みます。 

・ 新たな開発の際には、地区計画
と景観保全型広告整備地区等の
指定により良好な景観形成に努
めます。 

 
◆良好な沿道景観の向上 

・ 幹線道路の沿道を景観計画の広
域幹線沿道地区に指定し、周辺
と調和した沿道景観づくりに努
めます。 

 
◆屋外広告物の適正化 

・ 地域における良好な景観の形成
に向けて、道路などの公共スペ
ースに掲出された違反広告物の
除却などを市と市民が協働で行
い、広告主に対し適正な広告物
の掲出を促します。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 
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１） 都市防災の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 安全・安心のまちづくり方針 

◆市街地の耐震化の取組み 

・ 一般建築物の耐震診断・改修の
支援を継続し、耐震化を推進し
ていきます。 

 
◆地域の安全・安心を知る取

組み 

・ 自分たちが住んでいる地域につ
いて、地域住民が、防災の面で
危険な場所がないか、災害時の
避難活動等の問題はないか等、
安全・安心に係る問題・課題を
調べたり知るような取組みの支
援を図ります。 

 
 

 

◆防災まちづくりの推進 

・ 河川・水路については、地域の
現状と環境に配慮した治水対策
を講じるとともに、竜田川、富
雄川等の一級河川の改修を行っ
ていきます。 

・ 市有建築物の早急な耐震診断と
適切な改修を実施します。 

・ 新たな市街地等の形成を図る際
には、土砂災害や洪水等の発生
危険性を十分に考慮し、規制・
誘導を行います。 

・ 緊急輸送活動の確保、道路交通
の管制体制の整備を、関係機関
との連携を図りながら推進しま
す。 

 
◆減災まちづくりの推進 

・ 災害危険個所の継続調査を進め
るとともに、その結果を踏まえ
つつ、避難場所等の総点検と指
定の見直しを図っていきます。 

・ 大和川流域の総合治水対策とし
て、ため池治水利用施設や雨水
貯留浸透施設の整備を行いま
す。 

・ 市有建築物や避難施設の早急な
耐震診断と適切な改修を実施し
ます。 

・ 災害の抑制を図るため、減災に
資する自然地等の保全を図ると
ともに、防災上問題があり宅地
利用に適さない土地について
は、宅地利用の規制・誘導を検
討していきます。 

・ 防災に関する様々なハザードマ
ップ、危険度マップの作成、配
布等による防災情報の発信を行
います。 

・ 避難所となる公共施設について
は、太陽光発電システムの導入
や、避難所生活を円滑にするた
めのツールを収納した防災コン
テナの増設・配置、スムーズな
避難行動のための避難所への誘
導看板の設置推進など、発災時
の避難所利用に際してのサポー
トを推進します。 

 
 

◆都市基盤の防災対策の取組
み 

・ 上・下水道、電気、ガス、通信
などのライフラインについて、
災害時における被害の軽減を図
るため、耐震化を推進します。 

・ ため池崩壊を未然に防ぐため、
マニュアルシートの作成を指導
し、適切な維持管理を支援して
いきます。 

・ 危険物施設の保安の強化、施設
の保全、耐震化、保安指導の強
化を図ります。 

 
◆市街地の耐震化・不燃化の

取組み 

・ 木造老朽建築物の耐震化の促
進、建物の更新と併せた公園や
オープンスペースの確保、セッ
トバック等による生活道路の拡
幅など、市街地の防災性の向上
を図っていきます。 

 
◆都市の防災構造の強化 

・ 地域内の防火、防災対策の推進、
防災空間、防災拠点の体系的整
備を進めます。 

 
◆避難路沿道の建物の耐震

化・不燃化 

・ 広域避難地や一時避難地への避
難が安全に行われるよう、避難
路沿道建物の耐震化や不燃化を
促進していくための制度につい
て検討します。 

 
◆開発基準による安全な住宅

地の誘導 

・ 減災や防犯に配慮した住宅地開
発を指導・誘導します。 

 
◆貯留・浸透施設の設置 

・ 地域全体で雨水利用について調
査・検証し、雨水流出と抑制の
方策を検討し、下流の浸水被害
軽減に努めます。 

 
 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 
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◆自主防災組織の結成支援 

・ 自主防災組織の結成の推進を図
るとともに、組織化が遅れてい
る地区への情報発信や組織化の
支援を図ります。また、結成さ
れた組織に対して資機材整備の
支援を行います。 

 
◆防災意識の啓発、向上と自

主防災体制の整備強化 

・ 市民・企業の防災意識の向上を
図るため、様々な方法、機会を
通じて、ハザードマップ、災害
危険個所、避難場所、地域防災
計画、防災対策マニュアルなど、
防災に関する情報提供を行いま
す。 

・ 自主防災組織や住民等の防災訓
練への参加促進を図ります。 

・ 安全・安心を守る地域活動のた
めには、必要な情報の提供と収
集が不可欠であり、個人情報保
護との関係に十分留意しつつ、
情報の提供促進につながる意識
啓発等の情報発信や学習機会づ
くりを支援していきます。 

 
◆あいさつ、見守り活動の啓

発 

・ 安全・安心なまちづくりと、市
民の自主的な防災・防犯活動に
つながるあいさつ運動や見守り
活動が進められるよう啓発と支
援に努めます。 

 

 

◆治水・水防対策 

・ 小規模な河川・水路の改修・整
備を計画的・効率的に行い、通
水機能を確保し、治水・水防対
策に努めます。 

 

◆保水能力の向上 

・ 道路等の透水性舗装等により、
雨水の保水能力を高めます。 

 
◆防災に資する自然的環境の

保全 

・ 災害の抑制を図るため、災害の
危険性のある自然地等の保全を
図ります。 

 
◆既存公園の適正な管理 

・ 既存の公園については、だれも
が安心して利用できるよう、園
内のバリアフリー化や設備の更
新を行うなど、適正な管理に努
めます。 

・ まとまった規模の既存の公園の
災害時や復旧時の利用のあり方
について、個々の公園の特性を
考慮しながら検討し、緊急避難
や物資収容等に資する空間の確
保に努めます。 

 
◆防災ボランティア団体、量

販店等との連携促進 

・ 災害時における人材や物資等の
確保や、災害復旧活動を進める
ため、防災ボランティア団体や
量販店等との協定を行い、連携
した防災対策を進めていきま
す。 

 
◆情報提供や伝達体制の整備 

・ 様々な危機事象に対応する計画
マニュアルを作成するととも
に、関係者が想定被害と対策を
シミュレーションし、理解の深
度化と周知徹底を図ります。 

・ 要援護者安否確認支援体制を確
立します。 

・ 行政と地域の諸団体、医療など
の機関と連携した健康ネットワ
ークづくりを推進します。 

 
 

 

◆被害の実態調査 

・ 降雨時における溢水・浸水被害
の実態調査を行い、河川・水路
の改修整備計画の基礎資料とし
ます。 

 
◆災害時応急体制の強化 

・ 地震等災害発生時に、的確な判
断に基づき行動ができるよう、
災害時の情報処理方法や対応を
マニュアル化し、情報システム
として整備します。 

・ 災害時要援護者や観光客も含
め、的確な避難が図れるよう、
要援護者情報の把握に努めると
ともに、関係機関等との連携の
もと、避難・誘導体制の強化を
図ります。 

・ 発災時の活動に必要な様々な技
術、スキルの習得、向上のため、
市民と協働で市民参加型の防災
訓練を実施します。 

 
 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 
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２） その他公共施設等の整備・誘導の方針 
① バリアフリー化と交通安全対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆安全・安心な地域づくりへ
の取組み 

・ 安全・安心な地域づくりに向け
て、地域住民が学んだり話し合
ったりする自治会等の活動につ
いて、支援を図ります。 

・ 各種情報の提供や相談、専門家
派遣、人材交流など、地域住民
の一体となった取組みや人材育
成を支援します。 

 

◆交通安全対策の推進 

・ 交通事故が多発する交差点や危
険個所において、交通安全に寄
与する施設整備を推進します。 

・ 住宅地内の生活道路は、住民が
コミュニティを行う公共空間の
場でもあるため、安全面で問題
がみられる地区については、通
過交通の侵入やスピードの抑
制、ドライバーへの注意喚起等
の交通安全対策を進めます。 
 

◆ユニバーサルデザイン・バ
リアフリー化の推進 

・ 全ての人が安全で快適に公共施
設等を利用できるように、ユニ
バーサルデザインに配慮した整
備を進めます。 

・ 庁舎や学校施設、保育施設など、
各種の公共施設において、高齢
者や障がい者はもちろん、子ど
もや妊婦、ベビーカーが安心し
て移動できるよう、段差の解消
やスロープ・手すりの設置など、
バリアフリー化を図ります。 

・ 生活道路では、全ての人が安
全・安心に歩けるための歩行空
間の整備を進めます。 

・ ユニバーサルデザインに配慮し
た誰でも歩ける安全・安心な歩
道の整備に努め歩行者ネットワ
ークの形成を進めます。 

 

◆道路の交通安全対策の取組
み 

・ 交通事故が多発する住宅地等に
おいて、地域住民との協働のも
と、車両への交通規制や注意喚
起の取組み等を検討していきま
す。 

・ 既成市街地等における、安全面
や防災面で問題がみられる狭あ
いな主要生活道路については、
日常生活における快適で便利な
交通を確保するため、地権者の
協力を得ながら、車両通行規制
による安全な通行の確保、道路
拡幅や歩行空間の整備に努めま
す。 
 

◆民間施設のユニバーサルデ
ザイン・バリアフリー化の
促進 

・ 住宅や店舗等民間の施設におい
ても、奈良県住みよい福祉のま
ちづくり条例に基づき、ユニバ
ーサルデザイン・バリアフリー
化の指導を進めます。 
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② 福祉のまちづくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆安全・安心な地域づくりへ
の取組み 

・ 安全・安心な地域づくりに向け
て、地域住民が学んだり話し合
ったりする自治会等の活動につ
いて、支援を図ります。 

・ 各種情報の提供や相談、専門家
派遣、人材交流など、地域住民
の一体となった取組みや人材育
成を支援します。 
 

◆地域主体の健康づくり 

・ 地域の周辺にある身近な緑地の
管理などの活動や、地域が主体
に開催する「歩こう会」などの
催しを通した住民の自主的な健
康づくり活動が進められるよう
支援します。 
 

 

◆中核的な医療施設の設置推
進 

・ 二次救急医療などを担う地域の
中核的な病院の設置を図りま
す。 

 

◆高齢者福祉等の支援環境の
充実 

・ 自治会等と連携し、「高齢者サ
ロン」の活動推進を図ります。 

・ 地域福祉活動のための拠点整備
を支援し、住民の福祉活動への
参加や地域の交流を促進しま
す。 
 

◆子育て支援環境の充実 

・ 宅地開発が進む地域で増加する
保育需要に対応するため、私立
保育所の開設を支援し、待機児
童の解消を図ります。 

・ 子育て支援に関する研修会や育
児教室などの各種教室など、誰
もが子育てに興味を持ち参加で
きるような機会を拡大します。 
 

◆各種交流環境の充実 

・ 身近で日常的な交流環境（高齢
者福祉、子育て支援、コミュニ
ティ活性化）等の充実に向けて
は、地域の空地・空家の活用な
ど、地域住民ニーズを踏まえつ
つ、有効な取組みを誘導・促進
していきます。 
 

◆安心して暮らせる住宅供給
の促進 

・ 介護サービス付きの住宅やグル
ープホーム等、高齢者や障がい
者も安心して暮らすことのでき
る住宅供給を福祉施策と連携し
促進します。 

 

行政施策の推進（ハード・ソフト両面） 市民の取組みへの支援 市民・行政が共に取組む協働 
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 資料編；２ 計画策定の経緯 
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１．計画策定の体制 

 
本市の今後のまちづくりにおいて重要な位置づけがなされる「生駒市都市計画マスタープラン」及び「生駒市景

観計画」について、連携を図りつつ、同時期に策定を図るため、市民代表および学識経験者を含む「生駒市都市

計画マスタープラン及び景観計画策定委員会」を設置し、議論を重ね、策定を行いました。 

検討に際しては、それぞれの個別計画について、必要に応じて、より詳細な検討・協議を行うため、当該委員で

構成された「専門部会」を別途設置し、個別に議論を重ねてきました。 

 

生駒市都市計画マスタープラン及び景観計画策定委員会 委員 
選出区分 氏  名 役  職 専門部会 

会長 増田 昇 
大阪府立大学大学院教授 
都市計画審議会会長 

 

副会長 久 隆浩 近畿大学教授 
総合計画審議会会長代理 

景観計画 
（部会長） 

副会長 田中 みさ子 
大阪産業大学准教授 
都市計画審議会委員 

都市計画マスタープラン 
（部会長） 

学識 
経験者 

松村 暢彦 大阪大学大学院准教授 
都市計画マスタープラン 
（副部会長） 

今井 良広 元アジア防災センター研究部参事 
（国際復興支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事務局復興専門官） 

都市計画マスタープラン 

下村 泰彦 
大阪府立大学大学院准教授 
緑の市民委員会副委員長 

景観計画 
（副部会長） 

嘉名 光市 大阪市立大学大学院准教授 景観計画 

団体代表 

井上 良作 生駒市農業委員会副会長 都市計画マスタープラン 

大原 曉 生駒商工会議所専務理事 景観計画 

城山 英章 生駒市自治連合会代表 都市計画マスタープラン 

樽井 雅美 元環境基本計画策定委員会委員 景観計画 

戸川 和良 近畿日本鉄道㈱専務取締役 都市計画マスタープラン 

福本 良平 奈良県建築士会会長 景観計画 

公募市民 

荒井 尊弘 公募市民 都市計画マスタープラン 

植田 冽 公募市民 景観計画 

大西 健夫 公募市民 景観計画 

筋原 祐子 公募市民 都市計画マスタープラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
策定委員会の開催状況 
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２．都市計画マスタープランの策定の経緯 

 
年 月 日 会議・調整等 

平成 20 年 11 月 26 日 第１回庁内検討委員会 

平成 21 年 1 月 28 日～2 月 9 日 市民意識調査 

 4 月 16 日 第２回庁内検討委員会 

 5 月 1 日 第１回都市計画マスタープラン及び景観計画策定委員会 

 7 月 6 日 第２回都市計画マスタープラン及び景観計画策定委員会 

 8 月 31 日 第３回都市計画マスタープラン及び景観計画策定委員会 

 10 月 30 日 第１回都市計画マスタープラン専門部会 

 11 月 19 日 第３回庁内検討委員会 

平成 22 年 1 月 26 日 第２回都市計画マスタープラン専門部会 

 3 月 25 日 第３回都市計画マスタープラン専門部会 

 4 月 27 日 第４回都市計画マスタープラン及び景観計画策定委員会 

 5 月 21 日 第４回都市計画マスタープラン専門部会 

 7 月 29 日 第５回都市計画マスタープラン専門部会 

 10 月 15 日 第６回都市計画マスタープラン専門部会 

 10 月 29 日 第７回都市計画マスタープラン専門部会 

 11 月 12 日 第４回庁内検討委員会 

 11 月 29 日 第８回都市計画マスタープラン専門部会 

 12 月 17 日 第９回都市計画マスタープラン専門部会 

 12 月 24 日 第５回都市計画マスタープラン及び景観計画策定委員会 

平成 23 年 1 月 14 日～2 月 14 日 パブリックコメント 

 2 月 17 日 第１０回都市計画マスタープラン専門部会 

 2 月 21 日 第６回都市計画マスタープラン及び景観計画策定委員会 
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 資料編；３ 用語解説 
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用語解説 

 
行 用語 解説 

ア アダプト制度 住民や企業などの団体が、道路や河川などで散乱ごみの清掃や

植栽等をボランティアで行い、道路や河川などの公共空間をわが子

のように面倒をみていく活動を支援する制度のこと。 

アメニティ 住み心地のよさや環境の快適さを表す言葉。 

生垣助成制度 
緑豊かな街並みと環境づくりのため、生垣を設置しようとする市民

に対し、その設置費用の一部を助成するもの。 

生駒山系広域利用促進協議会 
生駒山系のレクリエーション施設の利用促進のため、大阪府、奈

良県、交野市、枚方市、四條畷市、大東市、東大阪市、八尾市、柏

原市、生駒市、平群町、三郷町が取組む広域行政組織のこと。 

生駒市みどりの基金 
花や緑であふれ、自然とふれあえる魅力的なまちづくりを推進す

るために創設した基金のことで、緑の創造や保全活動に対する助成

などの財源に充てられている。 

いこま塾 
まちづくりについて、市民が継続的に学び話し合う場をつくること

により、幅広い市民の関心の醸成や、まちづくりを担う人材育成を図

ろうとするもの。 

生駒断層帯 
生駒市に係る活断層の１つ。活断層とは、約 100 万年前より新し

い時代に動いた形跡のある断層のことで、今後活動する可能性があ

るとみなされる断層のこと。 

雨水貯留浸透施設 
治水対策として、学校のグラウンドや駐車場などを利用して、降っ

た雨を一時的に貯留する施設（機能）のこと。 

NPO（エヌ・ピー・オー） nonprofit organization の略で、非営利団体・組織のこと。住民が

主体となって社会的な活動を行っている民間の非営利団体を指す。

なお、ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）は、ＮＰＯのうち特定非営

利活動促進法に基づき、都道府県または国の認証を受けた団体の

こと。 

エリアマネジメント 一定の地域（エリア）における良好な居住環境等の形成・管理を

実現していくための地域住民・地権者等による様々な自主的な取り

組みのこと。 

オープンスペース 都市部で建築物が建てられていない広がりのある空間で、緑地や

市街地内農地、河川空問等も含まれる。 

カ 合併処理浄化槽 し尿と生活雑排水を併せて処理する浄化槽のこと。 

協調・共同建替え 
複数の土地所有者が、敷地内に一体的な共同建築物として建替

えることを共同建替えといい、一体性に配慮した設計に基づき、個

別に建替え事業を行うことを協調建替えという。 

協働 
市民と企業、行政等が、それぞれの主体性を尊重しつつ、連携・

協力しつつ、共にまちづくりに取り組んでいくこと。 

景観協定 
景観法に基づき、景観計画区域内（生駒市では市全域が対象）

の一団の土地について、土地所有者等の全員の合意により、当該

土地の区域における良好な景観の形成に関して締結する協定のこ

と。 

景観計画 
平成 16 年に施行された「景観法」に基づいて策定する計画。景観

計画区域、良好な景観形成のための方針、行為の制限などを定め

る。 
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景観形成地区 
景観計画区域内（市全域）において、特に重点的に良好な景観

の形成の推進に取り組む必要がある地区のことで、景観配慮地区の

うち、関係住民等との合意形成が図られた地区で指定する。地区の

範囲を決定し、それぞれの地区に応じた届出対象行為、景観形成

基準を設ける。 

景観配慮地区 
駅周辺、歴史的、文化的遺産、水辺、眺望点などの景観上重要

な地区、又は良好な景観形成に対する住民の関心が高い地区な

ど、良好な景観を形成する必要がある地区として指定する地区のこ

と。 

景観保全型広告整備地区 
良好な景観を保全する必要がある地域や、新たに良好な景観を

創出することが必要な地域などで、地域の特性にふさわしい広告景

観の形成を図ることを目的に知事が指定する地域のこと。地区で広

告物等を掲出しようとするときは、知事の定める「基本方針」及び市

町村長の定める「広告物等の表示方法に関する事項」に適合するよ

うに努めなければならない。 

研究開発型産業 
主に試験・研究・開発を行う企業や産業のこと。 

減災 
災害時において発生し得る被害を最小化するための取り組みのこ

とで、防災が被害を出さない取り組みであるのに対して、減災とは被

害の発生を想定した上で、その被害を低減させていこうとするもので

ある。 

建築協定 建築基準法に基づき、住宅地としての環境又は商店街としての利

便を高度に維持増進するなど建築物の利用を増進し、土地の環境

を改善するための土地の区域において、土地所有者等の全員の合

意により、土地や建物のルールを締結すること。 

高齢者サロン 
ボランティア等が主体となって運営する、高齢者が地域で気軽に

集えるサロンのこと。 

コミュニティ 共同体や地域社会のような、地域のつながりのこと。都市計画で

は、主として住民相互の協力と連携による地域のまちづくりを進める

場合などに使われる。 

コミュニティパーク事業 愛着と誇りをもって楽しく利用できる身近な公園となるよう、地域住

民が主体的に計画段階から検討を行い、行政と協働して再整備を

行う事業のこと。 

コミュニティバス 
地域住民の交通利便性の向上等、必要目的にあわせて一定地

域内を運行させる路線バスで、車両仕様（小型バス・低床バスの利

用）、運賃、ダイヤ、バス停留所の位置や間隔等を工夫し、利用者の

利便を図るバスサービスのこと。 

コンパクトシティ 
住宅、商業・業務等の都市機能を一定の地区に集積することで、

市街地の広がりを限定し、その中で公共交通機関の充実や既存スト

ックの活用を図ることで、車に大きく依存せず、大きな公共投資をし

なくても生活できる都市のこと。 

サ 市街化区域 都市計画区域のうち、積極的に市街地として開発・整備を図る区

域で、既に市街地を形成している区域及び概ね 10 年以内に優先

的かつ計画的に市街化を図る区域のこと。 

市街化調整区域 都市計画区域のうち、市街化を抑制する区域のこと。 

資源循環型社会 
省資源と環境への影響を可能な限り低減するために、製品など

が、廃棄物として処分されることを抑えられ、適正なリサイクルがなさ

れ、またリサイクルできない製品等からの環境に対する悪影響が少

ないように処分される社会のことで、エネルギーや水の循環等も含ま

れる。 
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自主防災組織 
地域住民が自主的に連帯して防災活動を行う任意団体・組織の

ことで、主に町内会や自治会が母体となる場合が多い。 

自転車シェアリング 
地域内に複数ある拠点（好きな場所）で、好きなときに、自転車を

借りたり返したりできるサービスやシステムのこと。 

市民農園 一般に、都市住民などの農業者以外の人がレクリエーションや自

家用野菜の生産などを目的として、小面積の農地を利用して野菜や

花を育てるための農園のことで、近年、環境学習の場としても期待さ

れている。 

市民の森制度 市街化区域内の面積 300 ㎡以上の樹林地を対象に、市が５年以

上借り上げ、林地を整備した上で、憩いの場として広く市民に開放し

利用してもらう制度のこと。 

借地公園制度 都市公園法改正により、借地契約期間が満了した際に都市公園

を廃止することができることを明確化し、借地公園の増加と効率的な

都市公園の整備推進を図る制度のこと。 

樹林地バンク制度 市街化区域内の樹林地を対象に、樹林地所有者と樹林保全活動

グループが、樹林バンクに登録し、市が仲介の役割をすることによ

り、双方が協議の上で協定を締結し、樹林保全活動グループが樹

林地の保全活動を図る制度のこと。 

生産緑地 市街化区域内農地のうち、将来にわたって緑地機能が適切に保

全されるものとして指定された地区のことで、固定資産税が優遇され

る。 

セットバック 建築物の外壁を、建替え等を併せて、敷地境界線から後退させ、

前面道路の拡幅用地として使用すること。 

タ 宅地化農地 市街化区域内農地のうち、生産緑地（保全する農地）以外のもの

で、宅地並みの課税がなされる。 

多自然型川づくり 自然を保全・再生しつつ水辺の環境づくりを進めるという考え方を

基調にしており、自然素材を活用した川づくりのこと。 

ため池治水利用施設 
流域の保水能力を高めるため、大雨時により多くの水を貯められ

るよう、既存のため池施設を一部改良することで、洪水時に下流域

の負担を軽くするもの。 

地域制緑地 
緑地保全のための法律や条例による土地利用規制等を通じて、

緑地の保全・創造を図るもので、緑地保全地区や緑地協定等があ

る。 

地区計画 都市計画法に定められている、住民・地権者の合意のもとで、建

物の用途・高さ等の形態や、公共施設の配置等について、定めるま

ちづくりのルールのこと。 

地産地消 
地元で生産されたものを地元で消費することで、「地元生産-地元

消費」の略語。 

低炭素まちづくり 
地球温暖化への影響が大きい二酸化炭素の排出量の抑制を、都

市レベルで進めていくことが重要であることから、効果的な CO2 排出

削減に向けた社会づくりやまちづくりの取組みのこと。集約型都市構

造の実現、公共交通機関の利用促進、緑地の保全や都市緑化等の

推進、資源・エネルギーの有効利用の促進等が含まれる。 

透水性舗装 
雨水等の地中への透水性を高めた舗装のことで、雨水流出抑

制、地下水の涵養、街路樹の育成、雨天時の歩行性向上、自動車

走行音の低減等にも効果がある。 

都市機能 都市の持つ様々な働きやサービスのことで、商業・業務、住宅、工

業等の諸活動によって担われる。 
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都市計画区域 都市計画を策定する区域の単位となるものであり、都市の実態や

将来の計画を勘案して、一体の都市・地域となるべき区域として、総

合的に整備、開発及び保全する必要がある区域のこと。 

都市計画提案制度 自主的なまちづくりの推進や地域の活性化を図りやすくするた

め、土地所有者やまちづくり NPO 法人等が、一定規模以上の一団

の土地について、土地所有者などの同意等一定の条件を満たした

場合に、都市計画の決定や変更を提案することができる制度のこ

と。 

都市計画道路 都市計画法に基づき都市計画施設として定められた道路のこと。 

都市計画法 都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、もつて国土の均衡ある

発展と公共の福祉の増進に寄与することを目的とする法律で、都市

計画の内容及びその決定手続、都市計画制限、都市計画事業その

他都市計画に関し必要な事項を定めている。 

土地区画整理事業 公共施設の整備・改善及び宅地の利用増進を図るため、土地の

区画・形質を整えるとともに、道路・公園などの都市基盤施設の一体

的な整備を行う事業のこと。 

ナ ノーマイカーデー 
交通渋滞の緩和や公共交通機関の利用促進を目的に、日時を

限定して自動車を利用しないようにするキャンペーンのこと。 

乗合タクシー 
過疎地など路線バスの機能が充分に発揮できない場所などで、

運行されている 10 人以下の人数を運ぶタクシーのこと。 

ハ バイオディーゼル燃料（BDF） 生物由来油（使用済みてんぷら油など）を精製してつくるディーゼ

ル燃料のことで、Bio Diesel Fuel の略。 

バイオマス 動植物を由来とする資源のことで、木材や農作物、畜産物を収穫

したり加工したりする際にでる間伐材やおがくず、糞尿、菜種油、残

りかす、建築廃材などの生物系廃棄物を原料としてエネルギーを生

み出すことができる。 

花好き・自然好き市民交流サロン 
花のまちづくりセンターふろーらむ内に開設された、市民が運営

する「花好き・自然好き市民」の交流とネットワークの拠点のことで、

様々な交流や情報発信がなされている。 

花と緑の景観まちづくりコンテスト 
公園や学校等の公共的な場所や道行く人の目にふれる場所で取

組まれている、公園やまちなか、庭先・まちかど等の緑を対象に開催

するコンテストのこと。 

花と緑のわがまちづくり助成制度 
まちなかに草花等を植栽し、花と緑と自然のまちづくりを推進する

自治会等に対して助成を行う制度のこと。 

バリアフリー 障がいのある方やお年寄りの生活に不便な障壁（バリア）となるも

のを除去（道や床の段差解消など）する考え方。 

ヒートアイランド 建物の密集や冷暖房の普及、道路の舗装による輻射熱の増大な

ど都市化によるさまざまな要因のために、都市部が郊外部と比べて

気温が高くなっている現象のこと。 

マ 緑の市民委員会 生駒市緑の基本計画に掲げる「花と緑と自然の先端都市・生駒」

の実現に向け、市民と行政が協働し、本市の緑の都市環境を保全

および創造する施策を総合的かつ計画的に推進するため設置する

組織のこと。 

モビリティマネジメントシステム 都市において、過度な自動車依存を見直し、公共交通や徒歩や

自転車等の多様な交通機関の利用促進を図る取組みのこと。 

ヤ 遊休農地活用事業 遊休農地を対象に、農地所有者（農業者）と耕作希望者（非農業

者）が登録し、市が仲介や利用方法等の指導等を行うことにより、円

滑な貸し借りと有効活用および農地の保全を図る制度のこと。 
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ユニバーサルデザイン 障がいの有無、年齢、性別、人種などにかかわらず、多様な人々

に利用しやすい都市環境や生活環境、製品をデザインする考え方。 

容積率 敷地面積に対する建築延べ（床）面積の割合のこと。 

用途地域 計画的な土地利用を進め様々な建築物が混在するのを防ぐた

め、建築物の用途によって地域を区分し、建築物の用途を制限する

もの。主に住居系、商業系、工業系に分かれ 12 種類の用途地域を

設定することができる。 

ラ ライフライン 水道、下水道、電気、ガス、電話等人々の日常生活を維持するた

めに不可欠な供給システムのこと。 

緑地協定 
健康で文化的な住宅地の生活環境を確保するために、住民全員

の合意のもとに、樹木の種類や植栽場所などのルールをつくり、区

域内における緑地の適切な保全と緑化の推進を図るもの。 
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